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			お菓子職人の成り上がり～天才パティシエの領地経営～④

			著者／月夜涙

			イラスト／三弥カズトモ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・サトモトアイ＋新垣至（REVOdesign）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　ただいまアルノルト

			第１話　ピナルのハチミツケーキ

			第２話　新作ケーキのお披露目会

			第３話　エクラバの店

			第４話　貴族として必要なもの

			第５話　美味しいカスタード・プティングを作るには？

			第６話　最高の油を求めて

			第７話　グレープシードオイル作り

			第８話　お菓子を作るだけじゃ足りない！

			第９話　プレオープン

			第10話　一番最初のお客様

			第11話　ハチミツの秘密

			第12話　菓子店Ａｒｎｏｌｄ(アルノルト)開店

			第13話　店の欠点と、クルトの欠点

			第14話　二層の鮮やかなパプル・ババロア

			第15話　弟子の成長と王都への旅立ち

			第16話　クルトの好物ケーキ

			第17話　赤ワインとチョコレートのお菓子

			第18話　お菓子の材料は黒い宝石

			第19話　レナリール公爵領再び

			第20話　空とカカオとお茶会

			第21話　パーティと譲れないもの

			エピローグ　薔薇と王冠のチョコレート

			番外編　菓子店Ａｒｎｏｌｄ(アルノルト)とクレームとカステラ

		

	
		
			プロローグ　ただいまアルノルト

			　

			　空の旅を終えて俺たちは竜車から降りる。

			「ついに帰ってきたんだな」

			「はい、いつもの森です。懐かしい匂いがします」

			　銀髪のキツネ耳美少女のティナが、鼻をすんすんと鳴らして、うれしそうに呟く。

			　竜車の空の旅を終え、四大公爵の一人であるレナリール領から、無事アルノルト領にある俺の村に戻ってきた。

			　少しの間留守にしただけだが、ずいぶんと感慨深いものがある。

			　ここは開拓のために木を切り倒してできた開けた土地だ。

			　竜車の御者の男によると、竜は自分で勝手に巣を作るらしいので、自由にさせておけば、生活環境は整うとのこと。

			　十分に調教されているので、逃げることもないらしい。

			「クルト、荷物が重いよ」

			「すまないが、がんばって運んでくれ。村までの距離はそんなにない。クロエなら、それぐらい大丈夫だろ？」

			　金髪のエルフであるクロエが愚痴をこぼす。

			　竜を着陸させた場所から歩いて村を目指す。

			　可能な限り、レナリール公爵がもたせてくれたお土産を三人で運ぶ。

			　もちろん、一度では到底運びきれないので、あとから人を呼ぶが、皆の手間は極力減らしたい。

			　クロエはしょうがないなと言いながら、歩き出す。

			「悪いな」

			「悪いと思ってるなら、今日の夕ご飯、ちょっと豪勢にしてくれるとうれしいかも」

			「ああ、いいよ。とは言っても作るのはティナだけどね。ティナの料理を食べないと帰ってきた気がしない。ティナ、頼めるか？　疲れているなら俺が作るが」

			「大丈夫です！　クルト様が食べてくれるなら、三日三晩作り続けても辛くありません！　今日は奮発します！」

			　ティナが銀色の尻尾を振りながら、気合を入れる。そんな仕草がおかしくて、くすりとしてしまう。

			　そうして一五分ほど歩くと、ようやく、村にたどり着いた。

			　久しぶりの村では領民たちが外に出て騒いでいる。

			　何かあったのかと不安になる。

			「クルトの兄貴！　大変だ、大変なんだ！」

			　やんちゃそうな少年が息を切らしてこちらに向かって走ってくる。

			「どうしたんだ、ヨハン」

			　彼はヨハン。

			　フェルナンデ辺境伯が治める街エクラバで、孤児たちをまとめていた少年だ。

			　ひょんなことから、彼を含めた孤児たちをアルノルト領に引き取った。

			　彼は頭がよく、孤児たちに慕われていて、統率力があり頼りになる存在だ。

			「竜が、竜が出たんだ！　こんな村、あっという間に焼きつくされちまう。早く逃げないと」

			　俺は苦笑する。

			　驚くのも無理はないか。竜は災害として恐れられている。

			　彼らは食事を必要としないが、非常になわばり意識が強い。巣を作る際に、うるさい、わずらわしい、といった理由だけで、人間の村を滅ぼしたりする。

			　大人になり、巣立ちした若竜による被害は各地で発生していた。

			「大丈夫だよ。あの竜はちゃんと調教された竜だ」

			「竜が人に懐くってのか？　信じらんねえ」

			「本当だよ。実際に俺はあの竜に運んでもらって帰ってきたんだ」

			「すげえ、都会は竜を乗り物にするのか。いいなぁ、乗ってみたいなぁ」

			　子供だけあって適応力が高い。

			　竜に対する恐怖心はあっという間に消えて好奇心が顔を出し始めたようだ。

			「その機会はあると思うよ。なにせ、あの竜は俺のものだからね。エクラバに行く機会があれば使うつもりだ」

			「えっ、ここまで送り届けてもらったんじゃなくて、クルトの兄貴、竜をもらったんだ！　すげえ！　竜なんて大貴族様だってもってないんじゃないの!?　ちょっと、みんなに教えてくる」

			　そう言うなり、ヨハンは走り出す。

			　そして不安そうな村人たち一人ひとりに説明を始めた。

			　さきほどまで恐怖で騒いでいた村人たちが、期待と興奮で騒ぎ始める。

			　竜を下(か)賜(し)されるほどの功績を領主があげた。それはアルノルトの今後の発展を期待させるには十分なニュースだ。

			　どんどん、話が広がっていく。

			　開拓作業のために、荒地に向かっていた連中まで何事かと戻ってきた。

			　ちょうどいい。軽く帰還の挨拶と報告をしよう。

			「みんな、注目！」

			　声を張り上げ、手をパンと鳴らす。

			　すると、村人たちが一斉に俺を見てきた。

			「まずは、ただいま。しばらくの間留守にして悪かった。みんな元気そうで安心したよ」

			　ノリのいい村人たちが、おかえりなさいと声を合わせて言ってくれる。

			　俺の無事を喜んでくれる人がたくさんいる。そのことがうれしかった。

			「俺は、公爵……王様の次の次ぐらいにえらい人に頼まれた仕事を果たすために留守にしていた。その仕事を無事こなした。褒(ほう)美(び)として、竜車をもらった。竜車は、馬よりもずっと速く、たくさんの荷物を運べる。しかも安全だ。空には山賊も魔物もいない」

			　俺のジョークに、何人かがくすりと笑う。

			「今までは、行商人の言い値で高いものを買うしかなかったが、これからは自分たちで買いに行くという選択肢ができた。今までより、ずっと安く必要なものが買えるようになった」

			　アルノルト領で作れるものだけでは、生活は成り立たない。

			　塩を始め、生活必需品を月に一度来る行商人から購入する必要があった。

			　行商人はこんな辺(へん)鄙(ぴ)で危険な場所に時間をかけて来るわけだから、その苦労を値段に上乗せしてくるし、さらに競争相手がいないので足元を見てくる。はっきり言って、ぼったくりのような値付けをする。

			　かといって、自分たちで街まで商品を買いに行くのはリスクが高く、今まで躊(ちゆう)躇(ちよ)していた。

			　だが、これからは竜車でひとっ飛びだ。安全に大量の荷物を、圧倒的な速さで購入できるようになる。

			　俺の領地にとって非常にありがたいことだ。

			　村人たちは難しいことはわからないようだが、最後の、安い値段で品物を買えるようになるというところはきっちりと理解して、歓喜に湧いていた。

			「それだけじゃない。数年先まで国に治める税金が免除される。俺たちが育てた小麦をそのまま俺たちのものにできるようになった。本家に送る分は今までと変わらないが、だいぶ楽になるだろう」

			　税がなくなるというのはそういうことだ。

			　アルノルトでは硬貨の流通量が少ないので、現物で税を納めている。

			　小麦の徴収がなくなる。それはいい生活ができることに繋がるのだ。

			　村人たちは目を輝かす。……だが、俺はそこに今から水を差さないといけない。

			「だけど、お願いがあるんだ。税として納めるはずだった小麦を、俺に預けてくれないか」

			　そう、俺は浮いた分の小麦を村人に還元せず、他の用途に使いたいと思っていた。

			　村人たちがいぶかし気な顔をする。

			「もちろん、この村のために使う。エクラバでお菓子を売る店を開くんだ。そこで俺たちの小麦を使ったお菓子を売りたい。損はさせない。使った小麦の何倍もの小麦を買えるだけの金を稼いでみせるし、その金を使ってこの村の生活を豊かにする。だから、俺が開く店の成功に、みんなの小麦を賭けてほしい」

			　今のこの村には税として納める予定だった小麦の他には、自分たちで食べる分の小麦しかない。

			　今のままでは、店を開いたとしても、食材は他の村で作ったものを買わないといけない。

			　それは本当の意味でのアルノルトのお菓子ではない。

			　俺は、どうしてもアルノルトの材料に拘(こだわ)りたかった。

			　アルノルトの大地が育(はぐく)んだ美味さだと、胸を張って特産品として売るために。

			　そうでなければ意味がない。

			　命令することはできたし、そもそも税を納めないでよくなったことを言わないという選択肢もあった。

			　だが、それはしない。俺を信じて今まで歯を食いしばって不毛な大地を切り拓いてくれた彼らを裏切りたくなかった。

			　村人たちは、押し黙り考える。

			　小麦は彼らの命も同然。それを賭けのチップにしろと言っているようなものだ。抵抗があって当然だ。

			　村人たちは、仲間たちと顔を見合わせ、そして微笑んだ。

			　そして、一人の男が前に出てくる。

			　ソルトだ。

			　俺の不在時に、この村の代表となる頼りになる俺の右腕。

			「でっ、長(おさ)。俺たちは何をすればいいんですかい？　店を開くんだ。長とティナの嬢ちゃんだけじゃ人手が足りねえだろ。なんでも言ってくれよ。おまえたちもいいな！」

			「「「おう！」」」

			　俺は息をのむ。

			　小麦を使うことを許してくれるとは予想していた。

			　だけど、こうして進んで力を貸してくれるとまでは思っていなかったのだ。

			　胸の中に熱い感情が溢れてくる。

			「ありがとう」

			「礼を言う必要はありませんぜ。長がこの村を豊かにするためにがんばってるんだ。協力するのは当然だ。俺たちも、もっといい暮らしがしたいしな。俺たちは長を信じてる。長の今までの行動が信じさせてくれたんだ。だから、長が選んだ道なら、全力でお供しますよ」

			　ほかの村人たちも次々にそうだそうだと声をあげる。

			　俺はぎゅっとこぶしを握り、うれし泣きしそうになるのを堪え、精一杯の笑顔で口を開く。

			「それでも、ありがとう。俺はいい領民を持ったよ。ここで宣言しよう。来月から村でとれた作物で最高のお菓子を作り上げ、エクラバで売り出す！　人選はこれからだが、何人かは専任で店の仕事を任せる。みんな、アルノルトを今よりずっと豊かにするために一緒にがんばろう！」

			　もう、力を貸してくれとは言わない。ただ、がんばろうと告げた。

			　歓声があがる。

			　やる気は十分、この村でとれた自慢の材料がある。商売の邪魔になる関税は撤廃されている、宣伝に必要なレナリール公爵公認という看板がある。

			　なにより、最高の村人たちがいる。怖いものは何もない。

			　失敗なんてするはずがないのだ。

			「後日、この場所で店で売り出すお菓子の試食会を行う！　うまいお菓子を作るから、みんな来てくれよ」

			　さきほどとは違う歓声があがった。みんな、俺のお菓子を楽しみにしてくれているようだ。

			　後日振る舞うのは、ずっと温めてきた主力商品。安価に大量生産が可能で、日持ちすることを最低条件にしつつ、美味しさを兼ね備えたお菓子だ。

			　気合を入れて、全員分作ろう。

			　こいつらを満足させられないのであれば、店の成功などありえない。

			　それに、俺自身が彼らを喜ばせたいという強い思いがあった。

		

	
		
			第１話　ピナルのハチミツケーキ

			　

			「ティナ、クロエ、準備はいいな」

			「任せてください、クルト様！」

			「わたしもオッケーだよ。クルト」

			　俺たち三人は、俺の家の厨房に集まっていた。

			　目的は、お菓子作り。

			　フェルナンデ辺境伯が統治しているエクラバの街に、店を出す。

			　その主力商品を今から作るのだ。そして後日、村のみんなを相手に試食会を開く。

			「ねえねえ、クルト。何を作るの」

			　エルフのクロエが、興味津々といったようすで問いかけてくる。

			「日持ちがするクッキーとフルーツケーキの二つだよ、これが主力商品になる。まずはフルーツケーキから作ろうか」

			　俺は、その二つをメインに考えていた。

			　どちらも香ばしい焼き菓子だ。

			「ええ、わたしはもっとふわふわで柔らかくてクリームたっぷりのがいいなー」

			「そういうのは腐りやすいからね」

			「いいじゃん、全部作ったのをその日のうちに売っちゃえば」

			「そういうわけにはいかないよ」

			　俺は苦笑する。

			　生菓子はすぐにだめになる。

			　ましてや、この世界にはろくに冷蔵設備がない。

			　買う側も、お土産などに使いにくいし、万が一腐らせて客がお腹を壊せば、めんどくさいことになる。

			　加えて売る側としても問題があるのだ。

			「実際のところ、最初はどれだけ商品が売れるか予測がつかないんだ。出だしで品切れなんて悪印象を与えては最悪だから、多めに用意しないといけない。そうなると、大量に生菓子を作るのはすごくリスクが高い。柔らかくて潰れやすいから、スペースもとる」

			　積み重ねても大丈夫で、少ないスペースに大量に保管できるお菓子が望ましい。

			　来週、エクラバにフェルナンデ辺境伯が用意してくれた店の視察に行く予定だ。

			　そこで店内を見つつ、内装の工事を指示し、どれだけのお菓子を作り置けるかも確認するつもりだ。

			「残念、つまみ食いできると思ったのに」

			「ちゃんと焼き菓子でも美味しいのを作るからさ。そっちはちゃんと試食させてあげるよ」

			　俺は焼き菓子も得意だ。

			　そもそも、元の世界の洋菓子店でも、利益のほとんどは生クリームたっぷりのケーキなどではなく、焼き菓子であげている。

			　さきほど説明した通り、長持ちするのでロスが少ない、作り置きできる。さらに原価率まで低いというのが理由だ。

			　だからこそ儲けがでる商品に力を入れる。焼き菓子が看板商品の店はまず潰れない。

			　俺のレストランでも、特製のドライフルーツのケーキは人気商品で、レストランで食事を楽しんだ客がよく、お土産に買って行ってくれた。

			「さて、始めようか。特製のフルーツケーキを」

			　俺はにっこりと微笑む。

			　長持ちさせるために、開発されたメニューであるドライフルーツケーキを元に改良したレシピだ。

			　俺のフルーツケーキは長持ちするケーキだが、ドライフルーツを使わない。

			　ドライフルーツケーキというのは、ようは保存が利くように加工した果実を使ったケーキのことだ。

			　つまり、保存さえ利けば、乾燥させる必要はない。

			　四大公爵のレナリール家に行く前に用意していたものをとりだす。

			「クルト様、それって」

			「ああ、ピナルのハチミツ漬けだよ。こいつは日持ちするんだ」
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			　そう、ドライフルーツの代わりに果実のハチミツ漬けを使う。

			　ハチミツ漬けは優れた保存食だ。

			　瓶に密封している状態だと一年ほど持つし、瓶から出してもハチミツの優れた殺菌成分のおかげで、一か月はもつ。

			「ピナルを使うんだね。クルト、精霊の里のピナルを使ってまずいお菓子ができるわけないよね」

			「クロエの言う通り、このピナルは本当にすごいよ。美味しいだけじゃなくて食べると元気になる」

			　ピナルは桃に似た果実で、精霊の里でエルフたちの祝福を受けながら育つ。

			　精霊の里を救ったお礼にと、精霊の里でとれたピナルが毎年贈られることになっている。

			　これを使わないわけにはいかない。

			　なにせ、原価がタダ、かつ、素晴らしい食材。

			　大量にハチミツ漬けにすることで、一年中提供できるのもいい。

			　俺はピナルのハチミツ漬けを薄くスライスする。

			「生地を作っていこうか」

			　作り方はさほど難しくない。

			　採れたての卵、それにクルミ油、それにピナルを漬けていたハチミツをたっぷり入れて混ぜ合わせる。

			　砂糖ではなく、ピナルを漬けていたハチミツを使うと、ほんのりとピナルの香りが生地全体に行き渡るし、生地がしっとりする。さらに酒を加えて香りづけ。

			　そこに、小麦粉と山芋を投入し滑らかになるまでさらに混ぜ合わせる。

			「よし、これで生地は完成だ」

			「クルト様、すごく簡単ですね」

			「じゃないと、大量生産できないだろう。ただ、材料の配分で、美味しくもまずくもなるから、そこは経験が必要だね」

			　俺はにっこりと笑い、生地をオーブンに入れる。

			　ティナに火加減を指示して、彼女に焼き上げてもらう。

			　俺は逐次、指示を出す。

			　将来的には、俺がその日ごとの材料の配分を決めて、あとは村人たちに生地を作ってもらい、ティナに焼きを任せるつもりだ。

			　なるべく早く、この村の産業としたい。俺は領主としてたくさんの仕事があるので、かかりっきりになるわけにはいかないのだ。

			「よし、焼き上がりだね」

			「はい、すごくいい匂いが漂ってきます」

			　型から取り出すとこんがり焼けた長方形のパウンドケーキが完成した。

			「あっ、クルト、もしかしてピナルを入れ忘れた？　クルトでも失敗するんだ」

			「いや、失敗じゃないよ。せっかくハチミツ漬けで瑞々しいまま、保存が利くようにしたんだ。焼いて水分をとばすのはもったいない」

			　普通のフルーツケーキなら、生地に混ぜ込んで一緒に焼き上げていた。

			　だが、せっかくのピナルだ。瑞々しさを楽しんでほしい。

			　俺はパウンドケーキを横に切る。

			　上下がわかれ、そこにピナルのハチミツ漬けのスライスを並べ、上からジャムを塗る、前半分をピナルのジャム、そして後ろ半分をぶどうに似たパプルのジャムにして、飽きにくくする。

			　そしてパウンドケーキを重ねる。ジャムの粘着力でぴったりとパウンドケーキがピナルを挟んでくっつく。

			　最後に、ドライクランベリーの粉末を上からふり、赤い化粧をする。

			　これは見た目をよくするだけではなく、味と香りのアクセントになる。

			「これで完成だ。主力商品の一つ、特製フルーツケーキ。名前をつけるなら、ピナルのハチミツケーキかな？」

			「クルト様、すごくわかりやすい名前です！」

			「クルト、もっとひねろうよ」

			　二人のまったく異なる反応を見て、思わず苦笑いする。

			「まあまあ、わかりやすさ優先だ。売り出す時は、これをまるまる一本と、カットしたものを用意する」

			　俺は微笑みながら、長方形のピナルのハチミツケーキを一人分ずつカットする。

			　それぞれ皿に盛り、沸かしておいたお湯でお茶を淹れる。

			「さて、試食を兼ねてティータイムにしよう」

			　俺がそう言うと、ティナはキツネ尻尾を揺らし、クロエは長いエルフ耳をぴくぴくさせた。

			　これを、村人たちにも振る舞う。

			　さて、二人の反応は……。

			　俺はじっくりと紅茶を啜(すす)りながら二人の様子を眺めていた。

		

	
		
			第２話　新作ケーキのお披露目会

			　

			　俺が作ったピナルのハチミツケーキをティナとクロエは絶賛してくれた。

			　舌が肥えてきた二人が満足したのだ。領民たちも、エクラバの人たちも気に入ってくれることは間違いない。

			「ティナ、大丈夫か。疲れているなら残りは明日に回すよ」

			「大丈夫です。まだまだいけます！」

			　キツネ耳美少女のティナが銀色のキツネ尻尾をぴんと伸ばしながら気合の入った声をあげる。

			　俺たちが今何をやっているかというと、身内向けの試食が終わったので、今度は領民たちの分を作っている。

			　あまり手間がかからないピナルのハチミツケーキとはいえ、量が増えると重労働になってくる。

			　とくに、焼成を担当するティナは負担が大きい。

			　何度も繰り返し焼きながら、一人で焼けるように練習をしていた。

			「悪いががんばってくれ。たぶん、店を開いたらこれぐらいの量は毎日作ると思うから」

			「はい！　任せてください！」

			　いい返事だ。頼もしい。それからティナと二人で、次々にケーキを焼き上げていく。

			　エルフのクロエにも生地作りを教える。彼女は水の魔術が得意なだけあって、最適な生地の状態を感覚で理解できるし、調理の勘もいい。お菓子作りの適性があるようだ。

			「クルト、これは案外、難しいね。でも、練習すればできるようになりそう」

			「うん、作るだけならあと二、三回で作れるようになると思うよ。でも、美味しく作るならもっともっと練習が必要かな」

			「先は長いんだね。でも、やってみせるよ。燃えてきた」

			　まだぎこちないが、一緒に百回も焼けば一流の腕前になるだろう。

			「よーし、がんばるよ。精霊の里に戻ったら、みんなを驚かしてあげよ。わたしが美味しいお菓子を作ったら驚くぞ」

			　クロエが頬を叩く。それを見て俺は苦笑する。

			「どうしたの、クルト。なんか変な顔しているよ。ちょっと、寂しそうな顔」

			「クロエが羨ましくてね。俺は家族のためにお菓子を作ろうなんて、ずっと思えなかったから」

			　素直に故郷の家族のためにお菓子を作りたいと言ったクロエがまぶしかった。

			　俺はつい最近まで、これだけ近くにいながら家族のためにお菓子を作る、そんな簡単なことさえできなかった。

			　そんな俺だからこそ、あそこまで弟のヨルグとすれ違ってしまったのかもしれない。

			「羨ましいなら、今からでも家族のためにケーキ作ればいいじゃん。クルトのお菓子なら絶対に喜んでくれるよ」

			　何気なくクロエが呟いた言葉。ずいぶんと簡単に言ってくれるものだ。

			　だが、それは真理だ。俺は悩んでいないでさっさと行動に移すべきだった。

			「それもそうだな。うん、そうしよう。このケーキなら日持ちもするし、ヨルグとお世話になっている男爵に贈り物をしようか」

			　仮にも、今の俺にはレナリール公爵お墨付きのパティシエという看板がある。

			　貴族へお菓子を贈っても失礼にならないだろう。

			　ティナのほうを見る。火と真剣ににらめっこしながら、ケーキを焼いている。

			　さすがはティナだ。彼女は火を扱うセンスが天才的。

			　もう、俺が教えたケーキの焼き方をマスターしつつある。これなら、すぐに焼成の工程すべてを任せられるようになるだろう。

			「よし、ラストスパートだ。ケーキを焼ききろう！」

			「はい、クルト様！」

			「おっけー。任せてクルト！」

			　そして、俺たちは大量のケーキを焼き上げた。

			　山のようにピナルのハチミツケーキが積まれる。

			　当日の朝、二つに切ってピナルを挟みこめば完成だ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　いよいよ、エクラバの店で売り出す商品のお披露目会の日になった。

			　村中の人たちが広場に集まる。

			　昼下がりから試食会を始めると周知はしていたが、村人のほとんど全員が集まっていた。

			　よほど、楽しみにしてくれているらしい。

			　俺が、現れるとざわめきが聞こえた。

			　こうして、みんなが期待してくれているのは、悪くない。

			　全員、皿をもってきてもらっていた。

			　俺の家に村人全員分の食器はないし、手皿で渡すのも気がひけるからだ。

			　俺は作業台を出し、台の上に長方形のケーキを並べていく。

			　みんなの目の前でカットして渡していくスタイルだ。

			　準備をしていると、作業台の前に小さな影が集まってきた。

			「クルトの兄貴、すっげええ、いい匂い」

			「ああ、匂いだけで、満足しちゃいそう」

			「じゃあ、おまえの分も俺が食う」

			「食べるよ！」

			「まだかな、まだかな」

			　近くに来たのはヨハンをはじめとした、孤児の子供たちだ。

			　彼らは、村人たちの中でも一際ケーキを楽しみにしてくれているようだ。

			「もう少し待ってくれ。約束の時間になったら始めるから」

			「クルトの兄貴、楽しみにしてるぜ」

			「期待を裏切らないお菓子であることは約束するよ」

			　俺がそう言うと、子供たちはやったーと叫んで、散っていった。

			　心の中で、あの子たちには、少しだけケーキを厚めに切ってあげようと心に決める。

			　それぐらいのひいきは許されるだろう。

			　そうこうしているうちに準備はすべて終わり、エクラバで売るピナルのハチミツケーキのお披露目会が始まった。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			「はい、どうぞ」

			「ありがとうごぜえます。長」

			　甘いものが似合わなさそうな、大男のソルト……俺の不在時にこの村を取り仕切ってくれる俺の右腕である彼が男臭い笑みを浮かべる。

			「甘いものを食べるんだな」

			「甘いものが嫌いな奴なんているんですかい？」

			　それもそうだ。

			　人間は本能的に甘味を求める。甘い物が苦手な人なんて、甘いものが溢れた世の中だからこそ現れる。

			　貴重な甘味を楽しめる機会を逃すような者は、そうそういないだろう。

			　次々にケーキをカットしていき、カットする端からケーキが消えていく。

			　この村の人口は孤児たちを含めても百人に届かない。

			　すぐに列がはける。

			　みんなの手には、ケーキの乗った皿があった。

			「さあ、試食の始まりだ。遠慮なく食べてくれ」

			　俺がそう言うと、みんなが目を輝かせる。

			　そして、試食が始まった。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			「あまーい」

			「この生地素敵、優しい甘さでふんわり、しっとりで」

			「中に挟んでいる瑞々しい果実がいいな」

			「焦げた、ハチミツの香りもいいよ」

			　みんな、うっとりとした顔でケーキを楽しんでいる。

			　俺も自分の分を食べる。

			　ピナルを漬けていたハチミツを甘味付けに使っているおかげで、生地がしっとりとしているし、挟んだピナルとの相性も抜群だ。

			　ジャムと、散らしたクランベリーもいいアクセントになって食べる者を飽きさせない。

			　これなら、売れる。

			　ただ、問題点がないわけではない。

			　ハチミツ、ピナル、小麦は十分な量があるが、クルミ油の原料のクルミの在庫が少ない。

			　去年の秋にため込んだクルミだけだと、早(そう)晩(ばん)なくなる。

			　代用品としては、オリーブオイルあたりが望ましい。バターだと重くなりすぎる。

			　レナリール領ではオリーブの生産が盛んで、かなり割安で市場に並んでいた。

			　エクラバでオリーブが手に入るかどうか、手に入ったとしても値段が気になる。

			　そして、その問題の前に目下迫っている問題があった。

			「なあ、なあ、クルトの兄貴、まだケーキ余ってるよね」

			　考え事をしているとヨハンがやってきた。

			　彼は目ざとく、切り分けに使った台の上に残ったピナルのハチミツケーキを見つけたようだ。

			　一つだけ、余ったのだ。

			　実はこのケーキは、何かあった時のための予備として作っていたものだ。余って当然だと言える。

			「余ってるね。どうしようか。たぶん、おかわりできるなんていったら、喧(けん)嘩(か)になるからな」

			　そう、一つのパウンドケーキは八人分。

			　八人しかおかわりできない。

			　貴重な甘味を巡って大人も子供も関係ない血みどろの争いが始まるのは目に見えている。

			「だったら、カンパラで決めるから！　希望者を集めて俺が音頭をとるよ」

			「それならいいか」

			　カンパラはこの世界におけるじゃんけんみたいなものだ。

			　道具を使わずに勝敗が決まる。わりと便利な風習だ。

			「よし、じゃあヨハン、希望者を……」

			　そこまで言った時だった。

			　すごい勢いで馬車がやってきた。急ブレーキして扉がひらく。

			「待ってくださいませ。まだ、私が食べておりません」

			　中から現れたのは、ピンク色のふわふわの髪をした美少女……フェルナンデ辺境伯の娘にして俺の婚約者であるファルノだ。

			「クルト様ったら、意地悪ですわ。私の帰還を待たずにこんな面白そうなこと始めるなんて」

			　そして、頬を膨らませながら、こちらに肩をいからせて歩いてくる。

			　この光景を見て動じないということは、なんらかの方法で試食会が開かれていることは知っていたようだ。

			「悪いとは思ったんだけど、話の流れでお菓子を振る舞わないといけなくなったんだ」

			　ファルノをないがしろにしたわけじゃない。小麦をエクラバで開く店で使わせてほしいと領民たちに説明したのだが、あの場ですぐに試食会を開いてみんなを楽しませると言わざるを得ない状況だった。

			「お嬢様、息を切らせて大声なんてはしたないですよ」

			「ヴォルグはどっちの味方なんですか？」

			「私は、お嬢様の教育係としてお嬢様を導く。それだけです」

			　彼女の背後から、ファルノの執事にして、俺の武の師匠であるヴォルグが現れた。

			　筋肉質で細見な体を執事服にまとった青年だ。

			「ううう、ヴォルグ。でも、私の気持ちもわかりますわよね」

			「ええ、私もクルト様の新作のお菓子を楽しみたいですからね。とはいえ、ファルノ様。間にあったのですし、おとなしく楽しみましょう。そして、そこの少年、ヨハンと言いましたね。勝者を六人としてカンパラを始めてください」

			「おっ、おう」

			　さすが、ヴォルグ。まったく物おじせずに話を進めていく。

			　ヨハンが彼に促され、おかわり争奪戦を始めた。

			「では、お嬢様、ご相(しよう)伴(ばん)にあずかりましょう」

			「ええ、そうね。お願いします、クルト様」

			「ああ、ぜひ、味わってくれ」

			　俺は気を取り直して、二人にケーキを切り分ける。

			「ああ、いい香り。たしか、この前のインペリアル・タルトでも同じ香りがしていましたわ」

			「よくわかったね。精霊の里の果実、ピナルを使っているんだ。美味しいし、いい香りがする素敵な果物だよ」

			「それはすごいですわね。クルト様のお店でしか食べられないお菓子です！　では！」

			　ファルノがケーキをフォークで一口サイズにして口に運ぶ。

			　そして、幸せそうに両頬を押さえた。

			「香りも素敵ですが、味も素敵です。しっとりして気品がある甘さ。この酸味もいいですわね」

			「ええ、お嬢様。ぜひ、フェルナンデのお茶会に出したいですね。お客様もきっと喜ばれますよ。果実を使ったここまで気品のあるケーキ、他では食べられませんからね」

			「クルト様、これを大衆相手に売るんですか、お値段は？」

			　俺は、ワンカットの値段と、丸々一本の値段を告げる。

			「そのお値段ですか!?　貴族相手なら、十倍でもたくさんの買い手を見つけられますわよ」

			「たくさんの人に甘いものを楽しんでほしいんだ。だから高級菓子にはしない。そのために材料費も抑えているしね」

			　これは、そのためのお菓子だ。

			　欲を言えば、これにナッツを混ぜこむだけで、さらに美味しくなる。

			　だけど、そうするとどうしても値段があがる。ナッツの相場は高い。

			　あくまで、一般市民向けを目指したからこそ、味よりもコストパフォーマンスを優先した。

			「立派な志です。ただ、気になるのがどうやって売るかですね。お土産にするならラッピングが必要になりますが、この村にそんな洒落たものを作れるお店があるとは思えませんわ」

			「そこは悩んでいるんだ。お土産として売り出すなら、それなりに小奇麗なパッケージで売り出したい。街で外注するにしても、伝(つ)手(て)がないしね」

			「……それでしたら私が手配しますわ。格安で作らせますわよ」

			　その言葉に飛びつきたい。だが、あえて首を振る。

			「フェルナンデ辺境伯の力で無理に安く卸させるなんてことはしたくないんだ。そういうのは好きじゃない」

			「違いますわよ？」

			「えっ？」

			　俺は思わず聞き返した。

			「このケーキは絶対にヒットします。間違いないですわ。それも、家で楽しむわけではなく、大事な人たちへの贈り物としてです。商人たちや富豪たちの注文が殺到するでしょう。それは、クルト様の意図しないところでしょうが、避けられません。つまりは、最高のお土産としてそれなりな身分の人たちに贈られる。これは、パッケージを作る業者としては最高の宣伝の機会ですわ。それに数が出る分、一つ当たりの儲けは少なくてもいい。それなりの規模の業者なら、飛びつきますし、交渉次第で喜んで安くしますわよ？」

			　目から鱗(うろこ)が落ちた。

			　俺にはまったくない発想だ。

			　ファルノのことを過小評価していた。

			　さすがは商業都市エクラバで育っただけはある。経済感覚は俺よりずっと上だろう。

			「ファルノ、来週、店の視察に行く。その時に業者の選定を任せたいが、いいか？」

			「もちろんですわ。夫のためですからね。内(ない)助(じよ)の功です」

			「頼りにしているよ。ファルノ」

			　これで最大の懸念が解決した。

			　もう一つの問題も解決しないと。

			　クルミ油の代わりになるものを、クルミ油の在庫がつきる前に見つけることだ。

			　エクラバの市場を覗きながら考えよう。

			　品物はできた。さあ、どんどん準備を進めていこう。

			　エクラバの店が大成功すれば、一気にアルノルトの領地は豊かになるし、お菓子の材料を買い集める余裕もできる。これからが楽しみだ。

		

	
		
			第３話　エクラバの店

			　

			　試食会は大成功だった。

			　みんな、俺の作ったピナルのハチミツケーキを楽しんでくれた。

			　今日は、ファルノの馬車で商業都市エクラバに向かっている。

			　ファルノの他には、彼女の執事であるヴォルグ。そして、キツネ耳美少女のティナ、エルフのクロエがいる。

			　竜車は使っていない。今、竜は巣作りや環境に慣れるのに必死でストレスが溜まりやすい時期らしい。

			　本格的に竜車を使うのは、もう少ししてからだ。

			　今回、フェルナンデ辺境伯に会った折には、竜車を今後フェルナンデの屋敷に着陸させる許可をもらえないかも相談するつもりだ。

			「クルト様。街に着けば名残惜しいですが別行動になりますわ」

			「そうだな。ファルノ、交渉をよろしく頼む」

			　ファルノの問いに答える。

			　彼女はエクラバに着き次第、お菓子を包むパッケージの発注を行うために、懇意にしている業者と交渉を行うので別行動だ。

			　デザインを含めての依頼となるので、かなり慎重になる。

			　俺は、実際に提供する二品。

			　ピナルのハチミツケーキと、ベリークッキーの二つをファルノに持たせた。

			　デザインに関してはアルノルトの家紋を使うことを指示しており、あとはファルノに任せた。

			　経営感覚、そして幼い時から一流の美術品に囲まれてきた美的センスを合わせもつ彼女なら、安心して任せられる。

			「それから、クルト様。内装の工事を行う職人さんたちは、昼過ぎに到着する予定ですわ」

			「そっちは俺が対応する」

			　今回は視察だけではなく、内装の工事の指示まで行う。

			　そのために、フェルナンデ辺境伯が腕のいい職人たちを紹介してくれた。

			　そのための準備もある。

			　試食会が終わったあと、店の間取りの資料が送られてきて、それをもとに図面を用意した。

			　店の内装であれば俺の知識でも対応できる。

			　前世では一流の店に勤めていたし、独立のために店を作ろうと考え、そういったことの勉強もしていた。

			　地球の進んだ人間工学に基づいた店づくりができる。

			「ではクルト様、また夜に。ふふっ、お父様の話ではクルト様の料理に刺激を受けたシェフが、ずいぶんと張り切っているらしいですわ」

			「それは楽しみだ。純粋な〝料理〟の腕では、彼のほうが俺より上だよ」

			　俺はあくまでパティシエだ。料理の腕はただの一流の枠に収まる。超一流ではない。

			　前回のパーティで活躍できたのは、圧倒的に進歩した知識をもっていたからだ。

			　超一流の料理人が、俺が見せた知識を取り込んで、どんな料理を振る舞ってくれるかは楽しみだ。

			「ご謙(けん)遜(そん)を。お父様も、クルト様に会えるのを楽しみにしております」

			「この前会ったばかりだろう」

			「お父様は、気に入った人にべったりですからね。あっ、そろそろ、到着です。案内役は……うん、ちゃんと着いておりますね。では私は、このまま業者との打ち合わせに行きますので、クルト様、ご健闘を」

			「ありがとう。そっちは任せるよ」

			「ええ、任されましたわ」

			　そうして、ティナ、クロエと三人で馬車から降りる。

			　案内役が店の前で俺たちに向かって手を振っていた。

			　彼の後ろにある建物を見て度肝を抜かれる。

			「ティナ。正直、かなり驚いている」

			「ずいぶん、立派ですね」

			「というか、クルト、立派すぎない？」

			　試食会のあとに図面をもらっていたので、数字として建物の広さは理解していた。

			　だが、実際に目にすると想像より圧倒的に上だった。

			「こんな一等地に、この広さ……たぶんだけど、この店を売れば孫の代ぐらいまで遊んでくらせるんじゃないかな」

			　そう、与えられた店は、あまりにも良すぎた。

			　数十人は、客をさばけそうだ。

			　エクラバの一等地にこの規模の店なんて、金だけではどうしようもない。高度な政治力が必要となる。

			「きっとフェルナンデ辺境伯は、クルト様に期待されているんですよ」

			「ただの首輪なんじゃない？　絶対に離さないぞって」

			　ティナの言っていることも、クロエの言っていることも正しいだろう。

			　俺に期待しているからこそ任せた部分もあるし、こんなものを渡されると、ファルノとの婚約を断りにくくなる。

			「まあ、もう賽(さい)は投げられた。あとは全力でやるだけだよ」

			　店の規模が大きくなる。それは、いいことばかりではない。

			　広いスペースがあれば、それだけ大量の商品を並べないと格好がつかない。

			　そして、大量の商品を並べた以上、大量の客を呼ばないと経営がなりたたない。

			　そもそも広い店に数人程度しか客がいなければ、妙に寂しくなり、客が入りにくくなる。

			　多くの人手がいるし、経営規模が大きくなった場合、経理も複雑になる。

			　材料の確保だって厳しくなる。

			「それを含めて俺を試しているってわけだな」

			　俺は薄く笑う。

			　さて、どうするべきか。

			　問題は山積みだ。

			　早々に在庫が切れるクルミ油の代替品。市場に安価でクルミが出回っていればいいが、そう都合よくはいかないだろう。出回っていたとしても高価だ。

			　代替品として、オリーブオイルを第一候補に、ハチミツケーキと相性のいい植物油を探す。

			　次に、人手の問題。

			　店の経営を任せられる人間なんて、俺の村にはいない。

			　ファルノならこなせるだろうが、そこまでは任せられない。

			　ティナも候補に入るが、ティナにはすでに過労寸前まで仕事を任せている。

			　俺の領地で、高度な教育を受けており、なおかつ頭の回転の速い人間。該当するのは父ぐらい。父は、今俺の村を含めたすべての領地の統括をしている、そんな余裕はない。

			　一人、脳裏に浮かんだ。

			「ヨルグか」

			　あいつは、頭も物覚えもいい。

			　自分勝手だが、ヨルグが戻ってきてくれたらと考えてしまった。これは、ないものねだりだろう。

			　経理ができる者だけでなく、従業員も当初より増やさないといけない。比較的手が空いている村の女性たちから選抜するつもりだったが、増えた人員をすべて俺の村から出せば、小麦づくりが滞る。

			　そんな考え事をしていると、案内役の男が少し遠慮がちに声をかけてきた。

			　そちらに目を向ける。

			「あなたが、クルト・アルノルト次期准男爵でしょうか？」

			　少し、店に見ほれすぎた。彼をずいぶんと待たせてしまったようだ。

			「そうです。俺がクルト・アルノルトです」

			「お待ちしておりました。私は、コルッタと申します。フェルナンデ辺境伯より案内を頼まれております」

			「ありがとう。では、さっそく内装を見せてもらっていいですか？」

			「ええ、喜んで」

			　俺は男とともに店の中に入る。

			　外側は素晴らしいものだったが、中身はどうだろうか。

			　何か欠陥があれば、それを踏まえて内装や運用を修正する必要がある、注意深く見ていこう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			「すごいですね、これほどまでに完璧な建物は、フェルナンデ辺境伯の屋敷や、レナリール公爵の屋敷ぐらいしか見たことがないです」

			「ええ、エクラバの一流の職人たちが、潤沢な予算をいただき仕上げましたからね」

			「そこまでのものでしたか」

			「もともとは、破産したとある大商会の本店だったのです。立地的にも広さ的にも、凄まじくいい物件だったのですが、何(なに)分(ぶん)価値が高すぎ、なかなか購入できる方がいらっしゃらなくて、先月フェルナンデ辺境伯が購入されたのですよ。そして、買った翌日には徹底的に修繕作業を始められて。終わったのはたしか、三日前です」

			　俺は声を失う。

			　おそらく、これはもともとフェルナンデ辺境伯が管理していたものではなく、彼が俺のために購入したものなのだろう。

			　とんでもない恩を受けてしまったようだ。

			「フェルナンデ辺境伯の依頼なら職人も手を抜けないでしょうね」

			「それはもう、この街で仕事ができなくなりますからね」

			　彼はこの街の支配者だ。

			　それは立場だけではない、実質的にもだ。

			　この街の繁栄は彼の力によるもの。その認識は街の有力者のほとんどが持っている。

			「ありがとうございます。現状は確認できました。あとは、自分の店に合わせた改装ですね。それは職人たちが来てからやろうと思います。その間お茶にしましょう。実は、この店で売るための商品をもってきているんです。ぜひ、味見をお願いしたいのですが」

			「はい、喜んで。あのアルノルトの菓子を食べれるなんて、これは自慢の種になります」

			　この街に住んでいる人間の意見を聞いておきたい。

			　その目的を兼ねてのお茶会を始めた。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　お茶会が終わり、職人たちが来た。

			　彼らに俺が描いた図面を見せ、詳細な説明をしていく。

			　素人の俺の言葉を真(しん)摯(し)に聞いてくれ、職人の目から見た問題点の指摘や、改善点の提案など、非常に参考になった。

			　一部、技術的に不可能なものもあったが、代替案も瞬時に出してもらい、方向性が決まる。

			　完成時期、視察の頻度や日程。それらが次々と決まっていく。

			「たった一か月でできるのか？」

			「おう、任せとけ」

			　その言葉に驚く。かなり大がかりな内装の変更を依頼したので、二か月はかかると思ったが、半分以下でいいと言われてしまった。

			「心配しないでも手は抜かねえよ。早いのはたんに、人数を揃えていいって言われてるからだ。割高になるが、それでもかまわんと、フェルナンデ辺境伯から言われている」

			　心の中のもやもやが大きくなる。

			　一から十まで、全部おんぶにだっこ。

			　この店をもらうこと自体は、レナリール公爵主催の晩餐会の功績と聞いて、納得していた。

			　一歩間違えれば、アルノルト家が取り潰しになるリスクを背負い、その上で大成功させ、貴族社会においてレナリール公爵及び、フェルナンデ辺境伯の発言力が増したのだから、胸を張って褒(ほう)美(び)はもらえる。

			　だが、いくらなんでももらいすぎだ。

			「あとは任せるよ」

			「任せておいてくだせえ。にしても、驚きましたぜ。最近、大活躍のアルノルト家の神童さんは、こっちの知識まであるとはな」

			「専門家には、ぜんぜんかなわないよ」

			「まあ、技術面ではそうだな。だが、面白い図面だよ。こんな考え方があるとは。たしかに客のことを考えるならこうだ。今後の参考にさせてもらうぜ」

			　料理人もそうだが、この人たちも新しいものに貪欲だ。

			　俺が少し道を示しただけで、新しい知識を吸収していく。

			　そうして、内装の指示が終わった。

			　職人と別れた後、ファルノと合流し、フェルナンデの屋敷に向かった。

			　フェルナンデ辺境伯も夕食に同席してくれるらしい。

			　せっかくなので、いろいろと腹を割って話をしよう。

			　菓子職人(パテイシエ)なりのやり方で。

		

	
		
			第４話　貴族として必要なもの

			　

			　エクラバの店を視察、内装工事の指示が終わったあと、フェルナンデ辺境伯の屋敷に着き、湯あみをして身を清め正装に着替えた。

			　今は今日泊まる客室でティナやクロエと共に雑談していた。

			　これから食事会がある。貴族同士の席に使用人は同席できないので、ティナとクロエとは別行動になる。

			「クロエ、クルト様がいないところでもお行儀よくしてくださいね」

			「わかってるよ、ティナ。いいなー、クルトはわたしたちより美味しいもの食べるんでしょ」

			　クロエが若干不満そうになる。

			　食いしん坊な彼女のことだ。ご馳走を食べてみたいのだろう。

			「別に来てもいいが、死ぬほど息苦しいぞ。マナーにもめちゃくちゃうるさいしな。発言一つにもいちいち政治的なものが絡む」

			「うっ、そんなのでご飯が美味しいわけないじゃん。じゃあ、ティナと一緒でいいよ」

			　俺は苦笑する。

			　クロエのことはティナに任せればいいだろう。

			　フェルナンデ辺境伯とファルノの気づかいで、普通の使用人よりもずっといい歓(かん)待(たい)をしてくれるだろう。

			「じゃあ、俺は行くよ。また、あとでね」

			「あっ、そういえば、クルト様は湯あみのあと一時間ほど外出されていましたが、何か用事があったんですか？」

			「ちょっとしたいたずらをね」

			　実は、レナリール公爵家の一件で俺のサポートについてくれた料理人を訪ねていた。

			　彼は俺の来訪を喜び、快く願いを聞き届けてくれたのだ。

			　その時、調理場を貸してもらい、ちょっとしたいたずらを用意したのだ。

			　やはり俺は菓子職人(パテイシエ)。言葉よりもお菓子のほうが的確に思いを伝えられる。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　食卓につく。冗談のように長い机に、品がいい調度品の数々。

			　そこにはすでにファルノがいた。フェルナンデ辺境伯はまだのようだ。

			　村では、農作業などにも協力するために動きやすい服装をしていることも多いが、今は豪華でふわふわなドレスを身にまとっている。

			「やっぱり、ファルノはそうやって着飾るほうが可愛いね。初めて見るリップの色だ。新鮮で可愛いよ」

			「ふふ、クルト様ったらお上手ですね。このリップ、街で見つけた新作で、ぜひ試してくれと頂いたのですが、気に入ってもらえてうれしいですわ」

			　ファルノは頬を染める。

			　彼女の唇には淡いピンクのリップ。自然な感じで赤いものより俺は好きだ。

			　ファルノと談笑しているとフェルナンデ辺境伯が現れた。

			「クルトくん、待たせてすまないね。なかなか時間が取れなくて」

			「いえ、お気になさらないでください。フェルナンデ辺境伯がご多忙なのは理解しているつもりです」

			「そう言ってもらえると助かるよ。では、早速食事にしよう。うちのシェフが、クルトくんに食べてもらえると張り切っていたよ。クルトくんにいい影響を受けて、一段と腕があがった。最近ではいっそう食事が楽しみになったよ」

			　フェルナンデ辺境伯は、にやりと笑う。

			　それに笑い返すと食事が運ばれてきた。

			　最初は空豆のスープ。鮮やかな緑色に、クリームの白が映(は)える。

			　一口食べて驚いた。

			　なるほど、そういうことか。

			　俺は感想を言う。

			「バターを抑えて、空豆の清々しさを前面に出す。スープのベースは牛の骨、それも身を限界まで削り落とした純粋な旨みだから、空豆の清々しさを邪魔しない。いい仕事です」

			　この世界にありがちな、バターをこれでもかと使い、旨い部位をたっぷり使えば旨くなるという妄信。料理は足し算という発想からは絶対に生まれない一皿。

			「クルトくんの料理を知る前の彼なら、絶対に作れない料理だったよ。君が彼を育てたんだ」

			　俺は微笑み返す。

			「あの短期間で、俺の料理の考え方に気付き、自分で実現できるのは料理人の腕です。彼は素晴らしい料理人ですよ」

			　これなら次の料理も楽しめそうだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　そこからの料理も、シェフの創意工夫、熱意が伝わってくる素晴らしいものばかりだった。

			　俺はその料理の一つ一つを堪能させてもらった。

			　とくに、子羊の肉を使ったメインディッシュのソテーは、ティナたちにも食べさせたいと思えるできだ。

			　メインディッシュを食べ終わったころ、俺は口を開く。

			「フェルナンデ辺境伯、本日手配していただいた店を見せていただきました」

			「ほう、どうだった。喜んでもらえたなら苦労した甲斐があるんだけどね」

			「素晴らしい。その一言につきます」

			「それは良かった」

			「ただ、素晴らしすぎます」

			　俺がそう言った瞬間、フェルナンデ辺境伯の目が細くなる。

			「それはどういう意味かな？」

			「エクラバに店を用意するのは、私の領地での先端技術に対する礼、先日のあなたの使用人が盗賊と組んで私を襲ったことに対する謝罪。そして、今回のレナリール公爵の件に対する報酬、その三つに対するものだと考えております」

			「その通りだね。君から受けた恩に報いるため。そして、多大な迷惑をかけてしまった謝罪として用意させてもらったものだよ」

			　その認識は合っている。

			　だとすれば……。

			「ですが、これでは度がすぎています。まるで施しです。働きに対する報酬ではなく、それを建前にした援助。そう私は感じました」

			　フェルナンデ辺境伯は、ついに声をあげて笑った。

			「ふふ、さすがはクルトくんだね。舞い上がるだけでなく、ちゃんと気付いた。そして、それを不興を買うのを承知で直接口に出すのだから。それで、君はどうしたい？　せっかくの店を手放すのかい？」

			「いえ、それはありえません。もう、引き返せないところまで来ました。ここで返してしまえば、とんでもない迷惑をかけるでしょう」

			「それなら、黙って、ありがとうとだけ言っておくべきだと思うがね」

			「それも、俺のプライドが許せません。俺は俺の力で上に行くつもりです。今回かかった費用を教えてください。今すぐには返せませんが、時間をかけて返します」

			　ファルノが、俺とフェルナンデ辺境伯の顔を交互に見て、あたふたとし始める。
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			「なるほど、君の考えはよくわかったよ。君は施しを受けたのが気に入らない。とはいえ、僕のメンツを潰すわけにもいかないから、すぎた施しは時間をかけて返すというわけかな？」

			「ええ、その通りです」

			　フェルナンデ辺境伯はやれやれと首を振る。

			　そして深く息を吐いた。

			「君は大きな勘違いをしている。まず、第一にこれは施しではない」

			「こんな過度な報酬が、施し以外のなんだと」

			「投資だよ。我がフェルナンデ領がより発展していくためのね。君は自分のことを過小評価しすぎだ。君のお菓子は、素晴らしく美味しい。レナリール公爵の食事会で披露したインペリアル・トルテ。あれを食べた貴族たちは、もうそれだけしか考えられなくなっている」

			　フェルナンデ辺境伯が指を鳴らす。

			　すると、使用人が現れ、大きな箱をもってきて、机の上にひっくり返した。

			　無数の手紙が机の上に溢れる。

			「さて、この手紙の山はなんだと思う？」

			「わかりかねます」

			「嘆願書だよ。大の大人が、それも名だたる貴族たちが、大貴族も含めて君のお菓子をまた食べたいと、辺境伯たる私にこれだけの手紙を送ってきている。私に直接手紙を送れる立場にない者は、私の寄子の低位の貴族に手紙を送っている。それを合わせると、嘆願書の数はもっとになるかな。喜べ、クルトくん、この国の貴族はみんな君のお菓子に夢中だ」

			　フェルナンデ辺境伯は大げさな口ぶりで、俺のお菓子を褒(ほ)める。

			「だからと言って」

			「だからと言ってなんだね？　君のお菓子の価値は証明された。そして、レナリール公爵公認という最高の看板がある。君がエクラバに店を開けば、この街だけじゃない、国中から、貴族や大商人が山ほど来るだろう。間違いない。いや、他国からだって押し寄せるだろう。それがどれだけの経済効果を生むか、想像できるかね？　その金の卵を生む鶏にせまい鳥小屋を与えろと？　もう一度言おう、君に最高の環境を与えるのは、エクラバのための投資だ。すぐに回収できる」

			　まったく反論ができない。

			　そういう視点が持てていなかった。

			「まだある。君にはもっと、早く上にあがってもらいたい。それは、私の貴族としての立場の話だ。寄子の活躍は私の権力向上に繋がる、ましてや君はファルノの婚約者。君の成功は私の成功なのだよ。君は自分の力で上にあがると言った。その気概は実にあっぱれだ。だがね、私は私のために、それを後押しする必要がある」

			「そんな勝手な」

			「貴族とは勝手なものだよ。自領の発展のために行うことを、君にとやかく言われる筋合いはない。たとえ、君の行動にかかわることでもね。それが嫌なのであれば、一切の支援を拒絶すればいい。私は平然とこう言える。今後エクラバでの商業活動の一切を禁止する。そして、君の街に生活必需品を売りに行っている行商人に対する妨害も行える」

			「……それは脅しですか？」

			「やるつもりはないよ。そういうことができるとだけ認識してほしい。クルトくんは活躍しすぎた。もう君だけの意思では動けない。私がこうして君の背中を押しているが、君の足を必死に引っ張ろうとしている連中もうようよいる。彼らは最悪だね。損得じゃなくて、僻(ひが)み……感情で動く。そういう彼らから私は君を守っている。そのことに君は気付いてすらいない」

			「そんなことまで」

			「ないとでも思ったかい？　クルト・アルノルト男爵」

			　俺は完全に言葉を失った。

			　今、フェルナンデ辺境伯はなんて呼んだ？

			「クルト・アルノルト男爵？」

			「そう呼んだ。君は、前回の功績があって、レナリール公爵が強く推薦した。つい先日、男爵の爵位が与えられることが決まった。来月には式がある。準備しておいてくれ」

			　男爵になる。それはアルノルトの悲願だった。

			　准男爵と男爵の間には、深い隔たりがある。

			　准男爵は、いわばなんちゃって貴族にすぎず、男爵からが本当の貴族と言われている。

			「レナリール公爵が……いえ、そうなるように動くとはレナリール公爵自身がおっしゃっておりましたが、こんなにも早くとは」

			　それだけ貴族が爵位をあげるのは難しい。

			　早くても数年後だと予測していた。

			「十分ありえたことだ。……クルトくん、私は一つ勘違いしていた。君の領地を治める手腕は一流だ。料理、菓子作りの腕は超一流、槍の腕も超一流。加えて深く専門的な農業知識を持ち、さまざまな分野に対する誰にもない発想がある。商才もある。理想的な領主だよ。そこは間違いない」

			　続く言葉が予測できた。

			「だけどね、君は貴族としてはまだまだ半人前だ。自分の領地しか見えていない。大局観がまるでないんだ。それは、仕方がないことかもしれない。なにせ、今までほとんど貴族社会とかかわりなく暮らしてきたのだから。とはいえ、男爵になった以上、自分の領地の外にも目を向けないといけない。でなければ、食い物にされて破滅するよ？」

			　それと似た言葉は、レナリール公爵家でも四大公爵の一人、いかめしい顔をした老人、オルトレップ公爵にも忠告されている。

			　気を付けていたつもりだったが、まだまだ甘かったらしい。

			「たしかに、その視点は足りませんでした。ですが、私にも私の考えがあります。言葉だけでは足りませんので、私のお菓子を食べながら、話を聞いてもらえないでしょうか」

			　フェルナンデ辺境伯の言葉は正しい。

			　だが、別の正しさも存在する。

			　湯あみのあと部屋を抜け出した一時間で、シェフに相談してデザートを作らせてもらった。

			　そのデザートが運ばれてくる。

			　俺の考えを、一皿に込めた。

			　俺の信念をこのお菓子と共に味わってもらおう。

			　フェルナンデとアルノルト、二つがより大きく発展していくために。

		

	
		
			第５話　美味しいカスタード・プティングを作るには？

			　

			　俺が今日のデザートとして作ったのは……カスタード・プティングだ。

			　プリンと言ったほうがなじみ深いだろう。

			　それも温かいもの。

			　日本では、プリンと言えば冷たいプリンだが、海外では温かいプリンが主流だ。

			　個人的には温かいほうが卵の旨みがよく味わえるし、滑らかさが増してうまいと考えている。

			「ふむ、クルトくん。これは初めて見るお菓子だ。鮮やかな黄色で食欲をそそる。それに香りがいい」

			「ぷるぷる震えて面白いですわね。卵のいい香りがします。それだけじゃないですわ。ラム酒と、ハーブの匂い」

			　二人が興味深そうに俺の作ったプリンを見つめる。

			「これは、カスタード・プティングというお菓子です。ぜひ食べてください」

			　カスタード・プティングの作り方は簡単だ。

			　まずはカラメルソースを作る。本来なら、砂糖を焦がすだけだが、そこにラム酒を加えて味に深みを与える。

			　カラメルソースにいくつかのハーブを加え、型に流し込んでおく。

			　そこに、卵と砂糖を混ぜ合わせたもの、さらに牛乳と生クリームを加える。

			　ここで大事なのは卵の卵黄と卵白のバランスだ。

			　卵黄だけではくどくなり、かと言って全卵を使うと、物足りない。

			　今回は卵黄五つ分、卵白二つ半にした。

			　このバランスは卵の味によって変わる。熟練の腕前が必要だ。

			　隠し味としてごく少量のレモン果汁を加えている。香りづけと味をすっきりさせるためだ。

			　あとはよく混ぜ合わせ、何度も濾(こ)して滑らかにする。

			　最後にオーブンで焼くだけ。

			　火の通し方には気を遣う。

			　最高の一瞬を見逃せば、滑らかさを失ってしまう。

			　プティングは極めて単純なお菓子だが、それゆえにパティシエの力量がよくわかる。

			　卵の配分、生クリームの出来、火の加減、どれか一つにわずかなミスがあれば台無しになる。

			　最高級のデザートになるか、雑な駄菓子になるかは紙一重だ。

			　日本でも、あれだけ簡単な材料かつ単純な工程で作れるにもかかわらず、プリンの名店と呼ばれる店が少ないのはそこに理由がある。

			　超一流の腕前がないと完璧なプリンは到底作れない。菓子職人(パテイシエ)の腕前が丸裸になってしまうお菓子だ。

			　俺の店でもカスタード・プティングを出していたが、他の人間に任せる気にはなれなかった。全工程を俺が作る。

			　今回は、型をひっくり返して取り出したプティングを、カットして提供した。

			　デコレーションは皿のふちにもった生クリームだけ。

			　甘さを控えめにしている分、物足りなければその生クリームで各自調整できるようにした。

			「なんて、優しい甘さなんだ。ほっとする」

			「ええ、とろけそう。なんでしょう。こんな食感初めてです。とろふわと言えばいいんでしょうか？　どうして、こんなに夢中になっちゃうのかしら、素敵、毎日でも食べたいですわ」

			「これは、クルトくんでなければ作れないだろうね」

			「はい、そういうお菓子です。俺でなければ、これほどのカスタード・プティングは作れないでしょう」

			　プティングを形だけ真似るなら、誰でもできるだろう。

			　だが、超一流のプティングを作るには超一流の腕が必要だ。

			「このお菓子が俺の返事です」

			「ほう、それはどういう意味かね？」

			　カスタード・プティングをすべて食べ終わったフェルナンデ辺境伯は鋭い眼光を俺に向ける。

			「このカスタード・プティングというお菓子は卵と牛乳と砂糖。それさえあれば作れてしまえます」

			「ほう、これほど素晴らしいお菓子がそれだけでできるのか」

			「ええ、今回はより高級感を増すためにラム酒とスパイス、レモン果汁を加えていますが、それはおまけです。あくまで、卵と牛乳と砂糖が主役の質素なお菓子です。では、もう一皿」

			　俺の合図で、プティングがもう一皿運ばれてくる。

			　見た目は一緒だ。……見る者が見れば、若干硬く、色が濃いことがわかるだろう。

			「ほう、うれしいね。一切れじゃ足りなかったんだ」

			「私も、おかわりがほしかったところです！」

			　そうして、喜び新たに運ばれてきたプティングを二人が口にする。

			　そして、表情をゆがめる。

			「どうですか？　美味しいですか」

			「たしかに、美味しい、美味しいのだが」

			「さきほどのものより、ずっと味が落ちますわ。食感も、滑らかさがないのです」

			「そうでしょうね。これは別のかたに俺が作ったものと同じレシピを渡して作ってもらったものです」

			　一口食べてわかった。

			　これは卵黄の主張が強すぎる。卵の配合に失敗した。加えて生クリームの滑らかさが不十分。さらに言えば、火も通しすぎて硬くなっている。

			　どれもこれも、ほんのわずかなミス。

			　だが、それが最高級のデザートをただの駄菓子へと貶(おとし)めた。

			「フェルナンデ辺境伯、二番目に出したお菓子もきちんとカスタード・プティングにはなっております。一応美味しくもある」

			「クルトくん、君は何が言いたい？」

			　フェルナンデ辺境伯は俺に真意を問いただす。

			「貴族としてのふるまいも一緒だと私は考えているのです。たしかに材料とレシピさえあれば形にできる。だけど、出来上がるものは見た目だけで中身が伴わない。卵と、牛乳と、砂糖しか使わないお菓子ですらこれだ。もし、これが貴族としてのふるまいならどうなるでしょうか？　俺が最初に出したプティング、あれほどのものを作れたのは、一つ一つ知識と経験を積み重ねた結果です。最初から、材料とレシピを渡されただけでは作れなかった。俺は、アルノルトの後継者として、こんな中途半端なプティングを作りたくない。最高のプティングを作りたいと考えています」

			　フェルナンデ辺境伯は、俺の顔を真っ直ぐ見つめる。

			　そして、笑った。

			「まったく、クルトくんは、本当に口がたつ。ただの屁理屈なのに、こんなものを食べさせられれば、君の考えを頭ごなしに否定できないじゃないか。よし、いいだろう。君は、貴族として少しずつ経験を積んでいくがいい。私も急ぎすぎた。今後は無理に君を持ち上げたりしない。ただし、今、君に与えた店、男爵への任命、それらはきっちりと受け取ってもらうよ」

			「ええ、それはもちろん。精一杯、最高のプティングを作れるように、今から必死にあがきましょう」

			　それは、俺の意地だ。気に食わないからと言ってないがしろにはしない。

			　時間がないのなら、短時間で足りない分を埋め合わせ最高の調理をしてみせる。

			「ふむ。まったく、君を見ているとひやひやする。私ですらこれだ。ファルノ、おまえはどうだ。彼についていけるか？　婚約者として気が気ではないかね？」

			「何を不安に思うのでしょうか。クルト様ほど、己の芯をもっているかたはいらっしゃいません。なにより、その信念を行動として体現できる素晴らしいかたです。クルト様はやがて、お父様すら、超えます。その隣にいられる幸運を噛みしめる毎日ですわ」

			　ファルノは俺を買いかぶりすぎだ。

			　だが、その言葉を否定しない。

			　信じてくれるなら、やってみたいとすら思う。

			「ちなみに、このカスタード・プティングというお菓子は君の店で食べられるのかい？」

			「一応はそのつもりです。とはいえ、数量限定です。常に在庫を持つわけではなく、一日に二度だけ作り、なくなれば終わりとします。なにせ、日持ちがしないうえに、崩れやすい。……なにより作れるのが私だけですので」

			　プティングは原価が安く利益率が高いのでぜひ数をさばきたい商品だが、冷蔵設備がないこの時代では大量に作り置けないという欠点がある。

			「ほう、なら私も使用人に買いに行かせよう。また食べたいと思ってしまった」

			「ええ、お待ちしておりますよ」

			　俺はにっこりと微笑む。

			　そのあとは、世間話に終始した。

			　いや、世間話を兼ねた、貴族情勢の俺への説明だ。

			　フェルナンデ辺境伯の俺への気遣いが伝わってくる。

			　彼は俺の意をくんで少しずつ、貴族として成長させてくれるつもりだ。

			　ここまでよくしてもらっている。いつか恩返ししたい。そう考えながら夜が更けていった。

			　彼に報いるために、まずはエクラバの店を成功させよう。

		

	
		
			第６話　最高の油を求めて

			　

			　フェルナンデの屋敷に一泊し、次の日は早朝からエクラバで開店する店に出向き内装を担当する職人たちと打ち合わせを実施した。

			　二度目の打ち合わせでは、一度目に決めた方針をもとに詳細を煮詰めていく。意識合わせは完璧に行われたので今から職人たちは作業に入る。

			　これで、あとは職人に任せていれば俺の店が完成する。

			　職人たちと話し、二週間後に一度途中経過を見て、完成直前にもう一度チェックするように話をつけた。

			　職人たちと話し終わったあとは、市場に出た。

			　在庫が残り少ないクルミ油の代わりになる油を探すためだ。

			「クルト様、良さそうな油が見つかりましたか？」

			　ティナがにぎやかな市場の様子に少し緊張しながらも好奇心を抑えきれずにきょろきょろと周りを見渡していた。キツネ耳をぴくぴくさせていて可愛らしい。

			「ちょっときついね。オリーブオイルには期待していたんだけど」

			「クルト、オリーブオイルは売ってたじゃん」

			　エルフのクロエも一緒だ。

			　クロエのほうは、食べ物の匂いに鼻をひくひくさせていた。

			「売っているんだけど、高すぎるし質も悪い」

			　どうやら、オリーブの生産地がかなり遠いらしく、輸送にかかる金と途中の関税でかなり値段があがっている。

			　なおかつ、一級品は産地の近くで消費されてしまうらしく、エクラバに届くのは二級品。

			　値段的にも品質的にも、とてもじゃないがお菓子には使えない。

			「へえ、難しいんだね。そういえば、精霊の里だとパプルの種の油をみんな使っているよ」

			「……それがあったか。ありがとうクロエ。すっかり失念していた」

			「いや、お菓子に使うのは無理だって。ものすごくたくさんの種を使って、ちょっとの油ができるだけだよ？　クルトの村のパプルだけじゃとても」

			「使うのはパプルじゃない。ぶどうの種だ。それなら安く大量に買えるかもしれない。それに、わざわざ自分たちで作らなくてもワイン工房が作って売っているかも」

			　パプルというのは、ぶどうに似た果物だ。精霊の里では、その種子を絞って油をとっているようだ。

			　俺は同じようにぶどうの種子の油が使えないかとひらめいた。

			　この大陸ではワインの生産が活発だ。

			　それも、白ワインの人気が高い。

			　赤ワインは、ぶどうの皮や種も全部使ってぶどうすべての旨みを抽出するが、白ワインのほうは皮と種は取り除くことで、すっきりとした味わいを目指す。

			　つまるところ、ぶどうの種が必然的に余る。

			　それを使ったオイルなら、比較的安いはずだし、ワイン用に作ったぶどうは質もいいはず。

			　さらに言えば、このエクラバは有名なワインの産地の一つ、大規模なぶどう園がいくつかある。

			「ぶどうの油……グレープシードオイルなら、お菓子との相性もいいし、味もいい。よし、探そう」

			　俺は、油を取り扱っている店に、かたっぱしからぶどうの種から作ったオイルがないかを聞いて回った。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			「まさか、一切ないとはな」

			「クルト様、そう気を落とさないでください。たしかに、ぶどうの種の油なんて私も初めて聞きましたからね。なくても不思議じゃないです」

			「もったいないね、ぶどうってパプルみたいな果物だよね？　いい油がとれるのに」

			　完全にから回った。

			　市場のどこにもぶどうの種の油はなかった。

			　ぶどうの種で油をとるという文化がそもそもないようだ。

			　この街での主流は、ゴマのような穀物で作った油。

			　値段は許容範囲だが、お菓子に使うには、臭いし、くどくなりすぎて好ましくない。

			　こうなれば……。

			「もう、意地だな。ファルノに頼んで白ワイン工房を紹介してもらおう。それで捨てるぶどうの種を売ってもらえないか聞いてみる」

			「もしかしてクルト様。自分たちで作る気ですか？」

			「そうだ。ワイン工房にとってはゴミだから安く買えるだろうし、自分たちで作れば儲けもでかい。もともとうちの村もほかの街から油を買ってるし、その分も減らせるだろう」

			　口に出してみればいい考えに思えてきた。

			　なにせ、白ワイン工房からすればぶどうの種はゴミだ。それを油にして再利用。非常にエコかつ、コストパフォーマンスがいい。

			「クルトってすごいね。お菓子のためならなんでもしそう」

			「俺は菓子職人(パテイシエ)だからね。美味しいお菓子のためなら命をかけるよ。善は急げだ。さっそく屋敷に戻ってファルノに頼もう」

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　フェルナンデの屋敷に戻り、ファルノに話をすると二つ返事でワイン工房への紹介を了承してもらった。

			　フェルナンデが懇意にしているワイン工房があるみたいだ。フェルナンデ辺境伯が気に入るだけあって、最高のぶどうを使っているらしい。

			　自前のぶどう園で育てたぶどうのみを使っているのも評価が高い。

			　この街の郊外に大きな工房があり、フェルナンデ家ゆかりの者ならということで、今日中に話ができるようになった。

			「ファルノ、ありがとう」

			「クルト様の力になれてうれしいですわ。私は別件があって離れられませんが、がんばってきてください」

			「もちろん、がんばってくるよ」

			　最高の油を手に入れるために。

			　さあ、交渉だ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　馬車に揺られ、ワイン工房に来た。アルノルト本家よりも二回り大きい石造りの家。

			　エクラバに流通するワインの三分の一をここで作っている。大量のぶどうの種があるのは間違いない。

			　馬車が到着すると、何人かの男たちが出迎えてきた。

			　体に染み付いたぶどうの匂いで年季の深さがうかがえる。

			「突然の訪問となり申し訳ございません」

			「いえ、フェルナンデ辺境伯は大事なお得意様ですからね。フェルナンデ辺境伯のおかげでうちのワインがこの街の外でも売れるようになりました」

			　フェルナンデ辺境伯はさすがだ。

			　こういう何気ないところから、彼の功績が見えてくる。

			「本日は相談したいことがあり、まいりました。私はクルト・アルノルトと申します」

			「これはご丁寧に、私はグルナルナ工房の代表。グルナルナです。ここではなんですから、なかに入ってください」

			「お言葉に甘えます」

			　そうして、ワイン工房内の来客室に招かれた。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			「弱発酵させたぶどう果汁です。ほんのわずかにアルコールが含まれておりますが、この程度なら交渉に支障はないでしょう？　うちの酒の良さをまずは知ってください」

			「では、ご相伴にあずかります」

			　三人で席につくなり、飲み物を提供された。

			　いいぶどうの香りが漂ってくる。

			　一口飲んでみる。

			　若いゆえに、新鮮な旨みが口いっぱいに広がる。甘さもまだ残っている。

			　ああ、これはいい。フェルナンデ辺境伯が気に入るわけだ。

			「いいぶどうですね。甘味と酸味のバランスが心地いい」

			「でしょう。うちのぶどう畑は、この街、いや、この国一ですよ」

			　俺はにやりと笑う。

			　彼には自分の育てたものへの愛情がある。そういう男は信用できる。

			「では、さっそく用件を伝えさせてください。白ワインを作る時に余るぶどうの種を売ってほしい」

			「ぶどうの種ですか？　捨てるだけのものですよ。そんなもの買ってどうするんですか？」

			「お菓子の材料にする。エクラバに店を開くことになりまして、その材料にぶどうの種が必要なんです」

			　そう聞いた瞬間、グルナルナは思案顔になった。

			　何かを思い出そうとしているようだ。

			「ぶどうの種なんかを？　ちょっと待ってください、たしかあなたは、アルノルトと、アルノルト、お菓子、エクラバに店……。まさか、あなたは、あのクルト・アルノルト様ですか!?」

			「どのクルト・アルノルトかは知りませんが、エクラバに店を開くクルト・アルノルトですよ」

			「これは、これは、失礼しました。あのアルノルト様がうちのぶどうを使ってくださるなら、いくらでも持っていってください。売るなんてとんでもないです」

			　すごい勢いで頭を下げられる。逆に申し訳ない。

			「そういうわけにはいきませんよ。きちんとお金を払います」

			「いえいえ、とんでもない。ただ、グルナルナ工房のぶどうを使ったと、そう言ってもらえれば、それだけで十分ですよ。うちとしては、捨てるぶどうの種で最高の宣伝ができる。……なら、こうしましょう。皮と一緒に捨てる種を仕分けるのに必要な人手、そこにかかった金額だけ請求させてください」

			「私どもとしては非常に喜ばしいですが、それでかまわないのでしょうか？」

			「ええ、ぜひ。量は、どれぐらい？」

			「ここで出た種全部です。できれば天日干しもお願いしたい」

			「わかりました。では契約書を用意しますね。くれぐれも、グルナルナ工房のぶどうを使ったと宣伝することは忘れないでください」

			「ええ、約束します」

			　俺は契約書を読み、不利な項目がないかをチェックしてサインする。

			　そして、後日竜車で種を取りにくると伝えた。

			　竜車には驚かれたが、着陸場所の指定をしてもらい、初回以降は一週間に一回取りにくる約束となった。

			　なにはともあれ、これで契約成立だ。

			　クルミ油の問題は解決のめどが立った、ほとんどただ同然で油が作れるのはうれしい誤算だ。

			　無事種を引き取れれば、さっそくグレープシードオイルを作ってみよう。

			　地球でも最高級のオイルの一つだ。

			　うまくいけば、今までのクルミ油を使ったお菓子よりも美味しくできるだろう。

		

	
		
			第７話　グレープシードオイル作り

			　

			　エクラバで開く店の視察を終えた俺は、無事自分の村に戻ってきた。

			　油の調達も目途がつき、エクラバでの目的はすべて果たすことができた。

			　ここ数日は、店を開くための事務処理を領地経営の合間に行っている。

			　エクラバでは思いもよらないことを聞かされた、それは男爵への任命。

			　こんな形で、アルノルトの悲願が叶うとは思っていなかった。

			　准男爵は仮(かり)初(そめ)の貴族でしかなく、男爵となって本物の貴族になることはアルノルトが初代からずっと願っていたことだ。

			　任命式も時期を調整中で、早ければ来月にでも実施されるそうだ。

			「クルト様、素敵なお店になりそうですね」

			「うん、素敵すぎていろいろと大変だけどね」

			　俺は苦笑する。

			　正直、あの店は身の丈に合っていない。広すぎるし立地が良すぎる。よほどがんばらなければもてあましてしまうだろう。

			　それでも、チャンスであることは間違いない。

			　三週間後に内装の工事が完了する。その後、一週間かけて店員の教育を行い一か月後に開店するという予定を立てる。

			　そして、そのためには人の調整はもちろん、売るだけの大量の材料が必要だ。

			　小麦のほうは、納税予定だったものすべてが、レナリール公爵からの褒(ほう)美(び)で免除されたので、それを割り当てる。

			　卵は不足分を購入する。ハチミツは増産が追いついている。

			　そして購入するには高すぎ、自前での生産量が少なすぎた油。

			　それを手に入れるための交渉もしっかりとやってきた。そして、その成果が……。

			「クルト様、約束のものが届きましたよ」

			　来客は、竜車の御者を務めている男たちだった。

			　彼らに、エクラバ郊外にあるワイン工房に行ってもらっていたのだ。

			　目的はもちろん、油の原料の調達。

			「ありがとう、裏の倉庫に運んでおいてくれ」

			「かしこまりました。では、ご指示の通りに。それにしてもおどろきですね。ぶどうの種で、油が作れるなんて」

			「うまくいくかは、やってみないとわからないけどね」

			　俺が作る油の原料は、白ワインを作る時に取り除いたぶどうの種。

			　俺はこれで、グレープシードオイルを作る。

			　非常に良質な油で、地球では高級菓子に使われていた。

			　化粧品としての評価も非常に高い。

			　捨てるはずだったぶどうの種が材料なので、原価も割安。

			　さあ、早速グレープシードオイルを作ってみよう。

			　作り方は非常に簡単だ。おそらく失敗することはないだろう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　書類仕事が一通り片付いたので、午後から倉庫に向かう。

			　そこには、天日干しにされ乾燥したぶどうの種がぎっしり詰まった麻袋がいくつも重ねられていた。

			　いつの間にか、ティナだけではなくエルフのクロエもやってきていた。

			「クルト様、今から油を作るんですね」

			「そうだね。無事成功することを祈ってるよ」

			「まあ、大丈夫でしょ。精霊の里でもパプルから油作ってるし、できないわけないよ」

			　俺は小さく笑う。

			　クロエの言葉は心強い。

			　俺も深い知識があるわけではないので、彼女の精霊の里での経験が役に立つかもしれない。

			「どうやって油を作るんですか？」

			「すごく簡単なんだ。ぶどうの種を干して乾かして、あとは潰して油をこしとるだけだよ」

			　そのために、俺の土属性の魔術で簡単な道具を作ってある。

			　ひきうすのようなもので、中央に乾燥させたぶどう種の注ぎ口があり、さらに中で傾いており、油が自動的に一か所にたまるように傾斜ができている。集まる先はガラス瓶になっていて、どれだけ油が溜まったか見ることができた。

			　ぶどうの種子は意外にオイリーで、種の一〇％は油だ。干すことで水分は飛んでおり、潰すと純粋な油が出てくる。

			　このひきうすに種を入れて、くるくる回すと種が潰されて油がにじみ出てくるはずだ。

			「さて、さっそくやってみようか。俺がうすを回すから、ティナはどんどん種を注いでくれ」

			「はい、やってみます！　クルト様」

			　そして、油づくりが始まった。

			　最初は少しずつ種を注ぐ。

			　俺が取っ手を回すと、種がごりごりと潰れていく。ほんの少しずつ油がにじみ、傾斜によってにじんだ油が一か所に集まっていく。

			「うまくいきそうだね」

			「はい、ちょっとずつですが油が溜まっていってます」

			「ティナ、もう少し種を入れるペースを速くしてくれ」

			「これぐらいですか？」

			「もう少しかな」

			「これならどうですか？」

			「うん、ちょうどいい」
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			　油が溜まるペースがあがる。

			　そして、ただもくもくと乾燥したぶどうの種を潰していく。

			　三十分もしたころ、ガラス瓶が油でいっぱいになったので一度作業を止める。

			「ふう、油はちゃんととれるな」

			　ガラス瓶を傾けると、油特有の粘りがあった。

			「きれいな油ですね。すごく鮮やかな緑色で」

			「香りもいいよ。たしかめてみるか？」

			　俺がガラス瓶を渡すと、ティナは笑顔で受け取る。

			「うわぁ、甘酸っぱい爽(さわ)やかな香り」

			「あっ、わたしも試してみたい。うん、いい香り」

			　原料がぶどうなだけあって、とても爽(さわ)やかで清涼な香りだ。

			　地球でも、グレープシードオイルは高級品としてもてはやされている。

			　それを使ったお菓子、まずいはずがない。

			「あとで、これを使ってピナルのハチミツケーキの味がどう変わるか試してみよう」

			「素敵です、クルト様！」

			「クルミ油も美味しかったけど、また違った美味しさになるのかな？　クルト、わたしも楽しみだよ」

			　二人とも興味津々といった様子だ。

			　とはいえ……。

			「ただ、結構疲れるし時間がかかるね。作業的にはすごく簡単だから、ヨハンたちに任せちゃおう。今度水車でも作ってみようかな」

			　この作業ならヨハンたちでも十分にできるだろう。

			　少し力がいるが交代しながら行えば問題ない。

			　将来的には、水車を作って自動化したいところだ。

			「水車ってなんですか？」

			「こう、水の力で歯車を回すんだよ。その歯車で石臼をくるくる回す。そうすると、水が流れている限り勝手に油を搾ってくれる」

			「それはいいです！　すごく楽そう」

			「ただ、それを作る工事が大変でね。俺の村にはそんなものを作る余裕がないから、街から職人を呼ばないといけない。そうするとお金がかかる。お店が軌道に乗って、お金がたくさんできるようになったら、そうしよう」

			「それがいいです」

			　ティナが微笑んでくれる。

			　やっぱり人材不足は深刻だな。人手が純粋に足りない。

			　ヨハンたちを引き取ることでいったん止めた人材募集を再開する必要があるかもしれない。

			「まずは、今日作れるだけ油を作ろう。ティナ、クロエ、もうひと踏ん張りだ」

			「任せてください、クルト様」

			「あっ、クルト、そのくるくる回すの代わるよ。わたしも力には自信があるんだ」

			　そうして、今日は一日中油づくりを続けた。

			　そのおかげで、たっぷりと油がとれた。

			　次々に、ぶどうの種が送られてくる。

			　もし、油が余るぐらいになったら、お菓子に使うだけじゃなくて売ろう。

			　グレープシードオイルは高品質な油だ。きっと高値で売れるだろう。

		

	
		
			第８話　お菓子を作るだけじゃ足りない！

			　

			　あっと言う間に一日、一日が過ぎていく。

			　二週間経った時点で内装工事の進捗を確認したが、素晴らしい出来だった。俺の図面通りに進んでいて、手抜きはない。

			　想像以上の出来だといっていい。

			　そして、村の女性から店員に六名を見繕(つくろ)った。ただ、その人数だけでは足りないので、さらに追加で六人、父に話して本村から、素直で物覚えがいい若い女性を送ってもらった。

			　お菓子は毎日村で作り竜車で空輸するので、彼女たちは皆接客担当となる。そうなるとどうしても女性のほうが好ましい。

			　この合計十二名がエクラバの店で働く。

			　エクラバの店は、一階が店舗、二階が居住スペースとなっている。

			　この十二名は基本的にエクラバに住んでもらう。

			　……本村の女性が志願してくれたのは都会であるエクラバに住めるという点が大きい。やはり、いつの時代も若い女性は都会にあこがれるのだ。

			　それなりに給料も出すので、エクラバでの暮らしを楽しんでもらえるだろう。

			　いろいろ考えたが、やはり売るお菓子はすべて、村で作ることが好ましい。

			　毎朝、村で作ったお菓子を竜車で運ぶ。フェルナンデ辺境伯の庭へ竜車で乗り付け、そこから馬車で店へ持っていく、この方法なら二時間もあれば十分だ。

			　早朝にお菓子を仕込み、朝には店頭に並ぶ。

			　こうした理由は、俺が向こうに出ずっぱりになるわけにはいかないというのが大きい。

			　素人に任せられない工程が多く、どうしても俺がお菓子作りに関わらないといけない。

			　同じ産地の同じ材料でも味は微妙に違う。その日の温度や湿度も考慮する必要があるのだ。

			「結局、経営を任せられる人員はいなかったな」

			　それが一番の悩みの種だ。

			　ヨルグがいれば……と考えてしまう。

			　もう、村の人間でなくてもいいかもしれない。

			　エクラバで、ある程度の実績がある商人を雇うのもいいだろう。

			「ただ、信用できるかが問題だ。貴族相手にふざけたことをすればどうなるか、ある程度の商人ならわかるだろうけど。とはいえ、やっぱりアルノルトの店を人任せにするのがな」

			　悩みは尽きない。

			　それでも、もう時間はない。しばらくは俺がやろう。

			「クルト様、時間です」

			「ああ、行こうか」

			　ティナが俺を呼びに来た。

			　今からやるのは、お菓子作りの訓練だ。

			　こちらも人員の選定を行っていた。重要視したのはセンスと筋力だ。

			　どちらもお菓子職人には必須のものだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			「みんな、今日も集まってもらってありがとう。二週間後には店を開く。そこで出すお菓子のほとんどは、君たちに手伝って作ってもらう」

			　突貫で作った大厨房。土魔術のおかげで、原始的なものなら簡単に作れる。

			　石の器具を望み通りに作れる土魔術は非常に便利だ。

			　ここにいるのは、女性が中心だ。なんだかんだいって、ずっと農作業をしているので、筋力は申し分ないし、調理にも年季が入っている。

			　男連中は、開拓で農地を広げるという本業がある。アルノルトの使命はそちらなので、おろそかにするわけにはいかない。

			「今日もお菓子を作ってもらう。みんなに約束してほしいのは、計量の徹底だ。絶対に感覚で作るな。お菓子は繊細だ。わずかな量の変化で味にばらつきが出る」

			　こうして、お菓子作りを教えるのも、もう何度目になるかわからない。

			　何度でも繰り返す。

			　俺自身は、感覚でやってしまうが本来なら計量は絶対だ。

			「さて、今日のレシピを伝える。まず小麦は……」

			　苦労して作った黒板に、今日のレシピを記載する。

			　配分量は小麦や卵の質、温度、湿度で都度変化する。

			　その変化は、職人の勘で捉える。長年の経験でしかわからない。その勘を数値化し、計量により徹底させることで味のばらつきをなくす。

			　これは俺にしかできない。だからこそ、調理場をエクラバの店ではなくここにした。

			「では、調理開始だ」

			　女性たちが真剣な表情で、軽量を始めた。

			　みんな、手を抜かずきっちりとやってくれている。

			　当然と言えば、当然だ。それができない人間は選んでいない。

			　計量を終え、調理に入ったみんなの手元を見る。

			「一度に粉を入れすぎだ」

			「生地が混ぜたりない」

			「もう少し手首を柔らかく使って」

			　一人ひとりに指摘していく。

			　みんな、素直に俺の注意を聞き、改めてくれる。だいぶ様になってきた。

			　一際、俺の注意を引くのが、

			「クルト兄様、わたしはどう？」

			「完璧だね。文句のつけようがない」

			　ヨハンのグループの一人。俺が回復(ヒール)で癒した少女のミルだ。

			　経験は浅いのに、その手つきは熟練のそれだ。

			　さすがは、ヨハンが言うところの料理番長。子供たちの胃袋をスラム時代から、ろくな材料もなく満たしていただけはある。

			　彼女には才能がある。勘所を押さえる力が異常に高い。将来的には、すべてを彼女に任せることができるかもしれない。

			「クルト兄様ありがとう！　ねえ、今日も練習で作ったお菓子もって帰っていい？」

			「うん、いいよ」

			　実は、こうして仕事を増やしてもらっている調理担当のみんなにはご褒(ほう)美(び)として、作ったお菓子をもって帰ってもらっている。

			　実際に商品を売り出したら、他で埋め合わせをするつもりだ。

			「やった！　ヨハンたち、わたしのお菓子をすごく喜んでくれるんだ」

			「そういうのも才能だな」

			「そういうの？」

			「誰かに喜んでほしいって、素直に思える気持ちだよ」

			「じゃあ、わたしは才能があるよ！」

			　俺は微苦笑する。

			　そして、その日は実際に作ってもらったケーキをみんなで試食した。

			　俺がみんなとまったく同じレシピで作ったケーキと食べ比べる。まだ差はあるが、露骨な差はなくなった。

			　ミルのものだけは別格だ。よほど舌が肥えていないと俺のものとの違いが分からないだろう。

			　末恐ろしい。だが、頼もしい。彼女には、みんなとは少し違う教え方をしよう。

			　俺はそう決めた。

			「また、明日も特訓だ！　開店までに完璧にしよう！」

			「「「はい！」」」

			　元気のいい返事だ。

			　これで、店頭にならぶお菓子のほうは問題なく揃えられるだろう。

			　開店してしばらくは、クランベリークッキー、そして今練習しているピナルのハチミツケーキ、数量限定で俺自身が作るカスタード・プティングが並ぶ。

			　欲をいえば、もっと品数を増やしたいが、品数を増やせば増やすほど、作る手間はもとより、売る側の負担も大きく、さらに客が迷う分回転数も落ちる。

			　落ち着くまではこれが限界だ。

			　調理側の次は接客だ、そちらのほうを見に行こう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　ファルノの屋敷に向かう。

			　接客を担当する十二名はファルノの屋敷で訓練を受けていた。

			　全員、ずぶの素人だ。

			　そして、俺自身接客についてはあまり得意ではない。

			　俺は菓子職人(パテイシエ)であってウエイターではない。

			　だから、接客のプロに頼る。エクラバでも有数の店で働いていた者を二名、二か月の間という期限付きでファルノの伝(つ)手(て)で雇った。

			　もちろん教育だけではなく、開店してからしばらくのサポートをしてもらう。オープンしてからしばらくの混雑は、有能なプロがいないと破綻するのが目に見えている。

			　有能な人間を期間限定で使うので、かなり割高になったが必要な出費だ。

			「お帰りなさいませ。旦那様」

			　屋敷の入り口に近づくと、ファルノの使用人が快く出迎えてくれた。

			　……少し気になる挨拶だが、訂正させることは不可能だろう。

			　彼に案内され、練習に使っている広間に入る。

			　ファルノの屋敷は、ファルノがこの村に来ると決まった時に突貫で作ったものだが、十分な広さがあり、店内での練習であれば俺の村でここ以上に向いている場所はない。

			　すると……。

			「「「いらっしゃいませ」」」

			　接客の練習をする女性たちが一斉に頭をさげた。

			　俺は驚く。

			　その所作もそうだが、驚いたのは声音だ。

			　はじめのほうは、いかにも友達感覚の軽いものだったが、今のは目上の者を相手にする敬意のまじった声。

			「みんな、接客の訓練は順調のようだね」

			　俺がそう言うと、村の女性たちはうれしそうに微笑む。

			「ようやく、形になったというところです」

			　俺の言葉に応えたのは、接客のプロとして雇っている女性だ。

			　おそろしく堅そうな雰囲気だが、これで客と相対した時は、柔らかく完璧な対応をするものだから恐れ入る。

			「この短時間で、みんながんばってくれた。それに鍛えてくれてありがとう。ドルワートさん」

			「私は報酬に見合う働きをしているだけです。なんとか、開店までには一流手前にまでしてみせましょう。そして、開店後の経験で一流に到達させます」

			「それは頼もしいな」

			　この人はあたりだ。できればずっと働いてほしいが、次の仕事がもう決まっているらしい。

			「あなたのお菓子食べましたわ。私(わたくし)、いろんなお店を経験してきて、物を見る目があります。その私が保証しましょう。あのお菓子を、あの値段で売る以上、あなたの店は、超人気店……戦場になります」

			　戦場か。

			　いい表現だ。そこまではやらせたいものだ。

			「うれしいが、怖いな。戦場に耐えられるように鍛えてやってくれ」

			「もちろんです。今日は見学に？」

			「ああ、そうだ。口は挟まない。じっくり見せてもらおう」

			　これだけ頼もしいプロがいるんだ、口を出すのは野暮だろう。

			　俺はじっくりと、接客の訓練を見た。

			　美味しいお菓子だけなら、店というのは成立しない。きちんとした店員がいて初めて、美味しいお菓子が売れる。

			　忙しすぎて、店員がパニックに陥り、客を苛立たせるようなことがあれば、その客は二度と来てくれない。

			　ドルワートさんなら、そうならないようにみんなを鍛えてくれるだろう。

			　俺は、どんどん成長していく女性たちの姿を確認し、満足してその場を去った。

		

	
		
			第９話　プレオープン

			　

			　あれから時が過ぎ、エクラバの内装工事が完了した。

			　すでに、店員たちはそちらに移動している。

			　彼らは、商品を輸送する竜車を使って、休日には村に戻ってくることができる。

			　とはいえ、生活の基盤はエクラバになるので、準備が必要だ。ある程度の金銭を渡し、必要なものを買い揃えてもらっている。

			　俺は俺でやるべきことがあった。

			　店を開店する前にプレオープンを実施する。

			　プレオープンとは、一般客ではなく招待客のみを相手に店を開くことを意味する。今日はその準備だ。

			　目的は二つある。まずは店員を慣らすこと。客数が限定されるため、いい経験になる。

			　もう一つは宣伝だ。プレオープンに呼ぶ人物たちは、それなりに発言力をもった名士たちを集める。ここで大成功を収めれば、いいスタートダッシュを切れるだろう。

			　声をかける相手を慎重に選ばないといけない。

			　エクラバ内での権力者には一通り、ファルノとの連名で招待状を出した。

			　他にも、ヨルグが世話になっている男爵にも声をかけた。

			　プレオープンを開催するのは二日のみ。

			　広告が目的なので、飲食スペースを設けて店内で菓子を楽しんでもらう予定だし、店内でお菓子を食べる分には無料だ。

			　気に入ったらお土産を買ってもらうようにしており、そちらは有料とした。

			　本番では飲食スペースは設けない。そこに人を割く余裕がないし、回転率が落ちる。

			「問題はこれだよな」

			　俺はアルノルトの村に届けられた手紙の山を見て頭を抱える。

			　招待状を出した以上、返事が来るのはある意味当然なのだが……。

			　そこに書かれた要望のなかに、レナリール公爵家で振る舞ったケーキを出せというのが一定数あったのだ。

			　そう、俺が全力で作った最高のチョコレートケーキであるインペリアル・トルテ。

			　多数の貴族がそれを口にしたため、噂が広まってしまっていた。

			　ケーキを食べたいと言っている貴族の地位が地位だけに、なかなか邪険にはできない。

			「クルト様、作ってあげられないんですか？」

			　ティナが紅茶をもってやってきた。

			　喉が渇いていたところだ。ありがたい。

			　ティナに礼を言って、紅茶を受け取り、口を開く。　

			「あれは、ある程度日持ちがするお菓子だし、材料も余ってはいるんだけど」

			　フェルナンデ辺境伯の財力で手に入れたカカオ。実はそれがまだ残っている。その他の材料は入手難易度はさほど高くない。金さえ出せば手に入る。

			　今から作り始めれば、チョコレートの熟成期間が怪しいが、プレオープンまでにはなんとか間に合うだろう。

			「では、なにが問題なんですか？」

			「値段がつけられないんだ。なにせ、カカオは屋敷が一つ買える値段だからね。そうだね、まじめに考えるならケーキ一切れ、金貨五枚は取りたいかな」

			　金貨一枚は、だいたい十二万円程度の価値がある。

			　ケーキ一切れ六十万円。

			「うっ、高いですね」

			「まあね……よし、いいか、一ホールは作ってカット売りにしよう。ティナに氷を作ってもらえば、インペリアル・トルテなら店頭に一週間はおけるし、レナリール家の食事会で振る舞ったケーキってことで客寄せになる。さすがにこれはただでは振る舞えないから、プレオープンでも有料だね」

			　俺はそう決めた。

			　余ったら、余ったで自分たちで食べることにする。

			　１ホールなら最低限のカカオもいざという時のために残しておけるだろうし、問題ないはずだ。

			「金貨五枚ですか……。ケーキ一切れにそんな値段を払える人がいるんですか？」

			「さあ？　いるんじゃないかな。招待客の中には、大金持ちで金銭感覚がおかしい人もいるしね。なによりね、あいつらはお菓子そのものじゃなくて、情報に金を払える。人に自慢するためなら、それぐらいはぽんと出すよ」

			「私には想像できない世界です」

			　ティナが不思議そうに首を傾げる。

			　ティナは孤児で貧しい生活を送り、俺の使用人になってからも貧乏なアルノルトの生活だ。お菓子に金貨を払える人種なんて想像できないだろう。

			　俺は実感としてそれを知っている。

			　普通の人間の感覚としては、値段は安ければ安いほどいい。

			　だが、客の用途によっては逆転する。

			　たとえば、俺はこんなにすごい高級店で、誰も見たことのないお菓子を食べたと自慢したい客。

			　たとえば、取り入りたい相手にプレゼントとして贈る場合。

			　そういう場合には、値段が高価であれば高価であるほどお菓子は価値を増す。

			　前世でも、そういった客向けのお菓子を作ったことはある。俺のポリシーとは外れるが、一切の予算を気にせずに最上級の材料を片っ端から使えるのは、それはそれで楽しいし、いい経験だった。

			「まあ、悪い話じゃないよ。うまくいけば大儲けだしね。欲深い貴族から儲けられれば、その分、他のお菓子を値下げできる」

			　ワンホールのケーキで、十二切れ。全部売れれば金貨六十枚で七百二十万。

			　こういう金持ち向けの道楽もいいだろう。

			「ううう、なんか、理不尽です。お腹がすいて何も食べられない子もいるのに」

			「そういうものだよ。だから、俺はちゃんと分けているんだ。安くてたくさんの人に甘いものを楽しんでもらえる商品と、お金持ちの道楽に、最上だけど高価な商品とにね。雑談はこれぐらいにしておこう。ティナ、ティナはお菓子の焼きに関しては一人前になりつつある。プレオープンまでに、カスタード・プティングとインペリアル・トルテ以外は全部焼けるように特訓だ」

			「任せてください、クルト様！」

			　プレオープンまで、もう日がない。

			　やるべきことは山積みだ。

			　本番の開店ではないとはいえ、絶対に手は抜けない。

			　これの成否によって宣伝効果はまったく異なるのだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　プレオープン当日、早朝からお菓子作り担当の村人、そして焼き上げを担当するティナと力を合わせて大量のお菓子を作り上げた。

			　すべて、竜車でエクラバの店に届けるものだ。

			　その中には、俺しか作れないカスタード・プティング。そして、インペリアル・トルテも含まれている。

			　俺とティナは村人たちと協力してお菓子を竜車に積み込み、そのまま竜車に乗車する。

			　そして、竜が羽ばたく。

			　さあ、今日はプレオープン。

			　相手は、舌の肥えたエクラバの有力者たちで手ごわい。

			　それでも……。

			「ティナ、行こう！」

			「はい、クルト様！」

			　絶対に成功させる。これが俺の夢の第一歩なのだから。

		

	
		
			第10話　一番最初のお客様

			　

			　大量に仕込んだお菓子を載せた竜車はフェルナンデ辺境伯の屋敷の中庭に着陸した。アルノルトを出てから一時間もかかっていない。

			　やはり竜車は便利だ。馬車なら半日かかってしまうだろう。

			　荷物を馬車に載せ換え、俺の店へと移動する。

			　店の前には、大輪の花が並べられていた。開店祝いのものが多数。フェルナンデ辺境伯とゆかりがあると思われているからだろう。

			　店の中に入ると、店員たちがこちらを向く。

			　全員、着替えを終えて開店準備を始めていた。

			「みんな、ご苦労様。今日と明日がプレオープンだ。そして一日挟んで正式オープンとなる。この二日、精一杯がんばろう」

			「「「はい」」」

			　全員が頷いた。表情がいい。やる気に満ち溢れている。

			　スキルも大事だが、何より大事なのはやはり気持ちだ。

			「まずは、届いたお菓子の陳列だ。配置は、ファルノの屋敷でやった通りに頼む」

			　せわしなく、女性たちが作業を始める。

			　ファルノの屋敷で、簡単にだがこの店を模したセットで練習を繰り返してきた。

			　箱入りの菓子がきれいに並べられ、ショーウィンドウの中にカットされたケーキたちが置かれる。

			　お菓子を包装するパッケージも見事なものだ。ファルノに交渉を任せた業者がいい仕事をしてくれた。

			　アルノルトの紋章、そして流麗な文字でArnold(アルノルト)と書かれている。

			　この店の名前は、Arnold(アルノルト)にした。それが一番シンプルかつふさわしい。

			　透明なショーウィンドウの中には、三種のケーキを並べた。

			　お菓子の水分を飛ばさないためにも、そして目で楽しんでもらうためにもショーウィンドウは必須だ。

			　かなり高い買い物だったが躊躇(ためら)わずに設置した。

			　そのショーウィンドウに並ぶのは、ピナルのハチミツケーキ、ベリークッキー、カスタード・プティングだ。

			「うん、いい配置だ」

			　見た目だけではなく、このショーウィンドウはティナの魔法で氷が敷き詰められていて保冷性が高い。

			　カスタード・プティングだけは日持ちがしないので、どうしても温度を下げる必要がある。

			　ショーウィンドウ以外の棚にはしっかりと包装されたピナルのハチミツケーキとクッキーの箱がどんどん積み重ねられていく。

			　これができるのが保存の利く焼き菓子の強みだ。

			　生菓子は手間が非常にかかるうえ、腐りやすくロスが出るし、場所もとるので、それだけでは利益は得られない。焼き菓子こそが真に店を支えてくれる。

			　お菓子を並べ終わると、今回だけ特別に用意する飲食スペースのために机と椅子を並べていく。机と椅子以外にも飲食スペースに必要なものがある。

			「ティナ、紅茶の準備はできているか？」

			　厨房に声をかけると、ティナの声が響いてくる。

			「はい、大丈夫です！　クルト様、この紅茶、本当にいい匂いですね」

			「なにせ、ファルノがすすめてくれたお茶だからね。品質は折り紙付きだ」

			　紅茶も奮発した。上客を呼ぶので安物は出せない。

			　みんな舌はたっぷり肥えている。

			　その紅茶を台無しにしないように、ファルノの執事であるヴォルグに紅茶の淹れ方をティナは習っていた。

			「クルト、厨房の水瓶にたっぷり水を入れといたよ」

			　厨房からひょっこりとエルフのクロエが顔を出した。

			「ありがとう、クロエ」

			　クロエが魔法で作る水は、精霊の里のものと同じく柔らかくて清涼。紅茶には最適だし、お菓子作りにも使わせてもらっている。

			　いい茶葉にクロエの水。最高の紅茶ができるだろう　

			「みんな、あと少しだ。開店までに十分間に合うペースだ。この調子でいこう」

			　あっという間に準備が終わる。

			　初日だし、もっともたつくと思ったが、教育が行き届いているらしい。

			　教師がいいのだろう。さすがはプロだ。よくみんなを鍛えてくれた。

			　一通りの準備が終わると、特別メニューであるインペリアル・トルテをショーウィンドウの近くに配置する。

			　専用の陳列台を作り、透明な箱を上からかぶせた。

			　さらに、それがレナリール公爵へ振る舞ったものだと書いた紙を隣に並べ、一カット金貨五枚だと書いておく。

			　この値段で売れるとは思っていないが、広すぎる店のスペースを有効活用した見世物にはなってくれるだろう。

			　そして、準備がすべて完了し全員が持ち場につく。あと十五分ほどでプレオープンだ。

			　緊張してきた。

			　時間が少しずつ過ぎていく。

			　そして、ついに開店の時間だ。

			　扉にかかっていたクローズの立て札をオープンに変える。

			　オープンして数分もしないうちに記念すべき最初のお客様が来てくれた。

			「「「いらっしゃいませ」」」

			　全員、声を合わせて出迎える。

			　一番最初の客は、フェルナンデ辺境伯だった。忙しいのにわざわざ時間を作ってくれたようだ。

			　隣には、ファルノがいる。今日はドレスではないが上品でお嬢様らしいワンピースを身にまとっている。

			「ふむ、ここがクルトくんの店か、なかなかいいじゃないか」

			「フェルナンデ辺境伯のお力添えと、私を支えてくれたみんなのおかげです」

			　フェルナンデ辺境伯は店の隅々まで見渡す。

			　そして真っ直ぐ進み、ケーキの並んだショーウィンドウを見つめる。

			「ほう、こうしてお菓子を見て選べるのはいいね。今日は三種類かね？」

			　フェルナンデ辺境伯は、ショーウィンドウに並んだ、ピナルのハチミツケーキ、特製のベリークッキー、カスタード・プティングを興味深そうに見ていた。

			「いいえ、四種類です」

			　俺は、インペリアル・トルテの専用台のほうに手を向けた。

			「あちらにあるのは、フェルナンデ辺境伯にも楽しんでいただいたインペリアル・トルテです。値段は金貨五枚。値段が値段ですので、いわゆる客寄せ、もしくは飾りとして置いている意味合いが強いです」

			「なるほど」

			「インペリアル・トルテ以外の三種のお菓子は、本日のお客様には無料で提供させていただきます。気に入っていただければ、お土産にご購入ください。そちらは有料です」

			　お土産はクランベリークッキーと、ピナルのハチミツケーキだけ。

			　カスタード・プティングは、食中毒が怖くてお土産にはできない。すぐに食べてもらえる店内だけの販売だ。

			　本番では、店員に三時間以内に食べるように言いきかせる予定だ。　

			「ほう、土産用のクッキーの詰め合わせが銀貨一枚、ケーキがホール一つで銀貨二枚か。甘いお菓子がこの値段とは恐れ入るね」

			「それがこの店の方針ですから」

			　砂糖が非常に高価なこの時代で、この値段は破格だ。

			　倍の値段でも売れるが、たくさんの人に甘いお菓子を楽しんでもらうために値段を抑えている。

			　フェルナンデ辺境伯は、ショーウィンドウのお菓子を見つめ、しばらくしてから口を開く。

			「では、クッキーとピナルのハチミツケーキ、それにプティング、すべて一つずつもらおうか」

			「お父様、食べすぎじゃないですか」

			「なら、ファルノはどれか一つにするかね？」

			「もちろん、私も全部食べますわ」

			　俺とフェルナンデ辺境伯は苦笑する。ファルノはこう見えて食いしん坊だ。

			「お二人に、すべてのお菓子を召し上がっていただき光栄です。ではこちらに」

			　彼らを飲食スペースに案内する。

			　店員が注文された品を皿に盛り付け、やってきた。

			　ティナがティーポットをもって現れ、紅茶を提供する。

			　机の上に三種のお菓子と、紅茶が並ぶ。

			「ほう、いい香りの紅茶だ。これはうれしい気遣いだね」

			「こんなお店なら何度も通いたくなりますわ」

			　ファルノがうっとりとした声で呟いた。

			　ありがたい話だが、そうはいかない。

			「申し訳ございません。通常営業では、お菓子は持ち帰りのみとなります」

			「それは残念ですわ。店内で食べられるほうが、人気があがりますわよ」

			「人手が必要ですし、回転率が落ちるので厳しいのです。たくさんの方にお菓子を楽しんでもらうために諦めました」

			　利益のことを考えるなら、原価率が低いドリンクを売ることができる飲食スペースは悪くない。

			　だが、開店してしばらくの間は店内がひどく混雑すると予測される。慣れない店員にさらに負担をかけることはしたくない。

			　それに飲食店の接客は鬼門だ。値段を安く抑えれば抑えるほど、逆にわがままな客の割合が増える。

			　そんな客を長時間居座らせて、店の評判が落ちてしまえば元も子もない。

			「それは残念ですわね。では、さっそくいただきましょう」

			「そうだね、私もそろそろ我慢できない。このプティングは前回も楽しんだが、ケーキが気になってしょうがないんだ」

			　フェルナンデ辺境伯は、おどけて見せてフォークを持ち上げる。

			　そして、言葉の通り、ピナルのハチミツケーキに口を付けた。

			「ほう、このしっとりとした食感。上品な甘味。生地が前よりも美味しくなっている。油が違うのかな。仄かに心地よい香りが漂っている」

			「お目が高いですね。このケーキは特別な油を使っております。バターで作ったケーキよりもきめ細かく、軽い仕上がりになります」

			　さすがはフェルナンデ辺境伯だ。

			　今回のケーキに使った最高級の油、ぶどうの種を使ったグレープシードオイルの存在に気付いたようだ。

			「ふむ、それにこの果実がいいね。むっちりとした食感に、溢れる瑞々しさ。体の中から洗われる気がするよ。これは手が止まらない」

			　フェルナンデ辺境伯は、目を見開きながら手を動かす。心なしか急ぎ目に。

			　そして、ペロリとケーキを一カット食べ終えた。

			　夢中になるのも無理はない、精霊の里のピナルは最高峰の果実の一つだ。ぶどうの香りが漂う生地との相性も抜群。

			　何度か試作して、グレープシードオイルは、このケーキを作る際においてはクルミ油を上回るという結論が出た。

			「素晴らしい、堪能したよ。これが一ホール、銀貨二枚とは信じられない。この店は絶対に流行るよ」

			「ありがとうございます」

			　辺境伯のお墨付きが出たのなら安心だ。彼ほど舌の肥えた人はなかなかいない。

			「クルトくん、このお菓子が気に入った。土産に買いたいのだけど、このクッキーやケーキはどれほど保つのかね？」

			「一月ほどなら問題なく」

			「では、クッキーとケーキを十個ずつ包んでくれ。寄子たちに贈ろう。たまには彼らを労わらないとね。それに、こんな素晴らしいお菓子を出す店なら、紹介してあげたくなるじゃないか」

			　俺は頭を下げる。

			　きっと、これは店の宣伝の協力でもあるだろう。

			「お父様、どうしてインペリアル・トルテを注文しなかったのですか？　あんなにまた食べたいと言っておりましたのに」

			「ファルノ、あれはあまり数を作っていない。あの感動をぜひ、ほかの人にも味わってほしいんだ。一度経験した私が食べるべきじゃないよ」

			「そうですね。さすがはお父様。私も我慢しますわ」

			　俺は苦笑する。

			「あの値段なので、そうそう売れるとは思えませんがね」

			　俺の言葉に、フェルナンデ辺境伯とファルノは首を傾げる。

			「何を言っているんだ？」

			「たったの金貨五枚ですわよね？　すぐに売れると思いますわ」

			　大富豪の二人はあっさりとそんなことを言う。

			　俺の想像以上に、大貴族の金銭感覚は壊れているようだ。

			「クルトくん、ありがとう。堪能したよ。これから、クルトくんのお菓子が気軽に食べられるようになるのはうれしいね」

			「もう、お父様ったら」

			　二人は、たっぷりとケーキと紅茶を楽しみ、去っていった。

			　彼らのあとは、すぐに次の客が現れた。

			　全員招待客とはいえ、それなりな人数に声をかけている。休んでいる暇はない。さあ、てきぱき手を動かそう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　なんとか、今日一日を乗り切った。

			　幸い、大きなトラブルもなく無事に閉店時間を迎えることができた。

			　とはいえ、一つ、予想外なことが起きてしまった。

			「クルト様、全部、売れちゃいましたね」

			「俺も、ちょっと驚いているんだ」

			　今日は、万が一の品切れに備えて明日の分のお菓子もあらかじめこちらにもってきていた。

			　だというのに、すべて売り切ってしまった。　

			　正確に言うと、途中で在庫切れを起こすと確信し、慌てて店に置いてあった備蓄の材料を使い、店の厨房で慌てて俺が作り足したのだ。そして、その分すらも売り切れてしまった。

			　そして、なにより……。

			「インペリアル・トルテもなくなっちゃいましたね」

			「まさか、開店二時間でなくなるとはな。なくなるにしても保存期限ぎりぎりの二週間はかかると思っていたんだ」

			　大商人や貴族が中心とはいえ、まさか一カット金貨五枚のケーキが瞬殺するとは。

			　売り切れにしたことで、かなりお叱りを受けた。

			　あれだけは、作り足すことができなかった。今回のインペリアル・トルテを作る際に、多めにカカオを熟成させてチョコレートを作っているので、作り足すことはできるのだが、チョコレートは非常に高価なため、俺の家で厳重に保管されている。

			　俺が、プレオープン中に店を離れるわけにもいかず、結局今日は追加で作ることはできなかった。

			　予約という形で、後日提供することになった。その予約が六件もある。

			　レナリール公爵をうならせたお菓子には、それほどの威力があったらしい。

			　加えて、どうも四大公爵の食事会に参加した貴族たちが自慢しまくっているらしい。それが口(くち)伝(づて)に広まっていた。

			　いわゆる貴族の意地だ。あいつが世界で一番うまいケーキを食べたのに自分が食べていないのは許せない。そのプライドを満たすためなら、金貨五枚ぐらい安いもの。そう考えている。

			　今日の売り上げは合計すると、金貨にして六十五枚ほどある。そのほとんどをインペリアル・トルテが稼いでしまった。

			　一ホール、十二カットで金貨六十枚（七百二十万円相当）。ボッタくりもいいところである。

			　とはいえ、この旨みに慣れてはだめだ。これを当たり前だと思うと菓子職人として道を踏み外す。そういった同業者は今まで何度も見てきた。あくまで特需だと思わないと。

			「みんな、今日はよくがんばってくれた。おかげで、お客様を満足させられることができたよ。明日もがんばろう」

			　明るいが、少し疲れが混じった声が返ってくる。

			　初めてということもあり、みんな体よりもむしろ精神的に疲れている。

			　今日はゆっくり休んでもらい、明日に備えてもらおう。

			　だが、まずはご褒(ほう)美(び)だ。

			　俺が手を叩くと、扉が開かれ、ごちそうが並ぶ。

			「今日は、みんなのためにごちそうを用意した。早く休みたい者は、包んでもたせるから、言ってくれ。酒はほどほどにしろよ」

			　歓声があがる。

			　がんばってくれたみんなに、これぐらいのご褒(ほう)美(び)はいいだろう。

			　俺は少しだけ食事に付き合い、竜車に乗る。

			　明日の仕込みがある。今日の売り上げを考えるともっと仕込まないといけない。

			　しんどいが、充実した疲れが体を包んでいた。

		

	
		
			第11話　ハチミツの秘密

			　

			　プレオープンの二日間が終わった。

			　目が回るような忙しさだった。かなり見込みが甘かったことを思い知らされた。

			　二日目の営業を終えたあと、俺はティナやクロエと共に村の屋敷に戻った。

			　明日は休みで明後日から開店だ。

			　招待客だけのプレオープンですら、てんやわんやだった。

			　対策を打たないとオープンした時に破綻するのは目に見えている。

			　二日間の売り上げとにらめっこしながら、今後のことを考えていると、ティナが紅茶をもってやってきた。

			「ティナ。ちょうどいい、話し相手になってもらっていいか？　話しながらのほうが考えがまとまりそうだ」

			「私はぜんぜんかまいませんよ」

			「ありがとう。そもそも、何から決めていくべきだと思う？」

			　俺の質問を受けたティナは、しばらく考えてから口を開く。

			「用意するお菓子の数ですね。二日目は、一日目より増やしても足りなかったので」

			「そうだね、まずは今日の五倍ぐらいかな」

			「そんな量を作るんですか!?」

			　ティナが驚いた声をあげる。まあ、無理もない。

			「やり方を変える。ピナルのハチミツケーキと特製のベリークッキーは一か月は保存できる。作り立てのほうが美味しいから、その日売る分は、その日作ろうと二日間がんばってみたが、それだとだめだな。想定しきれない客が来る」

			「だから、五倍ですか」

			「そうだ、一日で売れると思う数の五倍を最初に作る。そして、作ったお菓子が半分売れたら、半分を作り足す。売る時は、保存期間を三週間と言って売れば問題ない」

			　在庫を抱えるリスクはあるが、この売れ行きで、たかだか五日分のお菓子が捌けないで腐らせるなんてことはないだろう。

			「幸い、明日は休日だ。まとめて五日分作っちゃおう。保存のきかないカスタード・プティングだけは、当日の朝に俺が作るけどね」

			　それは諦めるしかない。

			　こっちは完全に数量限定品で朝と夕方の二回にわけて補充するようにする。

			　限定品であれば、品切れしてもいいわけがたつ。

			　気になるのはティナが難しい顔をしていることだ。

			「ティナ、気になることがあるのか？」

			「はい、二つだけあります。一つ目は、お菓子の種類が三つしかないんで、みんな飽きないかっていう不安です」

			「それは正しい指摘だ。さすがはティナだ」

			　俺が褒(ほ)めるとティナはほんのりと顔を赤く染める。

			　キツネ尻尾を揺らしてうれしそうだ。

			「それは俺も考えていたんだ。一番簡単なのは種類を増やすことだけど、それはお菓子を作る側もいっぱいっぱいだし、店員も客も混乱するからできない」

			「はい、今から新しいお菓子作りをみんなに覚えてもらうのは辛そうです」

			　ピナルのハチミツケーキと、特製ベリークッキーの二つだけでも教えるのに苦労した。

			　今からレシピを増やしてもオープンに間に合わない。それに種類は増えれば増えるだけ、数を作る時に負担が増えて、お菓子を作る効率も落ちる。

			　店員側も商品の説明に時間がとられてしまうし、客の回転率も落ちる。

			　できれば、避けたい。

			「そのための方法は考えてあって、カスタード・プティングの限定品の枠をうまく使おうと思うんだ」

			「それはどういうことですか？」

			「たとえば、第一週目はカスタード・プティングを作るけど、二週目はエルフの村で作った、葛を使うピナルのコンポートを包んだシルクレープ、三週目は歓迎会の時に作ったクランベリーのフルーツタルト。っていう感じで限定メニューだけ、毎週変えていくんだ」

			「それは素敵ですね！　毎週変わるお菓子目当てに通いたくなりますし、ついでに他のお菓子も買っちゃいます！」

			「そういうわけで、限定品は開店してから〝今週のスペシャルデザート〟みたいな名前で売り出そうと思う」

			　これは、実際に有効な手段だし、俺の趣味も入っている。

			　同じものばっかり大量に作っていると飽きるのだ。

			　それに、定番メニューの場合、安定して材料が仕入れられるという制限も重くのしかかってくる。

			　なにせ、常に並べないといけないのだから。使える材料は限られる。

			　だが、限定品ならなんでもあり。最悪一度きりのお菓子でもいい。作り手としても楽しい。

			　菓子職人(パテイシエ)としての遊び場はなんとしても欲しい。

			「すっごく素敵だと思います。さすがはクルト様です！」

			　ティナが尊敬を込めた目で俺を見て、尻尾をピンとする。

			　半分、俺の趣味が入っているだけに少し後ろめたい気持ちになってしまう。

			　話をそらそう。

			「そういえば、気になることがもう一つあるって言ってたよね？　それはなんだ？」

			「それは、ハチミツのことです」

			「ハチミツがどうかしたのか？」

			　俺が問いかけると、少し躊躇(ためら)いながらティナは口を開いた。

			「たくさんのお菓子を作るために、今までため込んできたハチミツをすごい勢いで使っています。……もともとクルト様が、冬の間の蜂たちの餌に使うために、手をつけないでいた分まで、こんなペースでお菓子に使い続けたら、蜂の餌がなくなって、春になるまでに蜂がみんな死んじゃうんじゃないかって、不安で仕方ないんです」

			　俺は感嘆のため息をもらす。

			　少し、驚いた。そんなところにまで気付いていたなんて。

			「ティナの言うことは正しいよ。蜂を増やすためにも、蜂の餌になるハチミツは必要だ。とくに花の蜜が取れない冬に、蜂の巣に蜜が残ってなかったら、せっかく増えた蜂たちは全滅してしまうからね」

			　ティナの言うことは百パーセント正しい。

			　蜂たちが幼虫を育てるために、つい最近まで俺は蜜の採取を禁じていたぐらいだ。

			　ハチミツは幼虫を育てるために大量に消費される。

			　今のペースで蜜を取り続けたら、蜂たちは自分たちが生きていくのに精一杯で幼虫を育てる余裕なんてなくなる。

			　それどころか、冬に飢え死にしてしまう。

			「それなら、どうして無理をしてまでハチミツを使うんですか？　せっかく、クルト様とがんばって、ちょっとずつ増やしてきた蜂たちが、みんな死んじゃうなんて私は嫌です。お店の開店を春からにしましょう。そしたら、ちゃんと冬を越しますし、そのころには蜂も増えてます」

			　俺は苦笑する。

			　ちょっと意地悪をしすぎた。

			　ちゃんと、そのための対策はしてある。だが、そのことをティナにはまだ説明していなかった。

			「これは、口で言うより見てもらったほうが早いかな。ティナには伝えていなかったけど、実は対策をしてあるんだ。明日、久しぶりに蜂たちの様子を見に行こうか」

			「えっ？」

			　ティナが驚いた顔をする。

			　俺の村に来た孤児であるヨハンたちが蜂の世話とラズベリー畑の手入れを覚えてからというもの、俺とティナはそれらをヨハンたちに任せていた。

			　今、どうやって蜂を育てているか、知っておくべきだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　翌朝、俺とティナは久しぶりにラズベリー畑に来ていた。

			　俺たちが作り上げたラズベリー畑はヨハンたちの力で、より大きなものとなっていた。

			　そんな、ラズベリー畑を蜂たちが元気に飛び回っていた。

			「おっ、クルトの兄貴に、ティナ。なんか用か」

			　俺たちを見つけたヨハンが駆け寄ってくる。

			「蜂の世話を見たくてね」

			「俺たち、なんかやらかしたか？」

			「そういうわけじゃないさ。がんばってるヨハンたちの様子を見に来た。お土産も用意している」

			　俺がそう言うと、ティナがバスケットを開く。

			　そこには、カスタード・プティングが並んでいた。

			「あっ、これ、ミルが作れないお菓子じゃん」

			「作れるよ！　ただ、作ってもクルト兄さまほど美味しく作れないだけだもん」

			　ヨハンの後ろから、可愛らしい少女が飛び出してくる。

			　ミルだ。お菓子作りを担当する村人のエース。非常にセンスが良く、ひそかに菓子職人(パテイシエ)として本格的に育てたいと俺が考えている少女だ。

			　ミルは、お菓子作り担当の役得で、作ったお菓子をお土産に持って帰っているが、カスタード・プティングだけは俺しか作っていないので、子供たちは食べたことがない。

			　だからこそ、ご褒(ほう)美(び)はこれがいいと思ってもってきた。

			「クルトの兄貴、それ、俺たちにくれるのか」

			「ああ、しっかりと仕事ができていればな」

			　俺がそう言うと、ヨハンたちがやる気を出して、仕事を始めた。

			　ヨハンたちがいなくなると、ティナが口を開く。

			「クルト様、私に見せたいものはなんですか？」

			「まあ、見てればわかるよ」

			　さっそく、ヨハンたちがハチミツの採取を始めた。

			　防護服を着て、蜂の巣箱に入っている巣板を取り出し、遠心分離機にかけてハチミツを絞り出す。俺とティナがやってきた手順なら、後は巣板を巣箱に戻すだけ。

			　ハチミツを取られてしまった蜂たちは、自分たちの食事だけで精一杯だし、花の蜜が採れなくなると飢える。

			　だが、ここで一つの工夫がある。

			　ヨハンたちが、透明でどろっとした液体を巣板を巣箱に戻したあとに注いだ。

			　これこそが、蜂が飢えないようにする対策だ。

			「クルト様、あれはなんですか？」

			「傷んだピナルの実を潰して作ったジュースだよ。これがハチミツをとられちゃった蜂たちのご飯になる」

			　そう、これは養蜂の一つの技術だ。

			　前世、養蜂を営む俺の実家でもだめになった果実の汁を餌として蜂に与えていた。

			　糖分の高い液体を、ハチミツを失った蜂に与えると、蜂たちはそれを餌にしてくれる。

			　こうすれば、蜂はハチミツを幼虫に与える余裕ができるし、飢えもしない。

			　今までアルノルト領では、糖度の高い餌なんて用意できなかったが、今は大量のピナルがある。傷んだり腐ったりしたものを再利用することができるので、ノーコストだ。

			「そんな方法があったんですね。驚きです」

			「だから、ティナが心配した蜂が増えなかったり、冬を越せなかったりすることはないんだ。安心してハチミツを使えるよ」

			　本当に精霊の里に行って良かったと思う。

			　もし、精霊の里に行っていなければ、ハチミツを使うことを躊躇(ためら)い、店の開店は冬が明けてからにしていた。

			「ということで、ティナも納得してくれたようだし、ヨハンたちの仕事がひと段落したら、みんなでおやつにしよう。ティナもカスタード・プティングを食べたことがないだろう？」

			「食べていいんですか？　ずっと、美味しそうだって思って、食べたかったんです！」

		

	
		
			[image: p120.jpg]
		

	
		
			　ティナが目を輝かせて、ちょっぴりよだれを垂らす。

			　俺が口元を拭いてやると、恥ずかしそうに顔を赤くした。

			「ヨハンたちもがんばってくれてるけど、ティナはそれ以上にがんばってくれてるしね。クロエは、勝手につまみ食いしたから罰として今回は仲間はずれだ」

			　クロエは今日はついて来ていない、あとでカスタード・プティングを振る舞ったと聞けば、悔しがるだろう。

			　ティナがおかしそうに笑った。

			　そのあと、しばらくしてからヨハンたちを呼んでカスタード・プティングを振る舞うティータイムを開催した。

			　ヨハンたちはもちろんだが、なによりティナが喜んでくれたことがうれしかった。

			　いつの時代も、プリンは女の子の大好物だ。ティナもその例に当てはまる。

			　さて、ちょうどいい息抜きができたし、これから精一杯働こう。

			　本格的な店の開店だ。気合を入れていかなければならないだろう。

		

	
		
			第12話　菓子店Ａｒｎｏｌｄ(アルノルト)開店

			　

			　明け方、竜車がエクラバに向かって飛び立った。

			　ティナと一緒に竜車を見送る。

			　プレオープンの反省を生かしてお菓子を大量に作ったのだが、一度の輸送では運びきれない量になっていた。

			　二回に分けて運ばないといけないので、竜車は荷物を降ろしたらすぐにまた戻ってくる予定だ。

			　それに乗って俺たちもエクラバに向かう。

			　それまでの間、休憩というわけにはいかない。

			　俺にはカスタード・プティングを仕上げる仕事がある。

			　一度目はドライフルーツをたっぷり使ったケーキとクッキーしか運んでいないが、二度目の輸送には、今週の週替わりメニューのカスタード・プティングも一緒に運んでいく。

			　これは作り立てが一番美味しいので、運ぶぎりぎりに完成させるのだ。

			「そういえば、クルト様。週替わりのスペシャルメニューのほかに、予算度外視で貴族用の超高級メニューを作るって言ってましたよね。今回は用意しないんですか？」

			　よく、覚えていたな。もともとは、それも用意するつもりだったものだ。

			「うん、それもちゃんと考えているよ。今はチョコレートのお菓子、インペリアル・トルテがあるから見送っているけど。今回用意したインペリアル・トルテで、使っていい分のカカオは使い切っちゃったから、それがなくなったら別のお菓子を作るさ。もちろん、インペリアル・トルテに負けないお菓子を作るつもりだよ」

			　カカオはこれ以上使えない。また、この前の四大公爵の食事会のようなイベントが開かれた時のために最低限、手元に置いておく必要がある。

			　エクラバに開いた店は、アルノルトの発展のため。

			　そして、お菓子の素晴らしさを一人でも多くの人に味わってもらうために開いた。

			　だから、高価な砂糖は使わずにアルノルト領で成功した近代養蜂によって大量に確保したハチミツを使っているし、手軽な値段に抑えるために他の材料も安価なものしか使用していない。

			　とはいえ、金に糸目をつけずに最高のお菓子を食べたい。そういう客のニーズにも応えたい。

			　だから、週替わりとはさらに別に、その時その時で最高のお菓子。金に糸目をつけず、俺の技量をすべて注ぎ込んだ、選ばれた者だけが食べられるお菓子を、ほんの少しだけだが用意するつもりだ。

			　それは俺の腕を磨くためでもある。

			　今は、その枠でインペリアル・トルテを置いているが、俺にはそれに匹敵するお菓子を作る計画がある。

			「インペリアル・トルテに負けないお菓子ですか。どんな、お菓子だろう。楽しみです！」

			　ティナが銀色のキツネ耳をピンと立てながらうっとりした表情を作る。

			　よだれが垂れている。どんなお菓子を想像しているのだろうか。

			「楽しみにしてくれ。ティナには一番最初に食べてもらうよ。まずは今日のカスタード・プティングだ。ティナ、力を貸してくれ」

			「はい、クルト様！　今日も、素敵なお菓子を作りましょう！」

			　ティナと共に大厨房に向かう。

			　さて、ここからは時間との戦いだ。

			　この村でとれた卵とハチミツをたっぷり使った特製のカスタード・プティング。

			　けっして高価なお菓子ではないが、自信をもって提供できる自慢の逸品だ。

			　店に来た客を全員虜にしてやろう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　竜車が戻ってくるまでに、なんとかカスタード・プティングの準備が終わった。

			　第二陣の竜車に乗って、ティナ、クロエと共にエクラバに向かい、俺たちの店、〝Arnold(アルノルト)〟の開店準備を行った。

			「みんな、もうすぐ開店だ。あらかじめ言っておく。プレオープンの倍以上、忙しくなる。覚悟をしておけ」

			　大量に運び込んだお菓子を限界まで陳列し、いつでも店を開ける状態だ。

			　あと数分もしないうちに店を開く。

			　店員たちを全員集めて、朝礼を行う。

			　店員たちはみな、期待と不安が入り混じった様子だ。

			　全員、客が入らないのではないか？　なんて不安はない。大量に来た客を捌けるかという不安があるのだ。

			　プレオープンでは、権力者は当然として、影響力がある人間を中心に声をかけた。

			　一日休みを挟んだ間に、俺たちの店の評判は爆発的に広がっている。

			　お菓子は高価な貴族の食べ物。　

			　そんな常識を壊す価格、なによりもこの世界の水準を圧倒的に超える質。

			　客が来ないわけがない。俺は咳払いをして、みんなに話しかける。

			「さて、いよいよオープンだ。オープンする前に一つ言っておこう。どんな、素晴らしい商品があっても、それはあくまで道具にすぎない。その道具をどう使うかは、君たちにかかっている」

			　そのことは痛いほど知っている。

			　チーフパティシエとして店舗の営業にも拘(こだわ)わっていた俺は、間違っても素晴らしいお菓子さえあれば成功するなんてふざけた幻想は持っていない。

			　最高のお菓子を、最高の形で届ける環境とスタッフ。それがあって初めて店舗は成立する。

			「みんなの働きに期待する。もちろん、その働きには相応の対価を用意しよう。とくに忙しくなる開店一週間、そこを無事乗り切れば、ボーナスをみんなに支給しよう。ボーナスの額は、満足させたお客様の数で決める。総員、奮闘するように」

			　俺の言葉に、店員たちの顔がぱーっと明るくなる。

			　この店の給料は、エクラバの相場よりも少し高めに設定してある。

			　とはいえ、大半の店員はアルノルト領から初めてこの街に来た。ほしいもの、村に残した大事な人たちに贈りたいものは無数にある。

			　お金はいくらあっても足りないだろう。

			　普通の店の何倍も忙しいんだ。ちょっとぐらいサービスするべきということでボーナスの支給を決めた。

			「では、各員持ち場についてくれ。店を開く！　甘いお菓子の魅力を伝えるために、アルノルト領の発展のため、そして自分と大事な人のため、最高のお菓子を最高の笑顔で届けてくれ！」

			「「「はい!!」」」

			　元気のいい声が返ってきた。　

			　そして、店員たちが配置に向かう。

			　いい動きだ。

			「アルノルト次期准男爵、素晴らしい挨拶でした」

			「ありがとう。ドルワートさん。ドルワートさんにそう言ってもらえると安心だ」

			　ドルワートさんは堅い印象を与える背が高い二十後半の女性だ。

			　彼女はアルノルトの女性たちに一流の接客を叩き込んでくれた人だ。

			　彼女がいなければ、店員すべてが俺が要求する水準での接客技術を身に付けるなんて不可能だった。

			「ドルワートさん、追加の人員の件、ありがとう。助かったよ」

			「いえ、しっかり仲介料をもらっていますので礼には及びません」

			　プレオープンの状況を見て、正式なオープン時には人手が足りないことに気付いた。

			　今から、素人を教育しても足を引っ張るだけなので、彼女に頼み伝(つ)手(て)で他の店から一流のスタッフを数人貸してもらっている。

			　期間限定なので、賃金は少し色を付けた。

			　人件費をけちるとろくなことにならないのも、経験で知っている。

			「ドルワートさん。もし、ドルワートさんが良ければ、ずっとこの店にいてほしい。あなたの能力は素晴らしい。この店に必要な存在だ」

			　もともと、村人の教育のために雇った人だ。

			　だが、超一流の接客術、教育の手腕、店員たちに慕われる人望と、手足のように部下を動かす統率力。さらにトラブル対応の柔軟性。

			　一緒に働けば働くほど、彼女のことを手放すのが惜しくなる。

			「それは、私を口説いておりますの？」

			「ええ、あなたの能力を。今の給料で不満なら交渉に応じますよ？」

			　ドルワートは少しだけ逡(しゆん)巡(じゆん)して、口を開く。

			「ありがたい申し出だけど、断らせていただきます。私がいたのでは、いつまで経ってもここにいる子たちが成長できません。でも、期間の延長ぐらいは考えておきます。あなたの店、とてもユニークで、私の知らない工夫がありますから。たっぷりノウハウを盗ませていただきますわ」

			「そうしてくれ。俺も、店員たちもあなたの技術を盗むからお互い様だ。あと、一応伝えておこう。ボーナスは、あなたも、あなたが連れてきてくれたヘルプにも渡す」

			　村人たちとは別の契約で、本来なら払わないでいい金だ。

			　とはいえ、気持ちよく働いてもらうことで得られる店の利益のほうが払う金額より大きい。だからこそ、払う。

			「ずいぶん、気前がいいのね。ありがたくいただきます。あの子たちにも伝えておきましょう。さて、無駄話はここまでにしましょうか」

			「そうだな。客を待たせるのも悪い」

			　壁に立てかけている時計の針が開店時間を示した。

			　そしてからくりが起動し、鐘の音が鳴り響く。

			　これはからくり細工時計。超一流の職人による芸術品。

			　時計は、普通のものですら高価だ。芸術品じみた細工時計なんて、貧乏貴族のアルノルトではとても買えない。

			　なら、なんで用意されているかと言えば、開店祝いに四大貴族の一人、レナリール公爵が贈ってくれたのだ。

			　一緒に添えられた手紙には、プレオープンには来られなかったが、いずれ時間を作って遊びにいくと書いてあった。

			　もし、彼女が来てくれたなら、この時計のお礼に最高のお菓子を振る舞おう。

			　俺は扉に手をかける。

			　いよいよ開店だ。

			「ようこそ、Arnold(アルノルト)へ！」

			　目前には、いっぱいのお客様。

			　背中には頼れる店員たちと、たくさんのお菓子。

			　お菓子を求めてたくさんの客が流れ込んでくる。

			　さあ、たくさんの人に甘いお菓子を届けよう。

			　ずっと夢見た普通の人に甘いお菓子を食べてもらうという目標。それは今、ここで叶う。

		

	
		
			第13話　店の欠点と、クルトの欠点

			　

			　レナリール公爵からもらった細工時計の仕掛けが動き鐘の音が鳴る。

			　ようやく、閉店時間が訪れた。

			　だけど、まだ店の外には行列ができている。

			　凄まじい客の量だ。

			「ティナ、今並んでいる行列の最後尾に向かってくれ。そこで待機して、これから新たに並ぶ客には申し訳ないが閉店時間だから帰ってくれと伝えてくれ」

			「はい、クルト様。行ってまいります！」

			　店を閉めてしまいたいが、長時間並んでいる客を締め出すのは可哀そうだ。

			　と言っても、行列を見て新たな客が並び続ければ、店をいつまでも閉められない。

			　だから、今の行列の最後尾より後ろの客には事情を説明して帰ってもらう。

			　……ティナには悪いことをしたな。

			　これから並ぶ客が融通を利かせろと怒りだすのは目に見えている。たくさん怒鳴られるだろう。

			　あとで、個人的に労わないと。

			　さて、やっと終わりが見えた。残りの客を捌いていこう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　予定していた閉店時間を大きくすぎてから、ようやく店を閉めることができた。

			　とてつもない客の量だ。

			　盛況になることは予測できていたが、これほどとは。

			　当初予定していた五日分はストックがあったお菓子が、今日だけで三日分が消し飛んだ。

			　明日の分の在庫がすでに怪しい。

			　明日も大量にお菓子のストックを昼まで作って、午後の便で届けよう。午前中はなんとか耐えられるだろう。

			　それにしても、店員を増員しておいてよかった。プレオープンと同じ人数で回転していたら確実に破綻していた。

			　店員の教育係で、接客のエースであるドルワートさんがぽんっと手を叩き、店員たちを一か所に集める。

			「みなさん、今日の反省点と改善案を出しましょう」

			　これは、アルノルト領で練習をしていた時からの習慣だ。

			　毎日、その日の反省を一日の最後に行う。

			　店員たちは口々に今日起こったトラブルを口にし、皆で解決策を考えて口にする。

			　これができる店は強い。

			　本当にドルワートさんは優秀だ。

			　意見が集まってきたので整理に入る。

			「アルノルト次期准男爵。さまざまな問題が起こりましたが、最大の問題はあなたにあります」

			「……面目ない」

			「一番人気のカスタード・プティングが、開店一時間で消えました。あれを楽しみにしているお客様が非常に多く、品切れの謝罪でかなり時間を無駄にしています。いかに数量限定商品とはいえ、一時間でなくなるのは、あまりにひどいと思われます」

			　そう、よりにもよって俺がやらかしてしまった。

			　プレオープンの時に招いた人々による口コミで、俺の店、Arnold(アルノルト)の評判は凄まじい勢いで広がった。

			　その中でも、カスタード・プティングの印象が非常に強かったらしい。それは噂の聴き手にもしっかり伝わっていた。

			　しかも、カスタード・プティングが食べられるのは今週だけ。週替わりの特別商品だからだ。

			　ゆえに、すべての客がカスタード・プティングを頼む。

			　だけど、あれは菓子職人の腕ですべてが決まるお菓子であり、俺以外作れないうえ、保存が利かないので、作り置きができず数が足りない。

			　開店して、一時間で早々に姿を消し、それ目当てで来た客に店員たちは謝りっぱなしだった。

			「明日は倍、作るよ」

			「五倍は最低必要ですよ？」

			「……不可能だな。その数を作ろうとすれば質に影響が出る」

			　カスタード・プティングは、単純ゆえに菓子職人(パテイシエ)の技量が問われる。

			　完璧なものを作ろうとすれば、その数が限界だ。

			「アルノルト次期男爵が無理というのであれば、本当に無理でしょうね。……対策が必要ですね」

			「だな、来週の週替わりはもっと数が用意できるメニューにするとして、今週をどうにか乗り切らないとな」

			　さて、数が用意できない時の対策はどうすればいいか。

			「それなら、売らなきゃいいじゃん」

			　金髪エルフのクロエが、あっけらかんと言った様子で口を開く。

			「あれだけ、話題になった商品がないと客は怒りますわよ」

			「まったく売らないわけじゃないよ。見てたけど、ひとりで十個も二十個も買ってる人がいるじゃん。それ止めさせようよ。他のお菓子は作り置きできるからいいけどさ、カスタード・プティングでそれをやられたら、みんな買えないじゃん。一人三個とかさ」

			　クロエの言った売り方は、日本のお菓子屋でも広く行われていた方法だ。言われてみれば、なぜ気がつかなかったのか、不思議なぐらいだ。

			「……いい考えかもしれないな。もともと、カスタード・プティングだけはその日のうちに食べろと言って渡すお菓子だ。大量に買ってもらっても仕方ない」

			　フルーツケーキやベリークッキーは、自分で食べる以外にも贈呈用に購入する客が多い。

			　だから、数量を絞ると客が困る。

			　だけど、カスタード・プティングはその日に食べるお菓子で贈呈品には向かない。

			　なら、数量を絞っても問題ないはずだ。

			「あっ、クルト様。すごく気になっていることがあるんです。お昼に買い出しに行った時のことなのですが」

			　ティナが手をあげて発言する。

			　ティナには昼の間にお菓子の材料の注文をお願いしていた。

			　昼のうちに注文して夜に届けてもらうようにしないと、明日の仕込みに間に合わなくなるので、そうしていた。

			「ティナ、言ってみてくれ」

			「はい、クルト様のお菓子を外で売っている人たちがたくさんいました。それも、クルト様のお店の倍以上の値段で」

			「……まあ、想定の範囲内だな」

			　甘味が高価な時代に、可能な限り安いお菓子を届ける。

			　そうすれば、需要は爆発的に高まる。

			　当然、商人たちは考えるわけだ。転売すれば儲かると。

			　俺たちのお菓子は、倍以上の値段でも買う客がいくらでもいるだろう。

			「にしても、それを初日で仕掛けてくるか。まったく、商魂たくましい」

			　想定していて、対策をしていないのには理由があった。

			　少なくとも、開店してしばらくはそういった輩(やから)が現れないと踏んでいた。

			　やがてしばらく店を営業すれば数が出回り、希少性は少なくなり転売もしづらくなる。

			　そう思っていたが、初日からとは……。

			「よし、決めた。カスタード・プティングには購入制限をかけよう。これは一人四つまで。それ以上は売らない」

			　一家族、一人一個を想定だ。

			　おそらく、今日三十個も購入していた奴は転売目的だ。

			　四つしか売らなければ転売も潰せる。

			「ケーキとクッキーはどうします？」

			「それは今まで通りでいいよ。ただ、絶対に品切れさせないで大量に売り続ける。数が出回れば転売もしにくくなる。作り置きできる菓子だ、なんとか数を出し続けよう」

			　エクラバは、このあたりでもっとも大きな都市だ。

			　村で育てた農作物や狩猟で得たものを売り、生活必需品をまとめて帰る客も多い。

			　なかには、純粋に村のみんな全員分のお土産を買って帰る客もいる。

			　そんなお客様を裏切ることはしたくない。

			「他には、何か問題はあったか？」

			　俺の問いに店員の一人が手をあげる。

			「あの、すごく質問されることが多かったのですが、答えられないことがありました。来週の週替わり商品は何かって」

			　うっ、また俺の問題か。

			「明日までにメニューを考えておこう。すまない。また、俺の問題だ。これからは次の週のメニューはあらかじめ決めておこう」

			　その後もこまごまとした問題が提案され、改善案が出ていった。

			　そして、ようやく解散となる。

			　営業時間を二時間延長したお詫びとして、売上から臨時報酬を出しておいた。

			　店員たちは現金なもので疲れでぐったりしていたのに、金を手にした瞬間元気を取り戻し、さっそく街に遊びにいった。

			　食事をとる暇もなかったんだ。十分に羽を伸ばしてもらえばいい。

			　この店は週休二日制。あと二日で休みに入る。

			　それまでは辛抱だ。なんとか乗り切ろう。

			「ドルワートさんはみんなと行かなくてよかったのか」

			「ええ、私は騒がしいのは苦手なので。それに、残った問題点を伝えないといけないですし」

			「みんなの前で言ってくれても良かったのに」

			「言えないから、あなただけに伝えるのです。……何度も言いますが、この店の問題点はあなたですよ。アルノルト次期准男爵」

			「……カスタード・プティングの件も、来週の週替わりのメニューの件も悪かったと思ってる」

			　どっちも俺の手落ちだ。　

			　想定できた問題であり、彼女が怒るのも無理はないだろう。

			「いえ、それは些(さ)細(さい)なことです。今回の件であなたを責めるのは酷でしょう。むしろ、あなた自身のはたらきは素晴らしいです。素晴らしいお菓子を大量に作り出し、接客態度も私から見ても一流。問題発生時は責任者として、前面に出て店員をかばう。経理も完璧、仕入れの調整。何より、店員への心遣いができている。何から何まで、文句はありません」

			「そこまで褒(ほ)めてもらうと照れるな。それで、何が問題なんだ？」

			「働きすぎです。断言しましょう。いつか、あなたは確実に倒れます。そもそも、菓子作りに加えて、仕入れ、経理、店のマネージメント、接客。何より自分の領地の管理もやっていますよね？　オーバーワークもいいところです。これから領地に戻って、領地の雑務を終わらせ、そのあとに明日の仕込みをやるつもりでしょう。寝ている暇すらありません。無理をしている自覚はありますか？」

			「多少はね」

			　疲れがたまっているのは間違いない。

			　だが、それでも今は無理をしないといけない時期だ。

			　泣き言なんて言ってられない。

			「無理をすること自体はいいです。ですが、私が問題視しているのは、あなたが倒れれば、すべてが終わることです。あなたがいなければ、材料すらろくに揃わない。仮に材料があったとしても商品の味はがた落ち、一部のメニューは並べることすらできない。店の経営は誰もわからない。あなたの領地も大混乱。そうなるのは時間の問題とお伝えしましょう。何でも一人でしたがる有能な人間の末路は決まっています。……自分が潰れて、その人に依存していた人間すべてがまきこまれて潰れる」

			　まるで、自分のことのようにドルワートさんが言う。

			　俺が倒れたあとのことか。

			　たしかに、悲惨な結果以外見えない。

			　体力には自信がある。たぶん、一か月はもつだろう。だが、一年後は？　十年後は？

			　いつまで、この無茶が持つ？

			　今ではないが、どこかでは絶対に倒れる。

			「耳が痛いよ。倒れる前に手を打つ」

			「そうしてください。人に頼れない者がトップに立った組織はもろいのです。アルノルト次期准男爵。出過ぎた発言をお許しください」

			　ドルワートさんが優雅な動作で礼をする。

			　俺は苦笑する。

			「あなたはそれで失敗したのか」

			　そうとしか思えないほど熱が入っていた。　

			　これほど有能な人間が、独り立ちしない理由があるはずだとは思っていた。

			　きっと、そのことが彼女に何かを背負い込むことを拒絶させていたのだろう。

			「ええ、若い日の過ちです。あなたを見ているとそれを思い出しまして」

			　俺と同じように無理をして、潰れて回りをまきこんだ。

			　そんな人の言葉は重い。

			　……俺はアルノルトの店はアルノルトの者が守らないといけないと思っていた。

			　だけど、この人なら任せられるし、任せたいと思う。

			「そうか、ならお願いがある。俺を助けてくれ。ドルワートさんと同じ道を歩んでいる俺を救えるのはあなただけだ。この店の店長になってもらえないか？　あなたが指揮をとってくれるなら、方針決定とお菓子作りに専念できる。あなたになら、それ以外の実務は任せられる」

			「引き抜きの話なら断ったはずですが」

			「ああ、だけど、ちょうど俺は今弱っている。あなたは優しい、同情してもらっている今なら、呑んでくれると思ったんだ。頼む、ドルワートさん」

			　半分冗談、半分本気で頼む。

			　ドルワートさんは深く息を吐く。

			　無言の時間がすぎていく。

			　どれくらいたっただろう？

			　ドルワートさんは、長い長いため息を吐いた。

			　そして、にこやかに微笑んだ。

			「しょうがありませんね。私をこんなにも買っているあなたを見殺しにするのは心苦しいです。お店に関する実務は受け持ちましょう。あなたは外との調整と店の方針、お菓子に関するすべてに注力してください」

			「助かるよ。ドルワートさん」

			　言ってみるものだ。

			　これで店に関する負荷がかなり軽減される。

			　来週からは、毎日こっちに顔を出さなくても済むだろう。

			「あの、引き受ける代わりに一つだけお願いを聞いてもらってもよろしいでしょうか」

			「俺にできることなら」

			「ドルワートお姉ちゃんと呼んでいただけませんか。できるだけ幼く」

			　俺の笑顔が引きつる。

			　ああ、わかった。この人は……。

			「僕を助けてくれてありがとう、お姉ちゃん」

			「きゃあああああ、クルトきゅん。お姉ちゃんがんばっちゃう」
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			　ドルワートさんは俺をぎゅっと抱きしめて、きゃあきゃあ叫ぶ。

			　たぶん、今回引き受けてくれたのも、下から懇願するように頼んだからだ。

			　なんだ、ただのショタコンか。

			　うん、まあ、有能だし問題ない。

			「クルト様、お夕飯、屋台で買ってきました！」

			「ふふふ、美味しい串焼きの盛り合わせに、麦のお酒もあるよ！」

			　ちょうど帰ってきたティナがばさりと、串焼きの入った紙袋を落とし、クロエはなぜか爆笑。それからは、ティナが珍しく語気を荒らげて、ドルワートさんを詰問して、クロエはそんなティナをからかって遊んでいた。

			　一時間ほどたち、すべての誤解がとけたが、かなり疲れ切ってしまった。

			　ティナはさきほどから頭を下げ続けている。

			　何はともあれ、この店をドルワートさんに任せることができた。

			　今まで以上に、俺ができることは増えていくだろう。

		

	
		
			第14話　二層の鮮やかなパプル・ババロア

			　

			　店を開店してから一週間経った。

			　だいぶ、店も落ち着いてきている。

			　相変わらず転売は続いているが、そこは諦めた。

			　土産物であり、保存性の高いベリークッキーや、ピナルのハチミツケーキを個数制限することで、はるばる遠くの村からエクラバに来て、故郷のみんなに美味しいものを食べてほしいと考える人たちに割を食わせるわけにはいかない。

			　たとえ転売されたとしても、パッケージでArnold(アルノルト)のお菓子だとわかる。

			　いずれ、自分でお菓子を買いに来てくれると信じて今のまま売り続けることにした。

			　あまりにも度がすぎるようなら、商業都市エクラバの支配者であるフェルナンデ辺境伯にも相談が必要だ。

			　そして……。

			「ドルワートさんはすごいよ」

			　俺は珍しく、自分の村にいた。

			　厨房でティナと二人、食材を見つめる。

			　ドルワートさんが有能で、店の通常運営のほとんどを任せられていた。

			　俺はお菓子作りをしながら、店の方針だけを決めればいいだけになったので、だいぶ楽になった。

			　毎日、商業都市エクラバまで行かずに済むのはありがたい。領地経営が滞りかけていたところだ。

			　……ただ、賃金や待遇以外に面倒な条件が一つ付けられた。週に一度は、店が終わったあとにドルワートさんの奢りで、彼女の選ぶ店で夕食をとることになったのだ。なぜか、ドルワートさんは絶対に会計は譲らないし、俺に奢ることになんらかの喜びを感じているようだ。さらに、食事中はずっと、お姉ちゃんと呼べと強要される。

			　まるで意味がわからない。

			　それを差し引いても、十分すぎるほど優秀なので彼女の要望に応えていた。

			「クルト様の言う通りですね。あそこまで熱意があって面倒見がいい方はなかなかいません」

			　そう、有能なだけじゃなくて面倒見もいいのだ。

			　ドルワートさんは教育熱心で、人手が足りないと本村のほうから追加で送られてきた新人の教育をしながら、ベテランにはただの接客以上のことも教え、自分がいなくても店が回る体制を整えてくれている。

			　彼女いわく、誰が倒れても問題ない状態に仕上げていくということだ。非常にありがたい。

			「さて、俺は俺でオーナーパティシエとして新メニューを作らないとね。来週のメニューを発表する時期だ」

			　彼女のおかげで、こうして新メニューの開発に専念できるのはありがたい。

			「今回は何を作るつもりですか？」

			「パプルが余っているから、パプルを使ったお菓子を作ろうかと思っているんだ」

			　看板メニューになっているハチミツケーキでたっぷり使用する桃に似た果実、ピナルと違って、ぶどうに似たパプルは消費量が少なかった。

			　だから、このパプルを消費したい。

			　もともと、精霊の里から大量にもらっていて仕入れがただというのも大きい。

			　さらに欲を言うならハチミツの使用量も減らせるお菓子にしたいと思っている。

			「いいですね。私もパプルは好きです。あの気品のある味がたまらなくて」

			「うん、あの味はなかなかね。それを活かすためにはやっぱり、あまり火を通さないほうがいいかな。火を通してもそれはそれで濃厚な旨みになるんだけど……よし、両方を活かそうか」

			　パプルに似たぶどうにも高級感があるが、パプルはそれよりも洗練されている。そこを損ないたくない。

			　第一週はカスタード・プティング。第二週はフルーツ・タルトを用意した。

			　だから三週目はできるだけ軽いものがいい。

			　冷たいお菓子がいいだろう。

			　それでいて、第一週のプティングと差別化できるお菓子となると……。

			「よし、決めた。ババロアを作ろうか」

			　俺の得意なお菓子の一つだ。

			　コースの最後のデザートにケーキでは重すぎるというお客様に喜ばれた。

			「ババロアですか？　初めて聞くお菓子です」

			「楽しみにしていてくれ。貴族のために作られたお菓子なんだ。パプルの気品のある味を素直に引きだせる」

			　ババロアの語源はフランス語だ。

			　ドイツの王国である、バイエルン王国のという意味を持つ。

			　バイエルン王国の貴族のためにフランスのシェフが知恵を凝らして作り上げたお菓子だ。

			　作り方は単純。生クリームと卵黄を泡立て砂糖を加え、そこにゼラチンを加えて固める。

			　ゼリーとは違い生クリームを加えている分、滑らかな舌触りになるし、口当たりもいい。

			「そのためには、ちょっと葛粉の在庫が心もとない。ティナ、悪いけどクロエを呼んできてくれないか。倉庫に精霊の里からもってきた葛の根があったはず。ちょうどいいし、たっぷりと葛粉を作っておきたい。クロエの力を借りたいんだ」

			「はい、クルト様。すぐにクロエを呼んできますね！」

			　ティナが、もふもふの尻尾を揺らしながら去っていく。

			　通常の手順では、葛ではなくゼラチンを使う。

			　だけど、パプルの風味を考えたら、ゼラチンよりも葛のほうが合っているだろう。ゼラチンは動物性由来だけあって、わずかだが獣臭さが出る。

			　葛自体は精霊の里から大量に、根っこごともってきて倉庫にあるが、あれから葛粉を作るとなると、普通なら一週間かかってしまう。だけど、クロエの水魔術があれば半日でできてしまうのだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　クロエにも来てもらい、なんとか葛粉作りが終わった。

			　今後のことも考えて可能な限り多く用意した。

			　葛粉は、使い勝手がいい。いろいろと応用が利く。

			　和菓子の材料だが、その優秀さが洋菓子職人たちにも認められ始め、積極的に取り入れられている材料だ。

			「それで、クロエ。どうして葛粉作りが終わったのに、まだいるんだ」

			「そんなの決まっているよ。クルトのお菓子をつまみ食いしたいじゃん！」

			　クロエがまったく悪びれずに笑顔で言いきる。

			「まあ、いいけど。クロエには世話になっているから」

			「わたしの水魔術はすごいからね。ほら、遠慮なく褒(ほ)めていいよ」

			　その言いっぷりに苦笑する。

			　しかし、実際にクロエに助けられている。

			　俺の村には水路なんて便利なものはない。

			　そして井戸は村に二つだけ。

			　農作業をする際にどうしても不便だから、最近俺の土魔術でため池を作った。

			　定期的に雨が降ってくれればいいが、そう都合よくはいかない。

			　そこでクロエが、必要に応じてため池に水魔術で水を注いでくれている。

			　農作業が楽になっただけではなく、その水で育てると作物が病気になりにくく、生育が良くなるという効果が目に見えて出てきて、今では雨が降ろうが降らなかろうが、彼女には空いた時間に水を作ってもらっていた。

			「はいはい、えらいえらい」

			「ああ、なんか適当だね。この功労者にご褒(ほう)美(び)をあげてもいいと思うんだ」

			「まあ、それもそうだな。どっちみち誰かに味見をしてもらう必要があったし、ティナとクロエに頼もうか」

			　俺がそう言うと、ティナとクロエが目を輝かせる。

			　新作のお菓子をこの二人はいつも楽しみにしてくれている。

			　菓子職人(パテイシエ)としてうれしい限りだ。

			　早速調理を始めよう。

			　まずは材料を並べる。

			　牛乳と生クリーム、自家製のヨーグルトに本葛粉。

			　それに生のパプルと、パプルのコンポート。

			　非常にシンプルだが、これだけで十分だ。

			　お金に余裕ができたので、服の材料にもなり、乳がとれ、餌代もほとんどかからず、病気に強い家畜である山(や)羊(ぎ)をかなり買い足していた。

			　おかげでだいぶ乳が余るようになっていた。そのままにしておくと腐らせるので、腐らないように余った分はヨーグルトにしている。

			　氷水につけたボウルに生クリームを入れて、七分立てまで手際よく泡立てる。
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			　そこに自家製ヨーグルトを加える。

			　ヨーグルトのまろやかさと酸味はパプルとの相性がいいし、口当たりが柔らかくなる。さらに生クリームとパプルはそのままでは一体感が足りない。ヨーグルトがその繋ぎになってくれる。

			　ここに通常なら砂糖を加えるのだが、コンポートの漬け汁を煮詰めたシロップを付け加えた。コンポートは、果物を酒で煮て旨みを増すと共に、保存性を高める料理技法だ。

			　パプル自体も素晴らしいが、パプルを漬けこんだ酒にはパプルの風味と甘味が大量に含まれ、それを煮詰めることで最高のシロップを作ることができる。

			　加えてハチミツを使わなくてもいいのが、素晴らしい。

			　さらにお湯で溶かした葛粉を入れて混ぜ合わせる。

			　葛粉の濃さでババロアの滑らかさが決まる。ここは菓子職人(パテイシエ)の腕の見せ所だ。

			　ババロアには卵黄を加えることが多いが、パプルという果実の素晴らしさを最大限に引き出すには邪魔になってしまうので今回は加えない。

			　でき上がった液体を、カスタード・プティング用に作った型に流し込む。

			「あとは余熱をとって冷やして固めれば、ババロアの部分は完成だね」

			「あれ、クルトにしてはずいぶんと簡単なレシピだね」

			「工夫はするけど、手を加えるだけがお菓子作りじゃないんだ」

			　最高のパプルと、本葛粉がある。

			　その美味しさを素直に味わってもらいたい。

			「とはいえ、今回はもう少しがんばってみよう」

			　俺は微笑んで、生のパプルの皮を剥いていく。

			　そして、パプルをカットし、さきほどのとは別のボウルに入れた。

			　カットしなかったパプルは絞ってその果汁をボウルに入れる。　

			　さらに、本葛粉を加えた。かなり固めになるように調整。

			　果汁と実だけで固めてできるのはパプルのゼリーだ。

			　さきほど、ババロアを流し込んだ型にゼリーを流し込む。

			「こんどこそ、でき上がりだね。俺のパプルのババロア、二時間後には食べられるようになるかな」

			「クルト、二時間もお預けなんてひどいよ」

			「待つだけの価値はあるよ。夕食後のデザートにしよう」

			　さて、待っている時間を無為に過ごすのももったいない。

			　別の仕事を片付けようか。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　そして、夕食が終わりついにデザートの時間がきた。　

			　しっかり冷やしたババロアの型を、ティナとクロエの目の前でひっくり返す。

			　皿に、ババロアがもられる。

			　カスタード・プティングの型を使っているので当然形は同じだ。

			　しかし、下がカットされたパプルがちりばめられたゼリーの層になり鮮やかなエメラルドグリーンが光る。皮からの色素をとらなければこんな色になる。

			　そして、その上に乗るのはババロアの層。生クリームとヨーグルトが加えられたことに加え、コンポートは皮の渋みも生かすためにパプルの皮も煮込んであるので、紫の色素が出ており、優しい薄紫色。

			　その、二層の対比が美しい。

			「ねえ、クルト。これ食べていいの？」

			「柔らかくて滑らかなところと、きれいで透き通ったところがあって、わくわくします。すごくきれいなお菓子」

			　二人とも、初めて見たお菓子に夢中になっている。

			「いいよ。ぜひ、感想を聞かせてくれ」

			　俺がそう言うと、二人はスプーンでババロアをすくう。

			　まず、上の部分のババロアの層は滑らかに吸い込まれるようにしてスプーンが沈んでいく。

			　そして、下のゼリーの層は固めでスプーンを受けとめる。

			　それを口に運ぶと、ティナは頬っぺたを押さえる。

			「うわあああ、上のほうはプリンと同じぐらいに滑らかで、優しい甘さです」

			「これ、いいね。上も美味しいけど、ゼリー部分はパプルのさわやかさが良く出てる」

			「そのために二層構成にしたんだ。上の層は生クリームとヨーグルト、それに煮詰めて濃厚にした優しいけど力強い味。下の層は逆にパプルの酸味と高貴さをそのまま残したゼリー。味も食感も違って飽きさせないんだ」

			　どちらもパプルの魅力だ。

			　それを一皿で味わえるデザート。

			　別々に食べてもいいし、一度に口に含んでもいい。

			「クルト様、このお菓子も絶対売れると思います！」

			「だね、カスタード・プティングの時、これ以上のお菓子はないって思ったけど、これも同じぐらい美味しいよ」

			　喜んでもらえてよかった。

			　二人が、太鼓判を押してくれるなら大丈夫だろう。

			　さて、俺も食べようか。

			　そう思っていると、扉が乱暴に叩かれた。

			「こんな時間に来客か」

			　珍しい。誰だろう。

			　そんなことを考えながら扉をあける。

			　そこには、ファルノがいた。

			「ファルノ、そんなに慌ててどうした」

			「決まりましたわ！」

			「落ち着いてくれファルノ。何が決まったかがわからない」

			「クルト様に新たな爵位が与えられる日が決まりましたわ。二週間後、王都で行われます、時間がないです。すぐにエクラバに来てください！　……それと、あの、聞いて驚かないでくださいませ。王家の方々が、クルト様のお菓子を食べてみたいと。四大公爵の方々が絶賛するものだから、そういう話になってしまって」

			「……またか」

			「しかも、その、あれな方が王家に一人いらっしゃいまして。四大公爵が自分より美味しいお菓子を食べたなんて許せない。それ以上のものを出さないと、王家への侮辱とか言い出して」

			「気軽に言ってくれる。……全力投入したインペリアル・トルテ以上のものだと」

			　俺は一瞬あっけにとられる。

			　あまりにも急なスケジュールだ。

			　準備が間に合うか怪しい。

			　いや、もう慌てる時間すらない。

			「わかった。すぐに準備しよう」

			　俺はそう短く告げて、せわしなく動き始めた。

			　王家にお菓子を振る舞う。

			　それは菓子職人(パテイシエ)にとって、最大の名誉であり。

			　同時に、破滅と隣り合わせの危険な行為だった。

		

	
		
			第15話　弟子の成長と王都への旅立ち

			　

			　ファルノから男爵の受勲式の日程を聞いた俺の胸には、二つの感情が渦巻いていた。

			　一つは喜び。

			　准男爵というのは、真の意味での貴族ではない。なんちゃって貴族のようなものだ。

			　男爵となり本当の意味で貴族になるのはアルノルト家の悲願だった。

			　それが果たされるという喜びは、非常に大きい。

			　もう一つの感情は憤(いきどお)り。

			　まず、二週間というのは、あまりにも無茶な日程だ。

			　俺の領地はこの国の末端もいいところ。中央にある王都はレナリール公爵の領地よりさらに先にある。

			　本来なら移動だけでどう急いでも十日はかかる。明日にでも出ないと間に合わないような無茶な日程だ。

			　もちろん、王都に真っ直ぐ向かうわけにはいかない。貴族として受勲の前にさまざまな挨拶を行わないといけない。

			　最低でも寄子としてフェルナンデ辺境伯に挨拶し、さらにその上のレナリール公爵にも挨拶する必要があるだろう。

			　俺自身の準備もある。

			　俺が不在時にエクラバの菓子の店をどうするか対策を決めないといけないし、領地の引き継ぎ業務もある。

			　……さらにぶっちゃけた話をすると受勲式に着ていく服もない。

			　レナリール公爵領に向かった時に、フェルナンデ辺境伯に用意してもらった服がある。

			　あれはたしかに立派な服には違いないのだが、俺よりも身分が高い人間が多く集まる場であったため、身分の低い俺が貴人たちよりも目立たないように控えめなデザインにしている。

			　品が良く仕立てのいい服だが、ハレの舞台であり、自身が主役の舞台となると別の服を用意する必要がある。

			　そうなってくると問題になってくるのは時間だ。

			　受勲式に着ていくような服は確実にオーダーメイドになる。どうがんばっても間に合わない。

			「ファルノ、明日の夕方にエクラバに着けるように全力で今から仕事をこなす。そのつもりでおまえも動いてくれ」

			「わかりましたわ。私に何か手伝えることがあれば言ってください」

			「うん、考えとく。……それにしてもいったいなんで王家のかたが俺のお菓子なんて」

			　俺の問いにファルノは苦笑で応える。

			　その表情が余計に俺の不安をあおった。

			「第三王子のグランタ王子が騒いでいるみたいです」

			「だろうな。残りの王子も王女も人ができてるらしい。そんな無茶言わないはずだ」

			　フェデラル帝国には三人の王子と二人の王女がいる。

			　長男と次男はそれぞれ内政と武勲に優れ人格的な評判もいい。二人の王女のうち一人は嫁に行っているし、もう一人はたぐいまれなる美(び)貌(ぼう)とセイレーンのような歌で聖女として愛されている。

			　しかも、この四人は仲が良くフェデラル帝国の次代は盤石だと言われていた。

			　ただ、末っ子のグランタ王子だけは評判が悪い。とくに何かに秀でているわけではなく、横暴な態度を隠そうとしないうえ、王家の権威を笠に着てやりたい放題だと悪評が立っている。

			　俺のような末端貴族にまで悪いうわさが知られているのだから、よっぽどだ。

			「たぶん、誰かに唆されたのだと思いますわ。この急な日程で、ただでさえクルト様が大変なところに王子のわがままで余計に負担をかけて、失敗させようとしているのかもしれません。クルト様に嫉妬している貴族は少なくありませんし」

			　その線は十分考えられる。

			　最近の俺はいろいろと目立っているのだ。

			　フェルナンデ辺境伯の娘と婚約し、四大公爵の一人であるレナリール公爵の企画した晩餐会を成功させて彼女に気に入られ、この若さで男爵に任命される。

			　面白くないと思う貴族たちがいてもおかしくない。

			「嫉妬で足を引っ張るだけの、可愛い連中だけならいいけどな」

			「クルト様、それはどういう意味でしょうか？」

			「いや、なんでもない」

			　俺は自分の考えていることをファルノに伝えようとしてやめる。

			　いくらなんでも、心配しすぎだろう。

			　俺が懸念しているのは、ただの嫉妬で足を引っ張ろうなんて可愛いものではなく、もっと計算高い人物による深い闇が渦巻いていること。

			　レナリール公爵と同じく四大公爵の一人であるヘルトリング公爵を思い出していた。

			　生まれて初めて怖いと思った人間だ。あの人には関わりたくない、あの貴公子の中身はけっして見てはいけない、おぞましいものが詰まっている。

			　俺の本能が近づくなと叫んでいるのだ。

			　そして、今回の件の裏に彼がいるのではないかという妄想が止まらない。

			　彼は俺を手に入れると言った。その策略の一環だと深読みしてしまう。

			「なにはともあれ、さっそく準備だ。どうせ、王家が言い出したことには逆らえないからな。全力でやれることをやるだけだよ」

			　今できる最善。それだけを考えよう。

			「さすがですね、クルト様。私もがんばりますわ」

			　そうして、俺は可能な限りの準備を始めた。

			　留守にしている間のエクラバの店、俺の領地。どちらも明日の午前中までに手を打っておかないとだめだろう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　ファルノに話を聞いた翌日、早朝から俺の不在時の村長代理となるソルトに毎度のことながら不在時の指示を出す。

			　ソルトにはいつも迷惑をかけっぱなしだ。もう、いい加減正式な村長に任命して、俺は父の後をついで領主になるべきかもしれない。

			　ソルトなら、この村を正しく運営してくれるだろう。

			　今回、受勲式を終えて帰ってきた時に村が問題なく運営できていれば、ソルトを村長にすることを本格的に考えよう。

			　そして、今日は本来なら菓子を作る日ではないが、菓子作りを担当する一人を呼び出していた。

			「クルト兄様、来たよ！　今日はまた特訓？　うれしいな」

			「来てくれてありがとう。ミル」

			　彼女はミル。エクラバから移民としてやってきた孤児の一人で、十三歳とまだ幼いがお菓子作りにおいては天才的なセンスをもっている。

			　時間を見ては彼女にいろいろと菓子作りの手ほどきをしてきた。彼女なら俺の後を継げる。

			　それほどの器だ。

			「ミル、今日から二週間ここを留守にすることになった」

			「クルト兄様が!?　どうしよう、その間、お菓子が作れないよ」

			「そうなるな。だから、おまえに頼みたいことがある。今まで俺がやっていたベリークッキーとピナルのハチミツケーキ、その材料の配合比率の決定と焼き時間の微調整。それをミルがやれ」

			　お菓子作りでもっとも大事なのはレシピだ。

			　レシピ通りにお菓子を作ることは、この村でお菓子作りをしている面々ならできるようになっている。

			　とはいえ、そのレシピが厄介で、同じ材料を使ったとしても材料の品質にばらつきはあるし、その日の気温や湿度でも変化が出る。その日、その日で材料の質と環境の変化に合わせて材料の配分や焼き時間のわずかな調整が必要になるのだ。

			　そこの部分だけはずっと俺がやってきた。

			　それをミルに頼む。

			「むっ、無理だよ。わたしもだいぶうまくなってきたけど、クルト兄様に比べたら、まだまだだもん」

			　ミルが首と手をぶんぶんと振って否定する。

			「まだまだだって言えるミルだから信用できるんだ。ミルのお菓子は十分通用する。俺の店に出していいと太鼓判を押せるレベルだ」

			　そう、ミルはとんでもない勢いで上達している。

			　定番メニューのベリークッキーとピナルのハチミツケーキであれば、俺に近いレベルのものが作れる。

			　彼女のお菓子と俺のお菓子、その違いを食べてわかるのは本当に味がわかる人間だけだ。その違いをちゃんと認識できる時点でミルは天才だ。他の者なら劣っていることにすら気付けない。

			「ほんとにいいの？　わたしのお菓子はクルト兄様のより落ちるよ」

			「うん、それでも頼む。落ちていると認識できているなら、いつか追いつくさ。ここから先はセンスの問題だ。自分の出すお菓子がそのまま店に並ぶ。その経験はミルの成長に絶対必要なものだから、ここで成長してほしい」

			　彼女に足りないのは、経験だ。

			　今回、踏ん張れば、きっとそれは彼女の力になる。

			「わかったよ。わたしがんばるね！」

			「応援しているよ。がんばってくれるミルのために、最高のお土産を買ってくるから楽しみにしておいてくれ」

			「わーい。お土産だ。ますます気合が入るよ」

			　これで、エクラバの店のほうはなんとかなるだろう。

			　ミルの舌と腕なら看板を汚すようなお菓子を作らない。

			「それともう一つお願いがある。こっちは週替わりのほうだけど。これを食べてくれ」

			　俺が取り出したのは来週からの新メニュー。パプルのババロアだ。

			「クルト兄様の新メニュー、本当に食べていいの!?」

			「そうしてもらわないと困る」

			「じゃあ、さっそく」

			　ミルは、目をきらきらさせながらパプルのババロアを味わう。見た目と香り、舌触りと味。

			　そのすべてを堪能し、検証する。

			　この子は初めてのお菓子を食べて感動しながら、同時に作り方を想像しているのだ。

			　それを無意識に行う。こういうところも才能だろう。

			「パプルの酸味と高貴さを出しながら、豊かで優しい味。この二つの食感が違う層の相乗効果がすごい。さすがはクルト兄様、とっても素敵なお菓子だよ！」

			「口に合ってよかった。このお菓子のレシピがこれだ」

			　俺はそう言って昨日作っておいたレシピを渡す。

			　ミルは文字は最低限しか読めないが、レシピに出てくる単語は経験則で読み解けるようになっていた。

			「簡単そうに見えて、すごく難しいお菓子。上の柔らかいのと下の固いの、単体だけじゃなくてコントラストを考えてぎりぎりで水分量を見切るのは大変そう」

			「うん、それがこのお菓子のポイントだね。それをミルに作ってほしい」

			「むっ、無理だって、カスタード・プティングもまだぜんぜんだし、こんな新メニューなんて」

			「カスタード・プティングよりは難易度は低い。実はね、昨日のうちにものすごい数を作ってティナが凍らせたのを保冷庫に保存しているんだ。五日はそれでしのげるだろうけど、そこから先は在庫切れ。エクラバの店の週替わりメニューがなくなってしまう」

			　そこが最大の問題だ。

			　週替わりのメニューは、一番売れる。熱心なファンが多く品切れは避けたい。

			　ちなみに保冷庫は土魔術で作ったもので、完全な密閉空間。パプルのババロア自体を凍らせているし大量の氷を一緒に入れているので商品を完全な状態で保存できる。

			　とはいえ、昨日徹夜でパプルのババロアを作り続けたが、所詮一晩の仕事だ。作れる数に限りがあり俺の不在時の期間すべてをまかなえるものではない。

			「ミル、凍らせた在庫がなくなるまでの間に、そのレシピとミルの舌で俺の作ったものに迫った品質のパプルのババロアを作ってほしい。そして、もしできるなら、本来の週替わりのタイミングでミルなりのアレンジをして新たなメニューに生まれ変わらせてくれ。それが、ミルへのお願いであり、師匠から与える課題だ」

			　完全な新作ではなく、マイナーチェンジ。

			　とはいえ、パプルのババロアはかなり完成度が高いお菓子だ。これを劣化させずにアレンジを加えるのは並みのセンスではできない。

			　だが、ミルならあるいはと期待してしまう。

			　というより、相手がミルでなければ、こんなことは頼まない。〝アルノルト〟の名を冠する店に俺以外のメニューが並ぶ。そのことは重い意味を持つ。ミルだからこそ頼める。

			　ミルは真剣な表情になって口をぱくぱくさせる。即答できないのは、俺が言ったことがどれだけ難しいことかわかっているからだ。

			　彼女は俺のお菓子の最大の理解者である。だからこそ、メニューを任されることの意味が伝わる。一分ほど待った。ミルが決意を込めた表情で口を開く。　

			「やってみる。全力で取り組んで、五日でクルト兄様のパプルのババロアを再現して、一週間であたしなりのババロアを作ってみせる！」

			　俺は微笑む。よく言った。それでこそ俺の一番弟子だ。

			　この課題を乗り切れるかどうかで、殻を破れるかどうかが決まる。

			　ミルのこの姿は勇気をくれた。こんなに小さな弟子が、無理難題に前向きに取り組んでいるのだ。俺が多少の無茶ぶりをこなせないでどうする。

			「じゃあ、ミル。今から三十分質問タイムだ。俺に聞きたいことは全部聞いておけ」

			　俺がそう言うとミルはパプルのババロアを一口食べ、考え込む。

			　そして、マシンガンのように勢いよく、次々にお菓子作りに必要な情報を手に入れようと質問してきた。

			　頼もしい。

			　そう感じながら、俺はできるだけ優しく彼女の質問に答えていった。

			　弟子の成長が楽しい。

			　俺も彼女に負けないようにがんばろう。受勲式も無事乗り切ってみせるし、過去に作ったインペリアル・トルテ。それを超えるメニューぐらい作ってみせよう。

		

	
		
			第16話　クルトの好物ケーキ

			　

			　すべての準備を終えた俺は竜車でエクラバに向かっていた。

			　弟子の成長ぶりを確認できて少しうれしくなる。

			　想像以上にミルはしっかりしている。お菓子の腕だけでなく性格そのものが菓子職人(パテイシエ)向きだ。

			　とはいえ、あくまで彼女に向いているのはお菓子作りだけだ。美味しくお菓子を作る能力以外はかけている。

			　コストを計算すること、見た目や香りへの注意力、客層を読み取り求められるお菓子を推測する能力はまだまだだ。

			　美味しいだけのお菓子で通用するほど、この世界は甘くない。

			　実際、俺の世界でもお菓子作りがうまいだけの天才は、早々に潰れていった。一度に全部を求めることはしない。少しずつ鍛えていこう。

			「申し訳ございません。クルト様には毎回無理なスケジュールを押し付けてしまって。フェルナンデの力がもう少し大きければ、もっと余裕をもって難局に当たっていただけるのに」

			　桃色の髪をした美少女のファルノは悔しそうにドレスの裾を握りしめていた。

			　彼女は婚約者なのに俺の力になれないことが悔しいのだろう。

			「仕方ないよ。いくらフェルナンデ辺境伯とはいえ、前回は公爵で今回は王家だからね。逆らえるわけがない。もちろん、時間があったほうがうれしいよ。それでも、無茶ぶりには慣れているんだ。心配はいらない」

			「クルト様、心強い言葉をいただけて安心しました。私も少しでも力になれるように尽くしますわ！」

			　ファルノがほっとした顔をした。

			　ちなみに、今のは強がりではない。

			　俺はかつて海外の高級レストランに勤めていた。超ＶＩＰのお客様も訪れており、そういうお客様に限ってとんでもない無茶を言うし断れない。

			　そんなぎりぎりの勝負をずっとしてきた。

			　だから、無茶には慣れている……今回もなんとかしてみせる。

			　竜車にはファルノの他にも数人乗っている。一人は俺の武術の師匠であり、ファルノの執事を務めるヴォルグ。

			　そしてあと二人……。

			「クルト様、何度乗っても竜車はいいですね！」

			「ねえ、クルト。いっそのことこれでどーんって王都まで行っちゃわない。そしたら時間に余裕ができるよ！」

			　キツネ耳をピンと立てたティナと、金色の髪を手で押さえたエルフのクロエがそれぞれに話しかけてくる。

			「竜車で行ければ楽なんだけどね。王都はかなり警戒が厳しいんだ。近くの空を認可を受けていない竜車で近づこうものなら、すぐに撃ち落とされる」

			　それが問題だった。

			　竜車は便利だが、同時に危険視されやすい。とくに王都の領空なんて常に警戒網が敷かれている。

			「へええ、物騒だね。なら陸路で行くのかな」

			「それは遠慮したいな。たぶんだけど、そのあたりのことはうまくフェルナンデ辺境伯が手配してくれているんじゃないかな」

			　そのあたりのことはそつがない人だ。

			　もし陸路を行くとすれば、かなり厳しい日程になる。特急馬車を乗り継いでなんとかというところだ。

			　竜車もだいぶ乗り慣れてきた。外の景色であとどれぐらいで到着するかがわかる。

			　ずいぶんと竜車に助けられている。これの便利さを知ったら今更馬車になんて戻れない。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　フェルナンデ辺境伯の屋敷の庭に竜車が着陸した。

			　フェルナンデ辺境伯の使用人たちが竜車に駆け寄ってくる。

			　そして、荷物を回収していった。

			　今回の荷物は最小限。アルノルト自慢のハチミツ。クルミバター、ピナルとパプル、そのジャムとコンポート。最後の最後にとっておいたチョコレート。葛粉、それに最近新たに特産品として加わったグレープシードオイル。

			　この辺りはアルノルト領以外では手に入れることが難しい。

			　王家の方々は、ありとあらゆる美食を経験されている。

			　だからこそ、アルノルトでしか手に入らない材料を使うというのは、一つの突破口になりえる。

			　馬車から降りるなり、使用人たちの代表格が俺にフェルナンデ辺境伯からの言葉を伝える。

			「わかった。すぐに行こう」

			　いつもなら、湯あみをして服装を整えてから専用の部屋での謁(えつ)見(けん)という形になるが、フェルナンデ辺境伯も焦っているのか着の身着のまま彼の執務室に来てくれという指示だ。

			　俺は頷いて、ファルノたちに後を任せて使用人について歩き始めた。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　連れられたのはフェルナンデ辺境伯の執務室。

			　そこにあるのは本棚や机、そして書類の山。調度品は最小限。一つ一つの質は素晴らしく、それでいて実用性抜群。

			　人に見せるための部屋ではなく、最高に能率よく仕事をするための配慮が張り巡らされた部屋だ。

			　それを見て、父の部屋を思い出した。

			　どんな豪奢な部屋よりも、俺はこういった部屋が好きだ。

			「よく来てくれたね、クルトくん」

			「お久しぶりです、フェルナンデ辺境伯」

			　少し驚いた。

			　どんな時でも優雅で余裕があるフェルナンデ辺境伯。

			　しかし、若干髪が乱れているし疲れた様子だ。良く知っている人間でないとわからないほどではあるが、彼が疲れを見せているのだ。

			「ずいぶんご無理をされているんですね」

			「ふふ、ばれてしまったかい。やれやれ、若い時は三日ほど寝なくてもそれが表に出なかったのだがね」

			　疲れた笑みを浮かべる。彼の机には書類と手紙が山積みにされていた。

			　フェルナンデ辺境伯は飾りの辺境伯ではなく、自ら辣(らつ)腕(わん)を振るう名君だ。

			　その彼が、急きょ何日も領地を留守にする。それは俺がアルノルトを留守にするよりも大きなダメージになる。

			　そして、彼は自分の仕事だけでなく俺の叙爵がつつがなく終わるようにサポートも同時並行で行っている。

			　おそらく、ここ数日はろくに眠る暇もなかっただろう。

			「私のために……感謝します」

			　謝るのではなく礼を言った。謝るのは彼への侮辱だ。

			「いいんだ。寄子のために動くのは私の務めだ。それに前も言っただろう。君の活躍は私の活躍でもある。私は私のために働いているにすぎない」

			「なら、私は、アルノルトとあなたのために全力で動きましょう」

			　それ以外に彼への恩を返す方法は存在しない。

			　貴族のほとんどは信用できない。だけど、彼だけは信用できる。

			　俺がまだ爵位を継げるかどうかわからないような時に、写本の仕事を斡(あつ)旋(せん)してくれた。俺の考えた農法を馬鹿にせず自領でも取り入れ褒(ほう)美(び)をくれた。

			　彼は自分の目で有能な人間を見抜き、支援をする。俺があこがれる大人の一人なのだ。

			「クルトくんは頼もしいね。まったく、息子も君の三分の一ぐらい優秀だったら……ごほんっ。これからの日程を話そうか。二日後、ここにレナリール公爵の竜車が迎えに来て彼女の領地に向かう。そしてレナリール公爵との謁(えつ)見(けん)。一週間ほど、レナリール公爵領で、レナリール公爵派の貴族たちと次々に会ってコネを作る。同時に、彼女が用意した礼儀作法のプロの講師から叙爵の際に恥をかかないように教育を受ける」

			「いたれりつくせりですね」

			「彼女は君を気に入っている。私と同じだよ。将来、君という存在は武器になるから自分のものだとアピールする意味合いが強い。意外かもしれないが貴族同士の争いというのは、同一派閥内がもっとも激しい。若くしてありえない出世をする君は目をつけられるだろう。そこでレナリール公爵が付き添って派閥の貴族たちに会わせることで『下手な嫉妬で若い才能を潰してみろ、私の権力でおまえらを潰すぞ』と脅しをかけるんだ」

			「それでは逆に嫉妬心をあおりませんか？」

			「すでに、君がお気に入りであることは広まっている。ならばいっそのこと、ただのお気に入りではないと強調するんだ。振り切るという戦略だね。私も正しいと思うよ。君の実績ならそれをしても大丈夫だ。無能相手に同じことをすると自分の評判を下げるから、ごめんだけどね」

			　俺の想像すらできない世界。

			　アルノルトはよくもわるくも今までろくに他の貴族とかかわりを持っていなかった。

			　これからはそういうものが多くなってしまうだろう。

			　男爵となって正式な貴族になれば、より自由に領地経営が行える。少しずつ領地を栄えさせて、今まで以上にいろんなお菓子の材料を手に入れ、思うがままに腕を振るい、もっとたくさんの人にお菓子を広めていけばそれでいいと思っているのだ。

			　ゆえに本音を言えば、俺はこれ以上の出世は望んでいない。

			　その考えを他の貴族たちに話しても信じてはもらえないだろう。彼らは貴族とは出世を目指すものという固定観念がある。

			「わかりました。その一週間が経ったあとは？」

			「王都に向かう。再度レナリール公爵の竜車を使う。あれなら王都内にある停留所に止められる。そこで三日ほど挨拶回りをし、四日目に王家の方々に君がお菓子を振る舞うんだ。そして五日目、叙爵される。君はめでたく男爵になるわけだ」

			「……忙しすぎて目が回りそうですね」

			「大丈夫、私もレナリール公爵も全力でサポートする。この日程は変えようがない。君には申し訳ないが、この嵐のような忙しさの中、最高のケーキを作ってほしい」

			「ええ、そのつもりです。俺は過去の俺を超えてみせましょう」

			　その覚悟はある。

			　俺のすべてをぶつけよう。

			　そういえば、大事なことを忘れていた。

			「フェルナンデ辺境伯、大変申し訳ございませんが、紳士服の職人を一人紹介してもらえないでしょうか」

			　叙爵式に着ていく服がない。

			　だから俺は一流の職人を紹介してもらい、金で頬を叩き、同行してもらいながら二週間かけて最高の服を作るという荒業を考えていた。

			「ふははは、大丈夫、その心配はないよ。レナリール公爵のところに向かう時に服を作っただろう。その時のサイズですでに発注済みだよ。完成日は明日だ」

			　俺はほっと胸を撫でおろす。最悪の事態は避けられた。

			「では、もう一つのお願いを。明後日出発とのことですが明日は王家のかたに振る舞うお菓子の材料を集めに市場に出ます。それから試作をしたいので厨房を貸してください。他にも、今回ご協力をいただくフェルナンデ辺境伯とレナリール公爵のためのお菓子を作りたい」

			「もちろんいいよ。君のお菓子、楽しみだな。新作かい？」

			「ええ、俺の得意なケーキの一つです。楽しみにしてください」

			　俺は西洋のケーキはほぼすべて作れるが、とくにウィーン菓子やドイツ菓子が得意だ。

			　今回作るのは、ドイツの地方で作られる日本では知られていないが味は抜群のケーキ。

			　赤ワインとチョコレートで作る力強い大人のケーキ。

			　名をロートヴァインクーヘンという。

			　俺の大好物でもある、そのケーキを作ろう。

			　これを作るにはうまい赤ワインが必須だが、その当てはある。あのワインなら最高のロートヴァインクーヘンを作れるだろう。

			　実を言うと今回のケーキについては、作ることや食べて喜んでもらうことよりも、自分で食べるのが楽しみなのだ。

			　俺は頭の中で、レシピを思い出し改良を加えていった。

		

	
		
			第17話　赤ワインとチョコレートのお菓子

			　

			　エクラバの街で材料を買い込みつつ、お菓子作りにいそしむ。

			　お菓子を作るのは、今回お世話になるフェルナンデ辺境伯とレナリール公爵へのお礼を兼ねている。

			　作るのは赤ワインとチョコレートを使ったお菓子、ロートヴァインクーヘン。

			　ドイツ発祥のお菓子で見た目は地味だ。店で買うというより家庭で楽しまれることが多い。

			　だが、チョコレートの苦みと甘み、赤ワインの酸味。それにサワーチェリーのフルーティな風味が口いっぱいに広がって素晴らしくうまい。

			　俺も好物で、かつてはよく作っていた。

			　これは素材の味がストレートに出る。とくにたっぷりと使う赤ワインは、いいものを使わないと美味しくならない。

			「やっぱり、あの工房はすごい。赤もいい出来だ」

			　俺はコップに三分の一ほど注いだ赤ワインを楽しむ。

			　グレープシードオイルを作るために種をもらっているワイン工房。

			　そこは白ワインがメインだが、赤のほうも作っている。

			　ぶどうの質がよく、職人の腕もいい。これほどの赤ワインは生まれ変わる前の世界でもなかなか手に入らないだろう。

			　最高のロートヴァインクーヘンが作れる。

			「クルト様、お酒のケーキなんてびっくりです」

			　銀色のキツネ耳美少女のティナが、興味深そうに赤ワインを見つめていた。

			　反射的に赤ワインを隠す。

			　ティナにお酒を飲ませてはいけないと過去の経験から学んでいる。

			「お菓子にお酒を使うことはそれなりに多いんだ。実際、俺はよくピナルやパプルのコンポートを使う時、果実を煮込んだ酒を生地に入れているじゃないか」

			「あっ、たしかに使っていました」

			「お酒を使うと味に深みがでるんだ。小麦との相性もいいしね」

			　酒は万能の調味料だ。

			　とくに、こっちの世界では手に入る調味料が少ない。ついつい頼ってしまう。

			　エルフのクロエも面白そうに赤ワインを見ていた。

			「へえ、真っ赤なお酒なんてあるんだ。飲んでみたいな」

			「たぶん余るから、そしたら飲んでいいよ」

			「やった！」

			　クロエは結構お酒が好きだ。

			　ピナルやパプルを定期的に精霊の里から届けてもらっているが、その際には必ず米に似た穀物で作った酒が彼女に届く。

			「私も、飲みたいです！」

			「「ティナはだめ」」

			　俺とクロエが同時に止める。

			　クロエも一度まきこまれたことがあるから必死だ。

			「ううう、ひどいです」

			「お酒はだめだけど、ケーキのほうはあとで食べさせてあげるから我慢してくれ」

			　ティナが膨らませた頬を引っ込め、目を輝かせる。

			　現金なものだ。

			　さあ、お菓子作りを始めよう。

			　ボウルにカカオの粉と小麦粉を混ぜ合わせてふるいにかける。

			　さらにシナモンを投入。今日、市場で購入したばかりのものだ。発見できたのは本当に運が良かった。あるだけ購入してストックしておく。

			　シナモンはお菓子作りにおいて使用頻度が高い。シナモンを使うと独特の甘みと魅惑的な香り、さらにアクセントとなるわずかな辛みがあり味に幅が出る。ただ、使いすぎると味と香りのバランスが崩れ、すべてをぶち壊しにするので注意が必要だ。

			　耐熱容器にバターを入れてティナに温めてもらう。

			　バターが溶け始めると、ハチミツ、少量の塩、そして卵黄を加えてかき混ぜる。

			「クルト、バターが溶ける匂いっていいよね」

			「だね、俺の領地でも牛を飼えるといいんだけどね」

			　貧乏領地のアルノルトでは牛ではなく山羊を飼っている。

			　牛は飼料の消費が激しいし病気にも弱く、何かとお金がかかる。そもそも大人になるまで時間がかかり数も増やしにくい。

			　山羊の乳もお菓子に使えるが、あれは結構クセがあるし牛に比べると力強さがない。

			　使う際にはお菓子との相性を考えないといけない。

			　今回のように、赤ワインとチョコレートの香りを楽しんでもらうお菓子の場合は、山羊のバターは香りが喧(けん)嘩(か)するので使えない。とはいえ、ほかの油、たとえばグレープシードオイルやクルミバターでは、赤ワインの強さを受け止めきれない。

			　だからこそ、アルノルトの素材を使わず牛の乳から作ったバターを購入した。

			「ないものねだりをしても仕方ない。調理を続けようか」

			　卵黄とバターが混ざり合ったところに、小麦とカカオの粉を混ぜたものを少しずつ加えていく。

			　混ぜ合わせる時に練らないのがコツだ。練ると食感が悪くなる。

			「そろそろ本命の出番だね」

			　粉を入れ終わったら次は赤ワインを投入する。

			　ここでちょっとした工夫を加える。ラム酒を少し混ぜるとより赤ワインの風味が引き立つ。

			　さらに、アーモンドを粉末にしたものを入れる。これも通常のロートヴァインクーヘンにはない手順だ。

			　これで赤ワインを受け入れるだけの強い生地になる。アーモンドの香りとコクは強い武器になる。

			　さらに刻んだチョコレートを加えた。

			　さて、秘密兵器を使うか。

			「クルト、これだめだよ。腐ってる」

			　俺が取り出した瓶を見てクロエが慌てて調理を止めようとする。

			「腐っているんじゃなくて発酵しているんだよ。クランベリーの酵母だ」

			　俺が取り出した瓶は、クランベリーを水に浸して発酵を進めたものだ。水面にカビの様な白い塊が浮いていた。

			「これ、本当に食べて大丈夫なの？」

			「うん、こいつを入れると生地がふっくらとするんだ」

			　こっちの世界で俺が不便に感じているのは、ベーキングパウダー、いわゆるふくらまし粉がないということだ。

			　あれがないとケーキがうまく膨らまない。

			　今まではしっとりとしたケーキを作ってきた。それならばふっくらとしていなくても問題ない。

			　だが、そればかりでは飽きる。

			　だからこその酵母だ。

			　酵母もベーキングパウダーも、その効果は生地に混ぜ込んで焼く時に炭酸ガスが発生し生地を膨らませるという点で一緒なのだ。

			　だからこそ、俺はさまざまな酵母を作って実験をしており、成功例がいくつかできた。

			　今回使うのはクランベリーを使って作ったクランベリー酵母だ。

			「うわあ、本当にカビみたいなの入れちゃった」

			　瓶に入っていたクランベリーの色に染まった液を入れる。

			　クロエが驚いた顔をする。

			「まあ、焼く時になったらこれの効果がわかるから」

			　この世界では、まだ酵母というものの存在が発見されていない。

			　ふっくらとしたパンやケーキを誰も知らないのだ。

			　そんななか、酵母を使ったお菓子はそれだけで圧倒的なアドバンテージをもつ。

			　生地を発酵させるため、少し休ませる。

			　休ませている間はティナやクロエと雑談で時間を潰す。生地が膨らんできた。発酵は十分だろう。

			　最後に生のクランベリーをたっぷりと加えた。

			　本来、ロートヴァインクーヘンはサワーチェリーを使うが、フレッシュなクランベリーを今回は使う。

			　その意図は二つ。

			　一つは、酵母液との相性の良さ。酵母液はベーキングパウダーとして素材に使った果実の香りと味がつく。一体感を出すためにあえてチェリーではなくクランベリーを使う。

			　もう一つは、見た目をよくするため。サワーチェリーみたいな大粒の赤い実を生地に入れて焼き込むとあまり見た目が美味しそうにならないのだ。大きな穴に黒ずんだ赤色のしわだらけのチェリーは食欲を減退させる。味は良くても贈り物のお菓子には致命的だ。この辺りがロートヴァインクーヘンが店に並ばず家庭でのみ愛される理由だろう。

			「生地の仕上げだ」

			　生地を混ぜながら、白身を泡立て作ったメレンゲを少しずつ加えていく。

			　メレンゲを全部入れ終えて完成。

			　今回のために作った専用の型に注ぎ込む。

			「ティナ。焼成していく。手を貸してくれ」

			「はい、クルト様！」

			　型をオーブンに入れ、ティナの力を借りて、生地を焼き上げていく。

			　ティナの炎は火力の調整が楽で非常に助かる。

			「ティナ、クロエ、窯の中を見てくれ。酵母を入れたケーキ特有の魔法が見られるから」

			　さあ、今から酵母の力が発揮される。

			「うわぁ、クルト様、生地が膨らんでます」

			「まるで魔法だね。驚いたよ！」

			　二人が大きく膨らむロートヴァインクーヘンを見て驚きの声をあげる。
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			「あれは生地の中に空気が入って膨らんでいるんだ。生地に空気が入ることでふんわりした食感になる。ふんわりしたケーキは、まだ誰も食べたことがないはずだよ」

			「楽しみです！　早く食べたい。それにすごくいい匂い。チョコレートの焦げる匂いに、ぶどうの素敵な香りがします」

			「この香りは暴力だよ。クルト、もう待ちきれない」

			　赤ワインとチョコレート。

			　ともに焼き上げることで香りが強く魅力的になる。そこにクラベンリーとシナモンの香りも混ざり合い、昇華する。

			　香りの多重奏。

			　このケーキは味も抜群だが、何より香りに特化したケーキだ。

			　ティナとクロエはケーキに夢中で目が釘付けになっている。

			　よし、完成だ。

			「ティナ、オーブンから取り出して」

			「はい、クルト様」

			　オーブンからロートヴァインクーヘンが取り出される。

			　それを型から外す。

			　今回は見た目をよくするために特殊な型を作った。

			　巨大なドーナッツを横から真っ二つに切ったような、中心に空洞がある半円。　

			　さらにババロアのような波打つ形をしている。

			　最後に、ココアパウダーで黒い化粧をして完成だ。

			「さあ、できた。これが赤ワインとチョコレートのケーキ、ロートヴァインクーヘンだ」

			　本来はただの家庭菓子。

			　だが、ラム酒を加え、シナモン、アーモンドパウダー。クランベリー酵母にメレンゲの工夫で味の品の底上げを行い、見た目にも気を配ることで進化させた。

			　このロートヴァインクーヘンなら宮廷菓子としても通用する。自信作だ。

			「さあ、味見だ。俺の大好物のケーキ、味わってくれ」

			　ケーキをカットし、生クリームを添えて二人の前に出す。

			　すると、もう我慢できないとばかりに二人はケーキに手を伸ばした。

		

	
		
			第18話　お菓子の材料は黒い宝石

			　

			　赤ワインとチョコレートをたっぷり使用した新作のケーキ、ロートヴァインクーヘンを無事完成させた。

			　最近舌が肥えてきたティナとクロエも気に入ってくれたので一安心だ。

			　そのティナとクロエはこの屋敷の使用人たちに連れていかれてしまった。

			　俺の使用人として王都に行くので、俺に恥をかかせないようにと、フェルナンデ家の使用人たちがいろいろと教えてくれるらしい。

			　一人になった俺は、余熱を冷ましたロートヴァインクーヘンを包もうとしていた。

			　赤ワインとチョコのいい香りが漂ってくる。

			　自分でも試食してみよう。ティナたちが試食したほうのケーキが一切れ残っていたので口に含む。

			「うん、やっぱり酵母は必要だな。ケーキはふんわりしていないと」

			　この世界ではベーキングパウダーがないせいで、ふんわりしたパンやケーキはなかなか食べられなかった。

			　それでは菓子職人(パテイシエ)として物足りないので酵母を作り、今回は酵母を使って焼き上げた。おかげで空気をたっぷり含んだ生地が出来上がった。

			　このふんわりした食感は武器だ。この世界では俺以外に作れない。

			　ただ、酵母にも欠点がある。果実を水につけて発酵させることで作る天然酵母なので、酵母液に使用した果実の味と香りがお菓子にうつる。

			　今回のケーキは、クランベリーの風味と相性がいいケーキだから問題ないが、考えなしに酵母を使えば味と香りのバランスが崩れる。

			　酵母を作るのに使った果実によってはうまく生地が膨らまない。

			　いろんな果実で酵母液を作っておき、使い分けようと考えているが、なかなか塩梅が難しいのだ。

			　それを考えるのも楽しくはある。菓子職人の醍醐味というやつだろう。

			「さて、包もうかな」

			　エクラバで開店した菓子店用に作ったパッケージにロートヴァインクーヘンを包む。

			　これから俺が作るお菓子は用途にかかわらず、すべて店の名前が入ったパッケージに包んで相手に渡す。

			　こうすることで有効な宣伝となる。

			　貴族という人種は自慢が大好きだ。美味しいものを食べれば、頼まなくても勝手に広めてくれる。その時に紹介された側の目に店の名前が入ったパッケージが入れば新しい客となってくれるのだ。

			「クルト様、頼まれていたものを仕入れられましたわ！」

			　ケーキを包んでいると、息を切らせながらファルノが厨房に入ってきた。

			「ファルノ、ありがとう。助かるよ。王都で作るケーキには絶対に必要なものだったんだ」

			　ファルノが大事そうに木箱を抱えている。

			　ここにいても上物だとわかる。

			　これは非常に香りが強い食材であり、本当にいいものは木箱に入っていてもその存在感を放つ。

			　お菓子ではなく料理で使われることが多い食材だが、デザートに使うこともできる。菓子の最先端であるフランスでは、最近になって本格的にデザートにも使われるようになった。

			　大人を酔わせる最上の香りは、コイツでしか出せない。

			　異世界にこの黒い宝石と呼ばれる超高級食材があるとは思ってはおらず、見つけた時には驚いたものだ。

			　俺が市場に行った時に並んでいたのは香りが弱く小さい二級品で、それを購入して持ち帰り、ファルノに頼んでもっと香りが強く大きいものを入手するように頼んでいた。

			「一級品は高かっただろう。あとで請求してくれ。四大公爵の食事会はフェルナンデ辺境伯経由の依頼だったけど、今回の王族相手のお菓子までは甘えられないからね」

			　今回の件はあくまで俺が抱え込んだ案件だ。

			　婚約者であるファルノの力を借りることはできても、フェルナンデの財力を借りることはできない。

			　……服や人脈、さまざまなものを借りてはいるが、こんなところまで甘えられない。

			「気になさらないでください。すごく安かったですわ。そうですね。リンゴが五つ買えるぐらいのお金です」

			「一級品のこれが!?　こっちでは、あまり重宝されていないんだな」

			　木箱を開ける。サイズも香りも一級品。

			　もし、日本でこれだけのものを手に入れようとすれば十万は必要だ。

			「私もこれがそこまでいいものとは思えないです。食べたことはありますけど。香りはいいですが、味はあまりしないし、歯応えもあまり好きじゃないですわ」

			「調理の仕方の問題だね。扱いが難しい食材なんだ」

			　ファルノは食べたことがあるのか。

			　彼女の感想を聞いて、これの評価が低い理由がわかった。

			　ようするに、この世界の人々はコイツを使いこなせていない。

			　日本でもそうだった。海外では宝石のように扱われている、こいつの評価が低い。その理由は二級品しか手に入らないことと調理法及び、保存法の拙さ。

			　だが、そんな連中でも本物を食べさせれば、なぜ海外で愛されているのかを理解する。

			　この世界の人々も同じだろう。

			「クルト様がそこまで言うのなら、楽しみになってきましたわ。お菓子が完成したらぜひ、食べさせてください」

			「俺からも頼むよ。ファルノの舌は頼りになるから」

			　幼いころから美食をたしなみ、なにより貴族の舌を持っている。

			　彼女が味見してくれるのは心強い。とくに相手が名だたる貴族や王族であった場合、俺では気づけないところにも気づいてくれるだろう。

			「ところで、クルト様。今包んでいるお菓子、そちらはいただけないでしょうか？」

			「実は、これはだめなんだよ」

			　俺がそう言うと、ファルノが露骨にがっかりした顔をする。

			「クルト様は意地悪ですわ」

			「俺はかまわないんだけど、フェルナンデ辺境伯がレナリール公爵に、抜け駆けで俺の新作お菓子を食べるのはずるいと言われていてね。フェルナンデ辺境伯は、ならファルノにも食べさせないと言い出したんだ。だから、レナリール公爵家に着くとお茶会を開くって聞いてるから、その時まで待ってほしい」

			　そういうと、ファルノが頬を膨らませる。

			　フェルナンデ辺境伯の子供っぽいいたずらにまきこまれたのだから怒りもする。

			「わかりましたわ。それまでの楽しみにしておきます。クルト様、お茶会では大き目にカットしてくださいね」

			　ファルノのささやかなお願いが面白くて俺は苦笑してしまった。

			「ああ、任せておけ。たしか、レナリール公爵家への出発は明日の昼だったよね」

			「そうですわ」

			「なら、今日は今から市場に出るか。ファルノ、付き合ってもらえるかな？」

			「はい、よろこんで！」

			　ファルノが腕を組んでくる。

			　特訓中のティナとクロエを置いていくのは気が引けるが、少しでもいいお菓子を王家のかたに食べていただけるように今できることをしよう。

		

	
		
			～二週間前、王城の一室にて～

			　

			「今日のコースはすごい！　これがレナリール公爵の食事会で出された料理か！　美味しいし新しいし楽しい。これほどのコースは余ですら食べたことがない」

			　十代半ばの黒ずんだ金髪の少年が、恐ろしい勢いで料理をかきこんでいた。

			　本来コース料理は順番に一品ずつ出していくのだが、この少年は煩わしいからと一度に出させている。

			　それも、大皿に入れて大量にだ。

			「とくに、このウナギのパイ包みと、翡翠鴨の丸焼きはいいな！　こんなうまいものを余に黙って食べたなんて生意気だぞ」

			「グランタ王子、申し訳ございません。私もまさか、あの田舎貴族の食事会でこれほどのものが出されるとは思っておりませんでした」

			　この場にいるのは、フェデラル帝国の第三王子であるグランタ王子と、四大公爵の一人、西を司るヘルトリング公爵。ヘルトリング公爵は野心家の美しい青年であり、貴族派の中でも一際強い力を持つ。

			　今日提供されている料理は、レナリール公爵がアルノルト次期准男爵に用意させたものを再現したものだ。

			「うまい、うまい！　おかわりだ。おかわりをもて！」

			　それを豚のようにグランタ王子は食い漁っていた。その様子をヘルトリング公爵はただ眺めている。彼は内心で、グランタ王子をあざ笑っていた。
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			　グランタ王子は、王位継承権であれば長男、次男、長女に次いでの第四位。

			　高くはあるが、彼が実権を握ることは考えにくい。

			　なぜなら、他の王子や王女は優秀かつ欲に溺れることなく国のために行動できるが、グランタ王子だけは無能で自分の欲に忠実だ。悪いうわさもかなり広まっており、民や家臣、王や兄弟からも嫌われている。

			　しかし……だからこそヘルトリング公爵は彼に取り入っていた。

			　他の王子や王女たちなら、彼の下心など簡単に見抜くだろうし、操ることが難しい。

			　ヘルトリング公爵はこう考えている。バカな豚に取り入りつつ、うまく操る。王位継承権が豚より上の有能で扱いづらい兄と姉には消えてもらって無理やり、この豚をまつり上げる。

			　そんなヘルトリング公爵の考えを知る由もなく、料理に夢中のグランタ王子は、何度かおかわりをしてようやく満足し、デザートをもてと使用人たちに告げる。

			「ふう、満足だ。これを作ったアルノルト次期准男爵、彼の料理をもっと食べたい、他に奴が作ったレシピはないのか？」

			　ヘルトリング公爵は申し訳なさそうな顔で首を振る。

			「申し訳ございません、そういったものはございません」

			「そうか、残念だ」

			「もう一点謝らないといけないことがございます。実をいうと、この料理はアルノルト次期准男爵が作ったものより、一つか二つ、味が落ちるのです。どうしても彼の作ったものと同等のものを作れませんでした。食事会の際にアルノルト次期准男爵を手伝った料理人たち複数人に金を握らせてレシピを聞き出し、我がヘルトリング自慢の料理人たちが完璧な再現を目指し、さらに改良をしようと研究しても、劣ってしまうのです」

			　その言葉を聞いた、グランタ王子が目を見開く。

			「なっ、なんと、これ以上があるのか」

			「ええ、悔しいですがアルノルト次期准男爵の料理はもっと美味しいです。おそらく調理技術そのものが優れているのでしょう。それに今回の料理は彼の力の一部にすぎません。彼の引き出しには我々が知らない美食がたくさん詰まっている」

			　グランタ王子は美食家だ。まだ見ぬ料理への期待に胸を膨らませていた。

			　そこにデザートが到着する。

			「最後に、このコースの締めのデザートです。名をインペリアル・トルテと言います。アルノルト次期准男爵がエクラバで開いた店で購入しました。料理でも負けましたが、こちらはもう勝負にすらならない。まがい物すら作れませんでした……これを食べるには彼の店で買うしか」

			　ヘルトリング公爵の説明が終わる前に、すでにグランタ王子はケーキを素手で掴み頬張っていた。

			　口に入れた瞬間、頬を紅潮させ、体を震わせる。

			　ただ無心で食べる。今、この瞬間はケーキ以外のすべてを忘れた。

			　食べ終わると、息を荒くする。

			　呼吸をすることすら忘れたのだ。

			「これは、これはなんだ。これが、ケーキと言うなら、今まで余が食べていたものはなんだったんだ」

			「私も同じ感想を持ちました。あの男の本業は料理ではなくお菓子作りらしいのです」

			「いったいアルノルト次期准男爵とはなんなのだ。なぜ、帝国の最果ての貧乏貴族の息子がこれほどまでに洗練されたものを作れる？」

			「それはわかりません。いくら調べても、彼は今年になるまで、開拓中の貧乏で何もない村から出たことがないということしかわからないのです。本来なら、その日暮らしで学もなく、字を書けるかも怪しいはず。なのに、彼の作るものは、我らの文化の最先端すら凌駕する」

			　ヘルトリング公爵は手を尽くして、彼のすべてを調査した。

			　調べれば調べるほど、わからなくなった。

			　彼の存在はありえないのだ。

			　料理や菓子作りだけではなく領主としても先進的かつ優秀。人格的にもすぐれて民に慕われる。アルノルトの代名詞である槍の能力にも優れ、貴重な魔力持ち。そんな人間がアルノルトの環境で生まれるはずがない。　

			「ヘルトリング公爵、余は、余はアルノルト次期准男爵がほしいぞ。これほどの腕をもった男が最果てで森を切り拓くなどあってはならん。なんとかしろ」

			　ヘルトリング公爵はにやりと笑う。

			　予想通りに動いてくれた。

			　豚の鼻先に餌を垂らしたら喰いつくに決まっている。

			　アルノルトがほしいのはヘルトリング公爵も同じだ。あれは使える。料理やお菓子は使いようによっては、外交のカードにすらなりえる。

			　そして、それ以外の能力にも期待していた。

			　だが、あれは同じ四大公爵の一人であるレナリール公爵のお手付きだ。奪うとするならそれ以上の力がいる。目の前の豚のような。

			「かしこまりました。ではお知恵を。……このようにすれば彼は、グランタ王子のものになるでしょう」

			　グランタ王子は笑う。

			　彼の頭の中には今よりもっとうまい料理とお菓子を食えるようになる。

			　それしかない。

			　なぜ、ヘルトリング公爵がそんなことを言い出したのか、何を目的にしているのか。自分を利用しているのではないか？　他の王子たちなら当然警戒するが、彼にはそれができない。

			　それこそが、グランタ王子が無能と陰で嘲(あざけ)られる理由だった。

		

	
		
			第19話　レナリール公爵領再び

			　

			　最高の材料を市場で得たことで、作るお菓子の方向性を明確に決めることができた。

			　最高の香りを放つ、圧倒的に贅沢なお菓子。

			　ファルノの協力を得て仕入れられた黒い宝石は転生前ですらあまりにも高価で、最上のコースにしか使えなかった食材だ。

			　こっちの世界では気安い値段で買える。そのことがたまらなくうれしい。質も最高だ。大きく薫り高い。これだけの量があれば試作もできるだろう。

			　ただ、一点問題があった。

			「カカオの風味が落ち始めるころか」

			　前回仕入れたカカオの風味に陰りが出始めている。

			　今使えば問題ないが、王都で振る舞う時には悪化しているだろう。

			　保管には気を付けているが、この世界の設備ではどうしても時間とともに劣化していく。

			　残り少ないカカオをレナリール公爵用のお土産に使ったのはパティシエとしての意地だ。美味しいうちに使い切りたいからだ。

			　何よりも……風味が落ちたカカオで作ったお菓子を最上のお菓子と胸を張って出せない。

			　新たに仕入れたいところだが、今回は王家からアルノルト家への直接の依頼。自腹で購入しないといけないが、アルノルトの財力だと借金しないと買えない。

			　それどころか、金があっても手に入るかすら怪しい。

			　一応、市場を探し回り、ファルノに頼んでフェルナンデ辺境伯の情報網でも調べてもらったが市場に出ていない。

			　この大陸では生産されてない以上、港街であるエクラバ以外で手に入るとは思えない。

			「カカオに頼らないで、黒い宝石を活かすお菓子なんて作れるのか」

			　チョコレートぐらいに力強いものを使わないと、黒い宝石に負けてしまう。

			　時間がない。新たにカカオをなんとしてでも仕入れる。諦めて風味が落ちたカカオを使う。カカオを使わないレシピを考える。

			　三つのうちから選択しないといけない。

			　……根本的に黒い宝石を諦めてしまうのもありだが、俺はこの食材に出会った瞬間、これでお菓子を作りたいと思ってしまった。

			　その気持ちに嘘はつけない。

			　今はまだ結論は出さない。

			　レナリール公爵の領地に着くまでに方針を決定しよう。すべての選択肢を全力で考え抜く。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　ついにエクラバを旅立つ時がきた。レナリール公爵の竜車が迎えに来た。

			　出発までに余った時間は、エクラバで購入した黒砂糖を材料に白砂糖を作るのに使った。

			　白砂糖はいくらあっても困らないものだ。

			　その他には、いくつかいい酒を仕入れた。ワイン以外にも、いろいろと素晴らしい酒がある。今回はラム酒を購入した。チョコレートが手に入らないと無駄になるが、俺の理想のレシピには必須だ。

			「クルト様、まさかまたこんなに早くレナリール公爵のところに行くとは思ってませんでしたね」

			「俺もちょっと驚いている。わかっていたら店の開店を遅らせたんだけどね」

			　本当に危なかった。

			　もし、教育係として雇ったドルワートさんが店を任せられるほどの人物じゃなかったら？　もし、彼女が店長を引き受けてくれなかったら？

			　もし、お菓子作りの総括を任せられるほど弟子のミルが育っていなかったら？

			　そのどれか一つが欠けただけで、エクラバに開いた店、Arnold(アルノルト)はあっという間に信用を失っていただろう。

			　信用というものは積み上げるのは苦労するが、失うのは一瞬だ。

			「えらい人は、自分勝手だからね。わたしとしてはあんまりクルトがえらくなるのはやだなー。クルトには今のままでいてほしいよ」

			　エルフのクロエがめんどくさそうに言う。

			　まったく、この子は。

			　この竜車には、フェルナンデ辺境伯もファルノもいる。そんなことを言われて俺が頷けるはずがないのに。

			　ただ、内心では同意している。俺はえらくなりたいわけじゃない。

			　ちゃんとした貴族になりたいという想いはあった。男爵になれば本当の意味で、アルノルトの領地は自らのものになり干渉を受けづらくなる。

			　だけど、これ以上はいらないんだ。

			　男爵より上の爵位につくと、領地がさらに大きくなる。責任も義務も一気に増える。自分の領地のことだけを気にしていればいいのは男爵までだ。

			　王家や公爵家に頻繁に出向かないといかなくなり、さまざまな貴族の開催するパーティに引っ張り回され、つまらない権力争いや見栄の張り合いにまきこまれるだろう。

			　そんなのはごめんだ。

			　俺はえらい貴族になりたいわけでも権力がほしいわけじゃない。お菓子を作ってたくさんの人を笑顔にしたい。

			　身近な人たちを幸せにしてやりたい。それだけだ。

			　ぶっちゃけて言えば、今あるアルノルトの領地を守るだけの権力があれば、それ以上は邪魔とすら思っている。

			「えらくなっても俺は変わらないさ。ティナやクロエに嫌われたくないからね」

			　フェルナンデ辺境伯の前で本音をぶちまけるわけにはいかないので、控えめに気持ちを伝える。

			「クルト様なら大丈夫です。クルト様は優しいですから、えらくなってもおかしくなりません」

			「だね、わたしも自分勝手になったクルトとか想像できないな。クルトってお菓子作り以外は、本当に人に気をつかってばっかりだしね」

			　ティナとクロエが微笑みかけてくる。

			　きっと、もし俺が本当に優しい人間だと言うなら、彼女たちのおかげだろう。

			「もう、クルト様、ティナやクロエとばっかりいちゃいちゃしてずるいですわ。私だってクルト様のことを信じていますわよ」

			　ファルノが頬を膨らませる。俺は苦笑する。

			「ふむ、君にはもう少し野心をもってほしいのだがね。権力はあればあるだけいいものだよ」

			　フェルナンデ辺境伯まで乗って来た。

			　それには愛想笑いで返す。

			　今回ばかりは彼の言葉に同意できない。俺は貴族ではあるけど本質は菓子職人(パテイシエ)なのだから。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　レナリール公爵領の郊外にある。竜車の停留地に着き馬車に乗り換えて移動する。

			　レナリール公爵の屋敷には広大な庭があり、竜車を直接着陸させることも不可能ではないが、公爵のおひざ元であり、空からの襲撃を防ぐためにあの街の空に侵入することは許されないらしい。

			　馬車で揺られながら彼女の屋敷を目指すのに時間はかかるが悪い気はしない。

			　それほどまでにこの街の風景は美しい。さすがは芸術の街だ。

			　そして、ついにレナリール公爵の屋敷にたどり着いた。

			　先日よりも見張りの数が多い。きっと、前回の暗殺未遂が尾を引いているのだろう。

			　屋敷の使用人たちに案内されて、フェルナンデ辺境伯たちと別れた。

			　今日からしばらくこの屋敷でお世話になる。

			　徹底的に貴族としてのふるまいを叩き込まれながら、レナリール公爵の配下の貴族たちと次々に顔を合わせていく。それらと並行して、王都で作るお菓子の開発をする。

			　かなりハードになるが、なんとか耐えられるだろう。

			「クルト様、少し疲れてます？」

			「ちょっとね。いろいろと無理をしすぎたかな。ずっと徹夜続きだったんだ」

			　アルノルトの領地を留守にするために可能な限り無茶をした。

			　エクラバの店で振る舞う週替わりのお菓子のストックを全力で作り続けた。

			　エクラバに着いてからは着いてからで、レナリール公爵に贈るお菓子を作り、市場を歩き回り材料をかき集めた。

			　ここ数日、ろくに寝ていない。

			「このままじゃ、クルト様が倒れちゃいます。もう少し力を抜いてください」

			「大丈夫だよ。あと一週間だ。二週間ぐらいは徹夜続きでもどうにでもなる。ここまで忙しいのは俺の人生で二度目かな。あの時はもっとしんどかったから、今回は大丈夫」

			　ちなみに、俺の人生でもっとも忙しかったのは前世の話だ。

			　俺は貯金を貯め、帰国し自分の店が出せるところまできていた。開店直前までの一か月は死ぬほど忙しかったが、夢のように熱くて楽しい時間だった。

			　店を開店する前日に死んでしまったのは心残りの一つだ。

			「クルト様はこういう時だけわがままなんですから。少しだけ休んでください。レナリール公爵と面会までの時間ぐらいは気を抜いていいと思います」

			　ティナがベッドに腰かけてぽんぽんとベッドを叩いた、そして銀色のもふもふのキツネ尻尾を伸ばす。

			「クルト様、知ってます？　女の子のキツネ尻尾には癒しの力があるんですよ」

			　きっとティナの自慢のキツネ尻尾を枕にしろと言っているのだろう。

			　たしかに、あのもふもふ尻尾で寝ると疲れが抜けそうだ。

			「じゃあ、お言葉に甘えさせてもらう。使用人が呼びにきたら起こしてくれ」

			「はい！」

			　ティナが笑った。

			　俺はベッドに横になり、ティナのもふもふ尻尾に頭を預ける。

			　お日様の匂いとティナの甘い香りがした。

			　ああ、これはいい。

			　最高にもふもふだ。そしてふかふかでもある。

			　疲れが溶けていく気がする。

			　実は、ここ数日徹夜続きだっただけじゃなく、わずかな睡眠時間もろくに眠れなかった。極度の緊張のせいだ。だけど、今は安らかな気持ちだ。

			　ティナの暖かさに包まれながら眠りにつく。

			　目を覚ましたら、今まで以上にがんばろう。

		

	
		
			第20話　空とカカオとお茶会

			　

			　ティナの尻尾枕ですっかり体調が良くなった。

			　眠れたのは三十分程度だが、体がだいぶ軽い。

			　肉体的な疲れだけなら、【回復(ヒール)】で無理やり治せるが心の疲れと頭の疲れは不思議と癒えないのだ。

			　ティナのもふもふ尻尾に包まれての熟睡は、心と頭の疲れに効く最高の癒しだった。

			　俺を呼びに来た使用人たちについていく。

			　案内されたのは、謁(えつ)見(けん)の間だ。

			　中に入ると、相変わらずのセンスの良さだ。最高級の調度品をそろえながら見事に調和している。

			　さすがは芸術と文化の最先端を自負するだけのことはある。

			「久しぶりね。アルノルト次期准男爵、いえ、これからはアルノルト男爵と呼んだほうがいいかしら？」

			　茶目っ気を込めて、レナリール公爵が声をかけてきた。

			「お久しぶりです。その呼び名は正式に男爵になってからでお願いします。じゃないと、ちゃんと男爵になったあとの喜びが小さくなります」

			「気の利いたことを言えるぐらいなら安心ね。あなたのことだから心配していなかったわ」

			　レナリール公爵は俺を気遣ってくれていた。

			　多くの貴族は、変に増長したり、逆に不安になったりと、心のバランスを崩す者が多いと聞く。この気遣いは、純粋に彼女の優しさからだろう。

			「男爵位の受勲は、レナリール公爵の尽力によるものです。ありがとうございました。これで、アルノルトの悲願を果たせます」

			　頭を下げる。

			　いろいろと思うところはあるが、この気持ちは本当だ。

			「私はあなたの働きに報いただけよ。それに、あの男の横やりを止めきれずに無理な日程を押し付けてしまったわ。そこは謝罪したいわね」

			　あの男？　そう言われて脳裏に一人の男が浮かんだ。

			　あいつが何か裏で糸を引いているのか？

			　そんなことを考えていると、レナリール公爵が別の話題を振ってきた。

			「あなたの店のお菓子、とても素敵ね、新作が出るたびに竜車で買いに行かせているわ」

			　レナリール公爵なら権力にものを言わせてアルノルト側に使者を派遣してお菓子を届けさせろと言っても当たり前なのに、一般客に混ざり列に並んで買ってくれる。

			　その心遣いがうれしかった。

			「お買い上げいただき、ありがとうございます。さきほど、使用人に店では出せない特別なケーキをお渡ししましたので、そちらもぜひ楽しんでください」

			「たしかに受け取ったわ。実は我慢しきれずに箱を開けて見た目と匂いを確かめたのだけど、食べるのを我慢するのに苦労したわ。香りが素敵すぎたもの。お店で出さないのはもったいないわね」

			「カカオを使用しますので、貴族にしか売れない値段になります。それに、カカオが仕入れられるかどうかは運しだい。実際、先日もカカオを買おうとしても市場にありませんでした。それを商品にするのは厳しいのです」

			　カカオの入手は難しい。

			　結局、王都で作るお菓子のカカオを諦めきれなかった。

			　ぎりぎりまで入手方法を探す。今日はこれから、この街の市場を駆け回るつもりだ。

			　香り高い黒い宝石。それを使う以上、最高のお菓子と言い切るにはチョコレートが必要だ。妥協はしたくない。

			「そういうことね。実は、あなたのインペリアル・トルテを食べてからというもの、あの味が忘れられなくてね。あなたから聞いたカカオを安定して入手できるように手配したの」

			　レナリール公爵が指を鳴らす。

			　すると、使用人たちがワゴンを押してやってくる。

			　その上にあるのは紛れもないカカオ。

			　それも殻がついて、獲れたてのものだ。質もかなりいい。
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			「カカオなんて、よく入手できましたね」

			「一度でも市場に並んだのなら産地は調べられるわ。そうすれば、竜車で行くだけ。これが高いのは、かなり遠い大陸から海を越えてやってくるうえに、内陸部でしか生産していないし、生産量が少ないから入手は難しいし高い。でも、竜車で直接産地に行けば安く、それも安全に仕入れられるの」

			　それもそうだ。

			　この世界の造船技術はまだまだ未熟で事故が多い。近距離ならともかく大陸を渡る規模のものは命がけ。その分、値段が高くなる。

			　さらに、内陸部で育てているなら、港町までにいくつもの関所を通り税金をとられる。

			　高価になる要件がそろいすぎていた。

			　だが、竜車は違う。

			　大陸を跨(また)ごうが、空路ならとんでもない速さで行ける。

			　さらに竜は幻想種であり、食料を必要とせずに大気中のマナを摂取するので無補給でたどり着ける。

			　数ある関所も空を行くことで通過できると、いいことずくめだ。

			　……もっとも、その竜自体が大貴族の屋敷と同じぐらいに高価なのだが。

			「羨ましいですね。カカオは俺も喉から手が出るほどほしいですから」

			「なら、定期的に届けるようにしましょうか。値段はこれぐらい」

			　提示された値段は、とんでもなく安かった。

			　前回カカオを購入した際の二十分の一以下の値段だ。

			　仕入れ値からすると妥当な値段だろうが、市場に出せばもっと高値で売れるはず。

			「私としてはうれしいですが、裏があるとしか思えませんね」

			「あるわよ。これは交渉なのだから当然よね」

			　やっぱり。だが、交渉と言ったのだから出される条件は、俺も利益があると判断できるラインに抑えられているはず。

			「実は、このカカオを手に入れてシェフたちにあなたが作ったチョコレートと呼ばれるものを作らせようとしたのだけど、ぜんぜんうまくいかないの。高貴な香りも、ほろ苦い甘さも、なにもかもが違うの」

			　それも当然だろう。

			　チョコレートを作るにはそれなりの知識がいる。

			　ココアバターの画期的な抽出法など、地球ですら見つかるまでにかなりの時間がかかった。

			　そして、レシピを知ったとしても作ることしかできない、〝美味しく〟作るには熟練の技が必要だ。

			　チョコレートの粒子を滑らかにするコンチングは、魔術の力を借りず普通にやれば三十時間ぶっつづけのうえ、雑にすれば台無しになる気の抜けない作業だし、チョコレートの結晶を安定したものにするテンパリングは長年の経験と勘が不可欠だ。

			　少なくとも、一級品のチョコレートを作るには数年間の修業が必要になる。

			「条件は、チョコレートの製法ですか？」

			「そこまで無茶は言わないわ。私は美味しいチョコレートのお菓子を食べたいだけなの。そうね、月に一回、新しいカカオを納入する時に新しいチョコレートのお菓子を振る舞ってもらおうかしら」

			　実は製法は教えても良かった。教えたところで二級品しか作れないので俺のアドバンテージは失われない。

			　だが、無理にレシピを押し付けることもないだろう。

			「そういった条件なら喜んで」

			　これだけいいカカオが、この値段で手に入るなら一か月に一度新作のお菓子を作るぐらいは苦でもない。

			「なら、交渉は成立。カカオがほしかったのでしょう？　とりあえず、そこにあるカカオは厨房に保管しておくから自由に使っていいわ」

			　内心でガッツポーズをする。

			　このカカオが使えるなら、王都で作るお菓子の試作ができる。

			　チョコレートを作る際に熟成の工程が入る。今から手を付け始めてぎりぎりだろう。本当に助かった。

			「今日の夜に、パーティを開催するの。まずはそこで、私の派閥の貴族たちにどんどん紹介していくわ。そのつもりでいてね」

			「ええ、楽しみにしています」

			　もとより、その予定はフェルナンデ辺境伯から聞いていたし、フェルナンデ辺境伯の屋敷で付け焼刃だが、礼儀作法や適切な会話を学んでいる。

			「これで仕事の話は終わりよ。パーティまでに時間があるわ。お茶会に付き合いなさい。プライベートな時間だから、そのつもりでね」

			　言葉通りに取るわけにはいかないが、ほんの少しだけ気を緩めてもいいだろう。

			「かしこまりました。今回のケーキも自信作なのでぜひ楽しんでください」

			「ふふ、いろいろとあなたのお話を楽しみにしているわ」

			　俺は微笑む。

			　そして、場を移動した。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　庭園に招かれて、その場で赤ワインとチョコレートの新作ケーキ、ロートヴァインクーヘンを振る舞う。

			　その場にはフェルナンデ辺境伯とファルノもいて、みな絶賛してくれたので一安心だ。

			　俺も香りを楽しんだあとに口に入れる。

			　赤ワインの力強さとチョコレートの甘苦さが絶妙に混ざり合う。

			　赤ワインとチョコレートは最高の組み合わせの一つだ。

			　酵母を使った生地はふわふわで、俺以外にとっては生まれて初めての快楽だろう。

			「このケーキ、すごいわね。王都のケーキはこれでいいんじゃないかしら」

			「このケーキは私の好物です。ですが……」

			　そこで一度言葉を切る。

			　ロートヴァインクーヘンは俺の好物であり、よく自分で食べるために作っていたし、だからこそ改良を繰り返してきた。

			　これには、欠点があるのだ。

			「王に献上するだけの格がない。レナリール公爵に贈るために、かなり苦心して見栄えをよくしましたが、それでもインペリアル・トルテのような美しさや、見る者を陶酔させるだけのインパクトがない」

			　これだけはどうしようもない。

			　元がドイツの大衆菓子だからか、全力で飾り立ててもまだ足りないのだ。

			「そうね、たしかにすごく美味しいけど、インペリアル・トルテの時のような感動はなかったわね。……あなたが王都で作るケーキにはそれがあるの？」

			「当然です。ぜひ、ご賞味ください。ただ、王族からの依頼が誰も食べたことがないものということなので、レナリール公爵に振る舞うのは王族の方が食べたあとになります」

			「すごく残念ね。でも、楽しみにしているわ」

			　レナリール公爵が笑う。

			　平和的にお茶会はすぎていった。

			　これからは嵐のような忙しさになる。その前に、こういう時間が取れて良かった。

			　紹介してもらう貴族たちの多くは、俺は田舎貴族だと馬鹿にするだろうし、あまりにも早い出世に嫉妬もするだろう。取り入ろうとする者もいるはずだ。

			　そういうのを苦手に感じている自分がいる。

			　逃げたい気持ちはあるが、こうして支えてくれる人たちのために最後までやり遂げたい。

		

	
		
			第21話　パーティと譲れないもの

			　

			　カカオを手に入れた俺は厨房を借りて、急いでチョコレートへの加工を始める。

			　三時間後には、パーティに参加し有力な貴族たちに顔見せをしなければならない。のんびり休憩をしている時間なんてありはしない。

			　カカオからチョコレートを作るには乾燥・熟成期間を含めて最低二週間はかかる。

			　三十時間練り続けるなどの、重労働もその工程の中に含まれる。

			　もちろん、まともに作っている時間なんてありはしない。

			　魔法を使って短期間で完成させる。

			　俺の【回復(ヒール)】は癒しの力だ。自己治癒力の促進なんて芸当もできる。

			　つまりは、酵母や細菌の動きを活発にして発酵を促し、熟成の工程をかなり早めるなんて芸当も可能だ。

			　加減が難しく、味を落とさずに熟成工程の促進は試行錯誤が必要で、前回はかなり工程を省略し、安全重視でそれなりのものを作った。

			　だが、今回は前回と違って失敗が許されるだけのカカオがある。魔術を使って短期間で徹底的に拘(こだわ)ったチョコレートを完成させるつもりだ。

			　今はカカオの実からカカオ豆と呼ばれる種子を取り出し、オーブンでローストさせたものを熟成させていた。

			　魔法での熟成促進の実験を重ね、三回連続でカカオ豆を台無しにした。

			　そして、四回目……。

			「やっと、コツをつかめたな」

			　魔力の光が立ち昇る。一週間はかかる熟成を、三十分で終わらせたカカオが手の中にある。

			　こうすることで、ようやくチョコレートらしい香りが出る。熟成しないとこの香りは出ない。

			　生のカカオから種子を取り出し焙煎し、殻と胚芽を取り除いたものを本場ならバナナの葉、今回は代用品でララッタの葉に包んで酵母と細菌の力で発酵させることで熟成させる。

			　いい出来だ。これなら、王族に献上できるチョコレートを作れる。

			　チョコレートは発酵食品なのだ。それを認識している者は意外に少ない。

			　いくらカカオを手に入れようが、レナリール公爵のシェフがカカオを使った美味しいお菓子を作れないのは、この工程を知らないからというのが大きい。熟成させないとカカオは味も香りもろくなものにならない。

			　地球でだって、わざわざ焙煎して殻と胚芽を取り除き、バナナの葉でくるんで一週間以上発酵なんて複雑な工程を確立させるまで何百年という月日と何万回もの試行錯誤が必要だった。この世界で、そんな手法を考え付くのはまだまだ先の話だろう。

			　チョコレートづくりは一種の芸術なのだ。

			「クルト、お菓子じゃなくてお菓子の材料づくりからそんなにがんばるなんて大変だね」

			　厨房に呼んだエルフのクロエが呆れた声をあげる。

			「よくあることだ。お菓子の材料づくりに必要な道具を作るための道具を作るところから始める時もあるよ」

			「うわあ、気が遠くなりそう」

			　クロエが嫌そうな顔をする。

			　俺にとっては当たり前のことでも彼女にとっては驚きのことらしい。

			　最高のお菓子作りには妥協は許されない。必要ならそれぐらいする。

			「クロエ、これを頼むよ」

			「この中にいる水に出てもらえばいいんだね」

			　熟成が終わったカカオの種子を、本来なら三日ほど天日干しにして水分を飛ばす。

			　目安は水分量六パーセントほど。

			　水分が多すぎると腐るし、少なすぎるとカカオの風味が飛ぶ。

			　水を操るエルフの魔法でカカオの中から水分が逃げていく。

			　クロエには、ゆっくり力を使うようにお願いしてある。

			　カカオの様子を注意深く観察する。

			「クロエ、もういいよ」

			「わかった」

			　クロエの魔法が終わる。

			　熟成と乾燥の工程が終わったカカオの種子を口に含む。

			「さすが、クロエだ。いい仕上がりだ」

			「エルフの魔法は超一流だよ」

			　ぐっと親指を立ててくる。

			　これで三日かかるはずの乾燥の工程が終わった。

			　一週間の熟成と、三日の天日干し。合計、十日の作業が二時間ちょっとで終わった。魔法とは便利なものだ。

			　ここまで手を加えたカカオ種子を鉢に入れて棒で潰して粉にしていく。

			　油分をたっぷり含むカカオの種子を潰すとカカオの油……いわゆるカカオバターが出て固まるのでそれを取り除きながら粉にしていく。ここでどれだけ細かな粉にできるかがチョコレートの完成度に響くので気を遣う。熱を与えると風味が飛ぶので、すり潰しながら熱が出ないように気を遣う。力任せにやればいいわけでもない。

			　こういう時は魔力持ちでよかったと思う。

			　機械がない時代のチョコレートづくりはとてつもない力がいる。この粉にする作業も力自慢の大男でも音をあげると言われている。魔力で身体能力を強化することで、筋力をあげ、なおかつ持久力を得ていた。

			　よし、良質なカカオマスとカカオバターができた。

			「クルト様、そろそろパーティの時間です。着替えを始めてください」

			「わかった。そろそろ切り上げるよ」

			　ティナが俺を呼びに来た。

			　もう、そんな時間か。

			　ここで作業を切り上げよう。

			　ここから先の作業は砂糖と少量の生クリームを加えた後、練りの工程になるが、パーティが終わってから夜通しの作業が必要だ。

			　精錬(コンチング)と言われ、湯煎をしながらカカオバターを少量ずつ加えて練り上げる工程で、カカオの粒子を滑らかにしていく。

			　この作業によってチョコレートの風味と滑らかさに決定的な違いが出る。高級店では七十時間以上行うこともあるチョコレートづくりの肝だ。

			　ここも、魔法を使い省力化する。機械に任せて放置できないため、手作業で七十時間かかりきりになる余裕はない。魔法でちょっとしたズルをする。それでも、朝まではかかるだろう。

			「チョコレートは美味しいけど、手間がかかりすぎるのが問題かな」

			　魔法でズルをして、なおかつ骨が折れる作業だ。

			　いずれは、人にやり方を教えて大量生産したいが難しいだろう。

			　大変なだけでなく、すべての工程にコツがいる。熟成の見極め、適切な乾燥、粉末にする時にすら気配りがいるし、この先に待っている精錬(コンチング)やテンパリングなんて数年がかりの修業が必要になる。

			　少しの手抜きが、力加減の間違いが仕上がりに影響が出るのがチョコレートの怖さだ。

			　誰かに教えるにしても、アルノルトの店で出せるチョコレートを作れるようになるまで最低でも五年は修業が必要だ。

			　まずは、菓子作りにおいて俺の右腕であるミルに教えてみよう。

			　……その場合は魔法でのズルができないから、チョコレート作りに二週間以上かかるが、それはそれでいい勉強になるだろう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　着替え終わった俺はパーティに向かう。

			　今、着ているのはフェルナンデ辺境伯にもらったばかりの服だ。

			　前に用意してもらった服は、あくまで准男爵家の者として仕立てはいいが、男爵以上の地位にある本当の貴族たちよりも目立ってはいけないということに重点を置いた服だった。

			　だが、今日は違う。

			　男爵になる以上、本当の貴族として胸を張れる、主役にふさわしい服でないといけない。

			　それを着た俺を見たティナとクロエは王子様みたいときゃあきゃあ言ってくれた。

			　実際、俺も自然と背筋が伸び貴族としての自覚が出てきた。いい服だ。

			　パーティ会場に着くなり、レナリール公爵のもとに呼ばれ、今日はずっとそばにいるように命じられた。

			　彼女は俺の姿を見ると、口を開く。

			「よく似合っているわね。整った容姿だから、気取った服を着こなせるのね」

			「お褒(ほ)めいただき光栄です。レナリール公爵こそ相変わらずお美しい」

			　レナリール公爵は苦笑する。

			「そういうお世辞はいいわ。聞き飽きているの」

			「お世辞ではありませんよ。心の底から言っています」

			「お上手ね。お礼に忠告をしてあげるわ。あなたはこの場にいる貴族たち全員の注目の的よ。今日はそれを忘れないで」

			　そう言われた俺は周囲を見渡す。

			　レナリール公爵のいる場所は周囲から一段高いところにあり、パーティ会場全体の様子が見渡せる。

			　全体で三百人ほどおり、貴族だけでも百人はいる。

			　それらすべてが俺に注目していると思うと、面白くなってきた。

			　菓子職人(パテイシエ)である俺は、注目を浴びることで緊張しない。むしろ高ぶる。

			「ええ、私という人間を知ってもらいたいと思います」

			「意外、落ち着いているのね。こういう場で平然としている人は滅多にいないわ。フェルナンデ辺境伯が気に入るわけね。あの男が、お菓子作りがうまいだけであれだけ執着するわけないもの」

			「買いかぶりすぎですよ」

			「そう言われると、私の見る目がないと言われているような気になるわ。謙(けん)遜(そん)は時と場所を選ぶことが必要よ」

			　どこか、からかうような口調でレナリール公爵が忠告する。

			　たしかにその通りだ。

			　軽く礼をし、気を付けようと決めた。

			「アルノルト次期准男爵。私はこういう場ではいつも聞いている質問があるの。あなたはどんな貴族になりたい？」

			　その問いは俺の核心に迫るものだ。

			　ゆえに、気に入られるための嘘も、この場を取り繕(つくろ)うごまかしもしたくない。

			「俺はみんなが美味しいお菓子を食べられる豊かで幸せな領地を作りたい。そして、そんな幸せな場所と民を守るだけの力を持った領主でありたい」

			　幼いころからの夢。次期領主に選ばれた日、領民たちにお菓子を振る舞い、そう誓った。

			　俺の根っこだ。その願いだけは絶対に変えてはいけない。

			　そして、それ以上のものはいらないのだ。

			「素敵ね。あなたらしいわ。本当にお菓子が好きで野心がない。そんなあなただから、素晴らしいお菓子が作れるのね。その夢を叶えるためにも気を引き締めなさい」

			「もちろんです」

			　レナリール公爵は満足そうに頷く。

			　彼女はパーティを始める挨拶を行い、今日の主役が新たに男爵になる俺だということを宣言し、パーティが始まった。

			　爵位が高い貴族たちから順番にレナリール公爵に挨拶に来て、その場で俺を紹介してくれる。

			　高位の貴族が多く、その気になればアルノルトの領地を潰すことすらできる人たちばかりだ。油断は許されない。

			　レナリール公爵が隣にいるおかげで、友好的な態度の相手ばかりで助かる。

			　……その内心はやはり、嫉妬か嘲り、もしくは利用してやろうというのが透けて見えるが表だって何もしてこないだけでもありがたい。

			　高級レストランの菓子職人(パテイシエ)だった経験から、客の顔を見て欲しいものを作るクセが染みつき、人間観察を無意識にやってしまうのは俺の悪いところだ。気付かないほうが幸せなことは世の中には少なくない。

			　今、挨拶をしているのは、クーカラ伯爵だ。恰幅のいい白髪がまじり始める年代の紳士だ。

			　振る舞いは貴族らしく優雅だが、腹の中は相当黒いと俺の勘が言っている。

			　そんな彼がにこやかに口を開く。

			「これで、アルノルトも真の貴族の仲間入りですね」

			「はい、よりいっそう精進していきます」

			「若いのに頼もしいですね。今度、娘の結婚式がありまして。式に出すケーキを作っていただけませんか？　謝礼はそれなりのものを用意しますよ。あの、アルノルトのウエディングケーキ。娘も喜びますよ」

			　一般的に、公爵、伯爵、侯爵、辺境伯を上級貴族といい。

			　準伯爵、子爵、男爵を下級貴族。

			　准男爵、帝国騎士を準貴族と呼ぶ。

			　下級貴族と上級貴族の間には大きな隔たりがある。つまり、俺は彼の願いを断れない。

			「ええ、喜んで」

			「ありがたい、楽しみにしておりますよ。では後ほど手紙で日取りと場所をお知らせします」

			　本当は断りたかった。

			　この伯爵は美味しいお菓子を食べたいわけではないし、娘が喜ぶからというのも嘘だ。

			　ただ、四大公爵を満足させたアルノルトのケーキを出すことで結婚式に箔をつけたい。それだけだ。

			　面と向かって話せば、そういったものは伝わってくる。

			　美味しいケーキを食べたいのなら喜んで作ろう。だが、ケーキを自分の見栄のために使う連中は昔から好きになれない。昔も、高級な店のケーキというブランド目当てに味もわからないのにお土産にケーキを買っていく客がいたが、それと同類だ。

			　……気を取り直してがんばろう。

			　まだまだ、挨拶する貴族たちは多い。できれば、こういう貴族が他に現れないことを祈ろう。

			　その後は、無我夢中で挨拶と雑談を行い、ようやくレナリール公爵へ挨拶に来ていた貴族たちの列がはけた。

			「アルノルト次期准男爵。私のメンツを気にする必要はないし、無粋な申し出は断って良かったのよ？　こんな場で変なことを言うような人からは私が守ってあげるわ」

			　レナリール公爵が、優しい言葉をくれた。

			　さきほどの伯爵の話をしているのだろう。

			　俺が不快に思ったことを見抜かれてしまったらしい。

			「たしかに不快に感じましたが、この場はアルノルトが男爵になるのを祝ってくれる場です。祝い事を持ち出されたら断れません。……それに、相手がどんなつもりであれ、目を覚まさせるだけのお菓子を作りますよ。お菓子が美味しい。それ以外の考えが吹き飛ぶようなケーキを作ります。私のケーキはただの箔付けの道具では終わりません」

			　本当に美味しいものは人を感動させる。

			　たとえ、動機がただの箔付けでも食べた全員を感動させて、最高の祝福を送ろう。

			　そうすれば、俺の贈るケーキが本当の意味で祝福のケーキになる。

			「ふふっ、面白いわね。私の結婚式の時もあなたに頼もうかしら」

			「相手はいらっしゃるんですか？」

			　公爵となれば、その婚姻には深い意味がある。

			　レナリール公爵は十八と聞いている。家柄は最高、なによりとても美しい。この国は重要な切り札の一枚として彼女を見ているに違いない。

			「いないわね。あなたが立候補する気はないかしら？」

			「残念ながら、私にはすでに婚約者がいるので」

			　名をあげつつある今、今回の場に限らず、青田刈りを兼ねて婚約の申し出はいくつももらっていた。

			　だが、ファルノのおかげで相手の気分を害することなく穏便に断れていた。

			　フェルナンデ辺境伯の娘が予約済みならと、向こうも諦めてくれるのだ。

			「そう。売約済みというわけね。あの人は相変わらずいい目をしているわ。あなたという才能を誰よりも早く見抜いたのだから。……音楽が変わったわ。一曲踊ってくださらない？　この曲、私が一番好きな曲なの」

			「ええ、喜んで」

			　彼女の差し出した手をとり、会場の中央へ。

			　みんなの視線が集まる中、俺たちは踊った。

			　レナリール公爵の表情は本当に楽しそうで。初めて彼女が年齢通りのかわいらしい少女に見えた。

		

	
		
			エピローグ　薔薇と王冠のチョコレート

			　

			　パーティを抜け出して、用を足すために厠(かわや)に向かう。

			　すると、先客の話が聞こえてきた。

			「アルノルトのガキはうまくやったな」

			「レナリール公爵をうまく誑(たぶら)かして男爵に大出世だもんな」

			「やり手って言っても、しょせん男を知らないお嬢様だってことだ。俺も強引にせまって、あの女を手籠めにしとけば良かった」

			「違いない。男娼まがいのガキが俺たちと同格とはやってられねえよ」

			　男たちは笑う。俺は物陰に姿を隠した。

			　レナリール公爵を侮辱した二人の顔と名前は覚えている。さきほど挨拶したばかりの子爵と準伯爵だ。

			　……そういう目でレナリール公爵は見られているのか。

			　レナリール公爵は有能で実績もある。だけど、美しい少女である以上、そういう中傷は避けられない。

			　そして、俺の容姿が優れているのも、そういう邪推の原因の一つになっている。

			　この場で、顔を出して訂正を求めても意味はない。

			　こういう連中は言葉だけで謝り、内心では嘲笑ってくる。

			　俺にできることは、立派な男爵になりその実績でレナリール公爵の見る目に間違いはなかったと証明することだけ。

			「王家での菓子作り、失敗できない理由が増えたな」

			　レナリール公爵は、こういう中傷を受けることはわかっていたはずだ。

			　それでも、俺を男爵に推した。

			　彼女の信頼に応えるためにも失敗は許されない。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　パーティが終わる。

			　かなり、精神がすり減った。

			　なにせ、話す相手の立場が立場なだけあって下手なことは言えない。

			　そんな相手が代わるがわる話しかけてくる。

			　全員の名前と爵位を覚えないと失礼にあたるので、名前と顔を覚えるのにも必死だった。このままベッドに突っ伏してしまいたいほど疲れた。

			「貴族の洗礼は楽しんでもらえた？」

			「ええ、一生忘れられない経験です」

			「ふふ、これからはこういう機会も増えるわ。早く慣れなさい。明日からは、私たちが挨拶する貴族のもとへ出向くわ。今日ほど、たくさんの人とは会わないから気を楽にね」

			　明日から王都へ出るまでの一週間は、ひたすら挨拶回りだ。

			　どうしても領地を離れられない貴族や、レナリール公爵の派閥ではないが付き合いが深い貴族のところに、こちらから出向く必要がある。

			　面倒だが男爵になるためには必要なことだ。

			「レナリール公爵、出発前に三十分ほどお時間をいただけませんか？　庭園を使わせていただきたい」

			「それぐらいならかまわないけど、なぜかしら？」

			「それは、明日になってからのお楽しみです」

			　レナリール公爵に恩を返したい。

			　彼女は俺を男爵にするため、多大な労力を払い、中傷を受け入れ、そして貴重な時間をさいて、こうしてパーティを開催し、俺を連れて飛び回ってくれる。

			　そんな彼女を少しでも喜ばせたい。

			　それも、菓子職人(パテイシエ)のやり方で。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　パーティが終わったあと、ベッドに突っ伏したい気持ちを抑えて、チョコレートづくりを再開する。

			　さきほど熟成と乾燥を済ませたカカオ豆を潰して粉末状のカカオマスとカカオバターに分けたが、それを使っていよいよチョコレートを仕上げていくのだ。

			　カカオマスの粉を湯(ゆ)煎(せん)で温め、白砂糖、生クリーム、そしてカカオバターを少しずつ加えて練り上げていく。

			　滑らかな黒いクリーム状になっていく。

			　これが精錬(コンチング)。三十時間以上、高級チョコであれば七十時間以上、温度を一定に保ちながらかき混ぜ続ける。もっとも手のかかる工程。

			　この作業がチョコレートの滑らかさと風味を生む。

			　クロエにも手伝ってもらい、液体状になったカカオマスに力を加え圧力をかけてもらう。

			　思った通り、魔法のおかげでカカオの粒子が均一になるのが早い。

			　これなら、十時間ほどまで時間を短縮できる。

			「ありがとう。クロエ、もう戻って休んでいい。ティナもだ。ここから先は俺の仕事だ」

			　二人も疲れている。無理に俺に付き合わせるのは悪い。

			「うーん、面白そうだから見てる。ティナもそのつもりっぽいし」

			「はい、クルト様、クルト様は温度管理を自分でやるといいましたが、私がいたほうが確実です！」

			　湯煎をする際にティナの火を借りている。チョコの風味を飛ばさないために、四五℃に温度を保つ必要があり、力を貸してもらっていた。

			「助かるけど、いいのか？　かまどでもできなくはないぞ」

			「いいです。最高のお菓子を作るためには妥協しないのがクルト様です。そのために私を使い倒してください」

			　そう言われると菓子職人(パテイシエ)の俺はこれ以上強く言えない。

			　ティナがいるほうが絶対にいいものを作れる。

			「二人とも悪いな。最高のチョコレートを作るために朝まで俺に付き合ってくれ」

			「うん、いいよ！」

			「がんばりましょう、クルト様！」

			　そうして、俺たちは朝までチョコの精錬(コンチング)を続けた。

			　一晩中、努力した甲斐があって最高のチョコレートができた。

			　そのチョコレートを大理石の上に広げて引き延ばしていく。

			　仕上げのテンパリングだ。チョコレートに含まれるカカオバターを分解し、安定した細かい粒子に結晶させて融点を同じにするための温度調整。

			　テンパリングを行うと、つややかで柔らかい口当たり、なめらかな口溶けのチョコレートに仕上がり、きれいなツヤが出る。

			　全工程の中で、一番手間がかかるのが精錬(コンチング)なら、一番職人の腕が必要なのがテンパリングだ。

			　テンパリングが終わると、ようやくチョコレートの完成だ。

			　まず、お菓子の材料にするための板チョコにしてしまう分を型に流し込んでいく。

			　そして残った分は、今からお菓子作りに使う。

			「やっと、チョコレートができたよ。ティナ、クロエ」

			「ほんっとうに、チョコづくりは大変だよね」

			「でも、それだけがんばる価値はあります！　チョコレートの美味しさは、ほかのお菓子だと絶対に味わえません」

			「大変だけど、その労力以上の価値があるから、これだけのことをするんだ」

			　そう、だからこそカカオをチョコレートにする工程はこれだけ複雑かつ洗練されている。

			　先人たちの情熱を支えたのはチョコレートの美味しさだ。

			「二人とも、出発までに少し時間がある。少し、仮眠するといい」

			「クルト様はどうなされるんですか？」

			「少し野暮用があるんだ」

			　このチョコレートを使ってレナリール公爵への恩返しをするんだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　ティナたちが去ったあと、簡単なチョコレート菓子を作り、ハーブティーを淹れる。

			　そして、お盆に載せ庭園に向かう。そこにはレナリール公爵がいた。

			「早いですね」

			「あなたのお誘いが楽しみで、ついね」

			　彼女は微笑む。

			　いつも優雅で美しい己を見せる。強い人だ。

			「ここに呼んだのは、どうしてもお礼がしたかったからです。あなたのためだけのチョコレートを作りました。二つの香りのチョコレートです。ハーブティーと合わせて楽しんでください」

			　俺は一口サイズのチョコレートを盛りつけた皿とハーブティーを彼女の前に差し出す。

			　まずは、ハーブティーに彼女は口を付けた。

			「いい香り、それに飲むと体がぽかぽかするわ。いいお茶ね」

			「このお茶は疲れをとる効果と心を落ち着ける効果があります。薬膳というものです」

			　ただのハーブティーではなく、薬膳の知識で調合した立派な漢方だ。

			　レナリール公爵はいつもより化粧が厚い。疲れを隠している証拠だ。

			　少しでも、彼女を癒すためにこのハーブティーは用意していた。

			「ふふ、本当に体が軽くなった気がする。毎日でも飲みたいわね」

			「なら、これを。このハーブティーの調合と茶葉に施す下処理を纏(まと)めたものです。気に入っていただけたのなら、毎日でも楽しんでください。習慣にしてもらえるのが一番望ましいですから」

			　劇的な効果はないが、続けることで体調をよくしていくのが薬膳だ。

			　彼女の体を考えると毎日飲むのが一番いい。

			「そうさせてもらうわね。体が楽になったし、何より美味しいもの」

			「俺は菓子職人(パテイシエ)です。体にいいからと言っても、まずいものは出しません」

			　そう言うと、彼女は笑った。

			　これは菓子職人のプライドの問題だ。薬効だけを考えると必要のない手間をいくつか加えている。

			「チョコレートを作ってくれたのね。ずっと恋い焦がれていたの。ケーキにしても素敵だけど、一度、そのまま食べてみたかったのよ」

			「ええ、ケーキの材料にもなりますが、チョコレート自体が立派なお菓子です。ぜひ、ご賞味を」

			　一口サイズかつ、美しく見えるように細工を施したチョコレートだ。

			　二種類あって、一つはアーモンド形。型を工夫して薔(ば)薇(ら)の絵が描かれるようにしている。

			「薔(ば)薇(ら)のチョコレートからいただくわね……ああ、いいわね。大人な苦さと上品な甘さが口の中に広がるわ。それに口に入れた瞬間、薔(ば)薇(ら)の香りがするのがうれしい。心が安らぐわね」

			「薔(ば)薇(ら)の香りのシロップをチョコレートで包んでいます。匂いが漏れないように細工をしているので、口に入れた瞬間、薔(ば)薇(ら)が咲き、香りが弾ける。これは薔(ば)薇(ら)のチョコレートです」

			　今回のチョコはチョコレートの良さを味わってもらうために砂糖も生クリームも最小限にして苦みが強く甘さが足りない。だが、中に包まれた薔(ば)薇(ら)のシロップと混ざりあうことで、ちょうどいい塩(あん)梅(ばい)になる。

			「素敵、大好きな薔(ば)薇(ら)のチョコレートなんて。疲れが嘘のように吹き飛んだわ」

			「チョコレートには疲労回復の効果もあります。今度、たくさん贈ります」

			「遠慮はしないわ。こんな素敵なもの、がまんできないもの。もう一つは王冠が描かれたチョコレートね。二種の香りのチョコレートと言うぐらいだから、こっちは薔(ば)薇(ら)ではないのでしょう？」

			　期待を込めた目で俺とチョコレートを交互にレナリール公爵は見た。

			　答えを言うのは簡単だが、それでは感動が薄れる。

			「それは食べてからのお楽しみです」

			「そうね。そっちのほうが素敵だわ」

			　王冠のチョコレートをレナリール公爵は口に含む。

			　よほど驚いたのか、フォークを取り落とした。

			　そして、うっとりした顔で、王冠のチョコレートの余韻に浸る。

			「すごい、なんて高貴な香りなの。鮮烈で豊かで、頭のてっぺんから指の先まで痺れる香り。こんなの初めてだわ」

			　俺の予想以上に喜んでくれたようだ。

			　ネタ晴らしをしよう。

			「これは、王家で捧げるケーキの材料と同じものを使っています。王家に捧げるケーキをほかのかたに食べさせるわけにはいきませんが、別のお菓子を食べさせることは禁止されていません。あなたに食べてほしくて作りました」

			　そして、これは実験でもある。

			　黒い宝石の良さをこの世界の人間が理解できるかどうか不安だった。

			「味はもちろん最高だったけど、香りでとろけてしまいそうになったのは初めてだわ。いったい、これは何を使ったお菓子なの？」

			　興味津々といった様子で彼女は問いかけてくる。

			　俺はポケットから、あるものを取り出した。

			「それは、黒い岩かしら？」

			「いいえ、岩のように見えますがキノコです。名前をトリュフと呼びます」

			　王家で振る舞うケーキの主役はこの黒トリュフだ。

			　地球では世界三大美食の一つに数えられるキノコの王様。

			　最上のものは、一つ数万円もする金より高いキノコ。

			　だが、この世界では大した評価を受けておらず、安価で良質なものが手に入る。

			「そんなキノコが、こんな高貴なお菓子になるなんて……夢にも思わないわね。これだから、面白いわ」

			　レナリール公爵はもう一つ、王冠のチョコレートを手にした。

			　大好きな薔(ば)薇(ら)ではなく王冠を選んでしまうほどの魅惑の香り。それこそがトリュフの強さだ。

			　王冠のチョコレートの正体は砂糖を加えたトリュフバターを包んだチョコレート。

			　トリュフの香りを引きだすために苦心した自信作。

			　トリュフの香りとチョコレートの香りの相性は最高だ。

			　そのことに洋菓子界が気付いたのは最近の話で、見た目が似ているからトリュフと呼ばれるチョコレートはあるのに、今までデザートに使われることはなかった。

			　だが、その価値が見直され、今では超高級レストランの一部で、トリュフを使ったチョコレート菓子が出されている。日本でも銀座にトリュフのチョコレートケーキを出す店が現れた。

			「キノコの王様を王族に提供するのは洒落ているとは思いませんか？」

			「ふふっ、確かにその通りね。一つ忠告よ。そのキノコの存在は限界まで隠しなさい。王族は誰も食べたことがないお菓子と条件を付けたのね。……悪意のある貴族が、あなたが振る舞う前に、あなたが出すものを調べて先に出すなんてことも考えられるわ。できれば、当日までは別のお菓子を作る振りをしたほうがいいぐらいよ」

			　なるほど、そこまで考えていなかった。

			　完璧なチョコレートは俺にしか作れない以上、トリュフとチョコレートをふんだんに使った特製ケーキは再現できないだろうが、用心にこしたことはない。

			「わかりました。ちょうど、伯爵から結婚式のケーキを頼まれたので、それの試作を王都ではこれ見よがしにやりましょう。勝手に、王族に出すケーキと思ってくれますよ」

			「いい考えね。それにしても、んー、このチョコレートは本当に美味しいわね。見た目も、香りも味も最高。あなたの店で出してくれないかしら。カカオが安く手に入ったのだから出せるはずよ」

			　たしかに材料費だけなら、なんとかなるのだが……。

			「難しいですね。鍋にいっぱいのチョコレートを作るのに、丸一日時間を取られるので、店で売るだけの量は作れません。……月に一度、チョコレートフェアをする。それぐらいならできるかもしれません」

			「それはいいわね。どっちみち、カカオを仕入れる条件が、新作のチョコレート菓子なのだから、そのタイミングで一緒に店で売るお菓子を仕込めばいいんじゃないかしら？」

			「同じことを考えていました」

			　俺とレナリール公爵は笑いあう。

			「ありがとう。アルノルト次期准男爵。疲れがとれて元気が出たわ。あなたのお菓子は幸せ、そのものね」

			「最高の誉め言葉です」

			　それこそが、俺のお菓子が目指す先なのだから。

			　食べた人を幸せにするお菓子を作ることこそが菓子職人(パテイシエ)の本懐だ。

			「では、そろそろ出発しましょう。タイトなスケジュールだけどがんばりなさい」

			「もちろんです」

			　俺の何倍も忙しい人が、俺のために時間を作ってくれている。

			　ここでがんばらないと男じゃない。

			　さあ、気合を入れてがんばろう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　それから一週間、挨拶をして回った。

			　男爵になる。その意味をしっかりと噛みしめるいい機会だ。

			　王族に出すケーキのレシピもだいぶ固まってきたし、試作もできてきた。

			　そして、竜車に乗って王都を目指して旅立った。

			　王都。本来なら死ぬまでに一度も踏み入れることがなかった場所だ。

			　そこに踏み入れる。若干の不安と、何よりも期待が胸にあった。

		

	
		
			番外編　菓子店Ａｒｎｏｌｄ(アルノルト)とクレームとカステラ

			　

			　菓子店Arnold(アルノルト)を開店してから忙しい日々を送っている。

			　ドルワートさんが店長を引き受けてくれて楽になったとはいえ、開店したばかりの店というのは恐ろしく手間がかかる。

			　どれだけ念入りに前準備をしていても想定外のトラブルはいくらでも起こるのだ。

			　トラブルを一つ一つ潰していかないといけない。

			　たとえば、今頭を悩ませているのは……。

			「まさか、行列にクレームが来るとはな」

			　Arnold(アルノルト)には連日の大行列ができている。

			　店内で食事をする店ではないので、客の回転率は非常に速い。

			　扱う菓子を、ピナルのハチミツケーキ、ベリークッキー、週替わりの限定お菓子にしぼっているのも回転率を上げるうえで役に立っている。

			　だが、いくら回転率を上げても客が多すぎるので行列ができてしまう。

			　それにより、隣の店から苦情が来てしまった。

			　入り口を塞がれて営業妨害になっているとのことだ。

			　一応、行列を整理することで道を塞がないようにするなどの工夫を行っているが、それでもクレームは止まない。

			　隣の店が、喫茶店なのもクレームが来ている理由の一つだ。

			　しかも、はやっていないと形容するべき店で、客の多いArnold(アルノルト)に嫉妬している。

			　隣の喫茶店が一等地に店をかまえているのは、代々店を継いできたからにすぎない。

			　それに胡坐をかいて、努力をしなかったせいで客ばなれを引き起こしている。

			　ただ、理由はどうあれ迷惑をかけてしまっているのは事実だ。

			　一度、直接謝罪をしにいったし、行列の整理などを始めて誠意を見せたが納得してもらえていない。

			　なんとか、小手先ではなく行列問題を根本的に解決する必要がある。

			「客を減らすためにがんばるっていうのはな……」

			　行列そのものをなくすには、回転率をさらに上げるか、客を減らすかしかない。

			　前者は、今でさえ限界に近い。これ以上の改善は難しい。

			　後者は、客を減らすどころかどんどん口コミでArnold(アルノルト)の客は増えていくし、できるだけ多くの人を甘い物で幸せにしたいという理想と反する。

			　……案がないこともない。

			　支店を作ってしまえばいい。

			　そうすれば、客が割れて行列の解消にもつながる。

			　だけど、それはそれで辛い。

			　今の店だけでもしんどいのに、これ以上店を増やすのは現実的じゃないだろう。支点を任せられる人材も、支店の分のお菓子を作れるだけの生産体制も整っていない。

			　一人で考えていても答えが出ない。

			　一度、ドルワートさんに相談してみよう。

			　店舗の運営についてなら、あの人が一番頼りになる。

			　ちょうど、今日はドルワートさんと食事をする日だ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　ドルワートさんに店長になってもらうように依頼した際、一つ条件を出してきた。

			　それは、月に一度、ドルワートさんの選んだ店で奢られること、加えてその店ではお姉ちゃんと呼ぶこと。

			　わけがわからない。

			　高い店を奢れというのなら、まだわかるが、奢られてほしいというのは完全に理解の外にある。

			　ましてやお姉ちゃんと呼んでくれというのは……理解するのを諦め、そういう性癖なんだと無理やり納得している。

			　店の閉店処理を済ませて、裏手でドルワートさんを待つ。

			　ドルワートさんが現れた。

			　容貌だけでなく、服装もしっかりとしていて、いかにもできる女という感じで隙がない。

			「クルト様、準備ができました。店の予約は済んでおります。行きましょうか？」

			「ああ行こう、ドルワートさんが選ぶ店は、いつも美味しくて楽しみにしているんだ」

			　この時点ではまだ、俺の知るドルワートさんだ。

			　だが、俺は知っている。

			　ドルワートさんが選ぶ店は決まって個室があり、二人きりになった瞬間、彼女は豹変する。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　洒落た店に連れてこられた。

			　魚料理を名物にしている店だ。疲れているので、あっさりした料理は助かる。

			　一通り、料理と酒が運ばれてきた。

			　店員が帰っていき、二人きりになる。

			　……そろそろ来るな。

			「クルトきゅん、もう大変だったんだよ。お店、お客さん、来すぎ。それに、みんな私にばっか頼っちゃって、しんどいよぅ」

			　二人きりになった瞬間、仕事ができる大人な女性という仮面を脱ぎ捨て、完全にだめな大人になった。

			　俺は愚痴に相槌をうつ。

			　疲れはするが、これで有能な店長を得られるなら安いものだ。

			　ドルワートさんは、次々に酒をおかわりしていく。

			　酒が入ると、だめな大人っぷりを店員に見られることを気にしなくなる。

			　酒を持ってきた店員が、クルトきゅぅんと甘えるように言ったドルワートさんにドン引きしている。

			「ねえ、クルトきゅん、ちゃんと聞いてる。ママったら、あたしにお見合いするっていうのよ」

			「ははは、それは大変だね」

			「汗くさそうで、毛深い男とか絶対いや、やっぱりクルトきゅんみたいな可愛い男の子じゃないと」

			　愛想笑いをする。

			　ちょっと、怖くなってきた。ドルワートさんの俺を見る目が肉食獣のそれだ。下手したら、食べられてしまいそうだ。

			「いつか、ドルワートさんにふさわしい人が現れるよ」

			「お姉ちゃん」

			「え？」

			「私のことはお姉ちゃんと呼ぶ約束だったでしょ」

			「……ごめん、お姉ちゃん」

			「わかったらいいのよ♪」

			　辛い。

			　だんだん帰りたくなってきた。実をいうと、俺にとって可愛いと言われるのはコンプレックスだ。子供のころから女の子みたいだと言われてきた。

			　可愛いと言われて喜ぶ男はいない。

			　こらえよう。

			　よし、ようやく愚痴を聞き終わった。

			「お姉ちゃん、実は悩みがあるんだ」

			「言ってみて、クルトちゃん」

			「……実は、隣の喫茶店から苦情が来ているんだ。行列が隣の店の営業妨害になっているって言われている。実際、迷惑をかけているし、なんとかしたい。行列を解消するために、これ以上回転率を上げることもできないし。いい案がなくて手づまりなんだ」

			「よし、お姉ちゃんに任せて。ちょっと考えるね」

			　ドルワートさんは、むむむとわざわざ口で言いながら目を細めて考え込む。

			　そして、ぽんっと手を叩いた。

			「こういう場合、乱暴に行くなら組合にお金をたっぷり握らせて、上から圧力をかけて黙らせればいいのよ」

			「そういうのはちょっと」

			「クルトちゃんは優しいから、そう言うと思った。ぶっちゃけね。そういうのって、ただのひがみなのよね。流行ってないくせに、流行らせるための努力もしないクズだから、人にケチをつけるしかできない。別に、Arnold(アルノルト)があるせいで売り上げ落ちてるわけでもないしね」

			「それはわかっている。だけど、その事実を突きつけても解決しない」

			「ふふふ、クルトちゃんはまじめで頭が固いね。いい、そのクズはね。べっつに行列を何とかしてほしいわけじゃないの。ほんとうの望みは、なんの努力もせずに楽に儲けたい。クレームは腹いせよ。だからね、行列を解消するんじゃなくて、そっちを解決してあげればいいわけ」

			　そこまで言われてようやく俺も理解できた。

			　俺は間違っていた。行列を解消することではなく、一番大事なのは隣の店主の不満を解消すること。

			「お姉ちゃん、ありがとう。隣の喫茶店とうまく付き合うやり方を思いついた」

			　ただ、問題を解決するだけじゃなく、Arnold(アルノルト)の利益にもつながるやり方だ。

			　そして、それをするなら新しいお菓子が必要となる。

			　それも大量生産が容易で、日持ちし、安価で美味しいお菓子。

			　あとは実行に移すだけ。

			　早速、徹夜で新しいお菓子を作り、明日にでも隣の喫茶店に顔を出そう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　Arnold(アルノルト)の店の厨房に入る。

			　今日は村に戻っている時間はない。

			　厨房から材料を取り出す。

			　俺が用意したのは、卵、ハチミツ、小麦粉、牛乳、バター、夜食用に作っていたコンソメスープだけ

			　俺が作るのはカステラだ。

			　非常にシンプルながらも優しい味わいで愛され続けたお菓子だ。

			　オランダから日本にやってきたものを、独自に発展させた日本のお菓子。

			　独特の製法で作られるため、カステラのようなお菓子は日本以外に存在しない。

			　大量生産可能で、腐りにくく、安価で、目新しい。

			　今回、必要な条件をすべて満たしている。

			　まずはボウルに卵を入れる。

			　卵黄の味を強くするために、卵黄三つに対して卵白二つ分という割合にし、湯煎をしながら泡立てる。

			　これが、カステラの独特の食感を生み出す。

			　温めながら泡立てるという手法を使うのはカステラぐらいだ。

			　十分に泡立て、暖めた卵にハチミツを加える。

			　そして、ここに昨日夜食用に作っておいたコンソメスープを加える。

			　カステラはコクを出すために、ミリンやしょうゆ、時にはラーメンスープを少量入れることがある。これも洋菓子職人にはない発想だ。

			　ここに小麦を加えていき、かき混ぜる。

			　低速でやるのがコツだ。

			　小麦がしっかり混ぜると、次は型に入れていく。金属の型ではなく木の型を使うのがコツだ。

			　トントンと型ごと、動かして生地から大きな泡を抜く、さらに前後左右に竹串を刺して、泡切を行った。

			　さて、これで下準備は完成だ。

			「ティナを連れてこなかったのが痛いな」

			　ここから焼成となる。今回はティナの魔法に甘えられない。

			　薪での火力調整は難しいがなんとかなるだろう。

			　オーブンを温めてから、型をオーブンに入れる。

			　そして、一七〇℃ほどの高温で十分焼いたあと、温度を落とす。

			　一四〇℃ほどで一時間ほどかけて焼き上げる。

			　この低温でじっくりと焼き上げるという工程のおかげで、生地が水分を保ち、しっとりとした食感になるのだ。

			　焼きあがった。

			　型から取り出す。長方形な塊をカットして、断面を見る。

			　綺麗に卵の色ができていた。……本当なら、ザラメを使って茶色い耳を作るのだが、残念ながら砂糖を使うと値段が跳ね上がるし、ハチミツでは代用できない。

			　なので、今回は諦めた。

			　さて、これで武器ができた。

			　これをもって、隣の喫茶店に行くとしよう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　早朝、徹夜でカステラを作った俺は、木箱にカステラを敷き詰めて、隣の喫茶店に向かう。

			「ドルワートさん、ついてきてもらえるのはありがたいけど、店は大丈夫か」

			「しっかりと私は部下を育てております。私が一日いない程度で乱れはしません」

			　仕事になると、いつものできるドルワートさんだ。

			　ほっとするし、頼りになる。

			　隣の喫茶店は準備中だ。扉をノックする。

			　しばらくして、扉が開いた。

			「準備中の札が見えないのかね？」

			　出てきたのは白髪交じりで細身な中年の男性だ。

			「なんだ、あんたらか。……行列はなんとかしてくれるんだろうね。これ以上営業妨害を続けるようなら、出るところに出るよ」

			　初めから喧(けん)嘩(か)腰だ。

			　そんな相手に微笑みかける。

			「行列をなくすことは無理です」

			「あんた、からかいにきたのかい！」

			「違います。ですが、私の店のせいで減った以上の客を、あなたの喫茶店に案内するための提案をしに来ました。あなたが大嫌いな行列が、そのままあなたの店にいきます」

			　そう言うと喫茶店の店主は目を丸くした。

			　そして、銭感情をし始める。

			「とりあえず、中で話を聞こうか」

			　店の中に入るように言う。

			　第一関門はクリア。ちゃんと話を聞いてもらえるようだ。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　紅茶が出される。

			「それで、どうやってわしの店に客を連れてきてくれるんだね？」

			　単刀直入に聞いてくる。

			　だから、俺も端的に答えよう。

			「あなたの喫茶店で、Arnold(アルノルト)のお菓子を売ればいいんです。私の店ではスペースの制約、回転率の問題から店内での飲食はできませんが、紅茶と共にゆっくりと食べたいというお客様は非常に多い」

			　プレオープンの時だけ、店内での飲食スペースを設けたが大好評で、今もときおり客からの要望があがっている。

			　気持ちはわかる。

			　やはり、家に持ち帰って食べるよりも外で紅茶やコーヒーを楽しみながら食べるほうが落ち着くし、美味しく感じる。

			　カフェを併設している洋菓子店というのは非常に多い。

			　ドリンクなどで客単価を上げたい洋菓子店と、ゆっくり外で食べたい客の要望が一致する。

			　アルノルトでも、余裕をもってさばける来客数ならそうしていただろう。

			「どうして、わしの店でおまえの菓子を売らねばならん」

			「私の店で行列に並んでいるお客様は、並ばずに、それも、あなたが淹れる素敵なお茶と一緒にお菓子を楽しめるとなれば、必ず足を運びます。私どもの店でも、そちらでお菓子を扱っていること……それも、店では出していない限定メニューであることを紹介させていただきます」

			　ここまで言えばわかるだろう。

			　とくに限定メニューというのは強い。

			　喫茶店の店主は理解できたようで、どれだけの儲けが出るかを考えている。

			「……そのお菓子とやらを食わせてもらう。わしの店に卸す分だからと手抜きされてはかなわん」

			「そう言われると思って、今日は新作のお菓子を持参しています。これはArnold(アルノルト)でも出さない、あなたのためだけに作った特別メニューです」

			　木箱の中を開ける。

			　すると、卵とハチミツのいい匂いが広がり始めた。

			　ごくりっと喫茶店の店主が生唾を飲む。

			　焦げたハチミツの匂いは、胃袋を刺激する。

			「お茶を淹れなおしてくる。待っていろ」

			　店主が厨房に消えていった。

			　さて、俺の作ったカステラを気に入ってもらえるといいが。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　店主が戻って来る。

			　紅茶の入ったティーポットに、皿を俺とドルワートさんの分まで持ってきている。

			　紅茶の茶葉が変わっている。さきほどよりもいい茶葉だ。

			　儲け話が本当だったと判断して、上客用のものを出してきたのだろう。

			　皿に、カステラを盛り付ける。

			　黄金色の断面を見た店主とドルワートさんが息を呑んだ。

			　カステラの黄金色は素晴らしい。

			「私の自信作、名をカステラと言います。ぜひ、食べてください」

			　こくんと店主が頷く。

			　フォークでカットして、口に含む。

			　しばらく、無言になった。

			　彼は嚥(えん)下(げ)してから、呆けたような顔になる。

			「うまい……優しい甘さと、卵の美味しさ。それにコクがある」

			　舌はちゃんとしているようだ。

			　甘さの奥に隠れたコクを楽しめている。

			「食感は、しっとりとして。喉がパサつかない。こんなケーキは初めてだ。なにより、紅茶と合う」

			　カステラはシンプルな味のお菓子だ。

			　だから、彼の言う通り紅茶との相性がいい。

			「ストレートとも会いますが、ミルクティにすると、もっと美味しいですよ」

			　俺の言葉を聞くなり、彼はすぐにミルクポッドを持ってきて、紅茶をミルクティにしてカステラを一口食べてから紅茶を口に含む。

			「おまえの言う通りだ。この組み合わせは最高だ。……感動する。こんなお菓子をおまえの店では売ってたのか。客が押し寄せるわけだ。その年でこれだけのものを作るか。新しく魅力的なもの、わしが作りたくて、作れなかったものを」

			　どこか、寂しげに店主は呟いた。

			　彼も彼なりに現状をなんとかしようと試行錯誤をしていたのかもしれない。

			「いいだろう。このカステラを卸してもらえるなら、行列のことは何も言わない。なにせ、わしの店もこれから行列ができるんだからな」

			　初めて店主が俺の前で笑った。

			　俺もそれに笑い返した。

			「ええ、間違いなくそうなりますよ。私のカステラと、あなたの紅茶があれば」

			　紅茶を飲んで、そう返事をする。

			　実をいうと、この紅茶を飲んで少し驚いている。

			　いい茶葉を仕入れている、それに保存状態もいい、淹れ方も一流。この人は腕があるのだ。なのに流行らないのは、紅茶以外のことをおろそかにしたからだ。

			　きっと彼は、きっちりと先代の技術を受け継ぎはしたが、その先に進めなかった。その挫折が性格を歪めた。

			　根はまじめであることは、この紅茶を飲めばわかる。

			　ここに、看板メニューが現れれば間違いなく繁盛する。

			「では、カステラの販売に関する取り決めをしましょうか」

			「うむ、おまえとは長い付き合いになりそうだ」

			　がっしりと握手をして、具体的な契約の話に移る。

			　店主はこちらの要望を、素直に聞いてくれたのですぐに話は終わった。

			　卸値は、Arnold(アルノルト)で売っているピナルのハチミツケーキと同じだ。店主には茶で儲けるようにして、あまり高い値段で売らないように頼んだ。

			　Arnold(アルノルト)の理念は、たくさんの人に甘いものを楽しんでもらうことだ。たとえ、販売を他に任せても、そこは守ってほしい。

			　店主は、三割増しの値段で売ると言ってくれている。

			　そして、Arnold(アルノルト)のお菓子であることをメニューに書くように指示した。

			　それも了承してくれた。……まあ、Arnold(アルノルト)のお菓子を食べれることを売りにする以上、何も言わなくてもアピールしてくれるだろう。

			　話はまとまったので、もってきたカステラの木箱を渡して店に戻る。

			　これでもう行列でクレームが来ることはないだろう。

			　

			　◆　◆　◆

			　

			　裏口から店に入ると、ドルワートさんが口を開いた。

			「さすがは、クルト様でございます。よく、商売というものがわかっているようですね。Arnold(アルノルト)は今回、一切損をしないどころか、利益を得ております」

			「その通りだよ。カステラをあの店に卸すのは、Arnold(アルノルト)のためでもある」

			　ドルワートさんが言う通り、今回の一件では大きく得をしている。

			　隣の喫茶店で、カステラを出すことで、Arnold(アルノルト)でお茶を楽しみたいという客の望みを解消できる。

			　そして、この店と喫茶店に客が分散することで、過剰すぎる客数を分散でき、店員たちに余裕ができる。

			　それでいて、店で売るのと同じ値段を卸値にしているので収入は減らないどころか、増える。

			　売るための人手も、向こうの喫茶店が用意してくれる。

			　最高の結果になった。

			「この方法に気付けたのはドルワートさんのおかげだ。ドルワートさんがいなければ、行列を消す方法をずっと考えていたよ」

			　隣の喫茶店の店主が本当に求めていることを見抜いたドルワートさんの意見があったからこそ、物語は解決に向かった。

			　何かしらの手を打って行列を減らせたとしても、あの店主は些(さ)細(さい)なことで何度も言いがかりをつけてきて、そのたびに対策が必要になっただろう。

			「気付けさえすれば、解決してしまえるのはあなたぐらいです。……こんなことをしているうちに開店時間ですわね。今日も一日よろしくお願いします。オーナー」

			「ああ、がんばろう。店長」

			　もうすでに、店の外には行列ができている。

			　甘いお菓子を求める人々だ。

			　俺とドルワートさんは、店員たちと入り口の前に並ぶ。

			　レナリール公爵が贈ってくれたからくり時計が、開店時間を告げる鐘の音を鳴らした。

			　扉を開けよう。

			「「「いらっしゃいませ、Arnold(アルノルト)へ」」」

			　さあ、今日も甘いお菓子と幸せを届けよう。

			　少しでも多くの人を甘いお菓子で幸せにする。Arnold(アルノルト)の理念を叶えるために。

		

	
		
			あとがき

			　

			『お菓子職人の成り上がり　４』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の『月夜　涙』です。

			　

			　四巻では菓子店を開きクルトの夢である自分で作ったお菓子でみんなを幸せにしたいという夢に大きく近づきます。

			　店を開くにあたり楽しいだけでなく、大変なことも多いですがアルノルトのみんな、そして新しい仲間たちと共に乗り越えていきます。そして、とある理由で独創的なケーキを作り始めます。そちらの完成は次巻になりますが、そちらもお楽しみに。

			　

			宣伝

			　

			　モンスターノベルス様で、発売日は未定ですが『そのおっさん、異世界で二周目プレイを満喫中』というシリーズを新たに始める予定です。

			　才能がなく超一流の冒険者になることを諦めていたおっさんが、とある出会いととある気付きで自分の殻を破り、新たな仲間と再び超一流を目指す物語。おっさん主人公独特の大人な感じや思いやりが全面に出ていて、今までと違った物語を楽しめると思うので是非。

			　また、明日の12／１には角川スニーカー文庫さんから『回復術士のやり直し』というシリーズの二巻が発売します。コミカライズも始まっている人気シリーズです。こっちはとってもエッチでハードな復讐物語で毛色が違うので、そういうのが好きな方はどうぞ！　　　

			　

			謝辞

			　

			　三弥カズトモ先生、素晴らしいイラスト感謝です。新キャラのドルワートさんは今までと雰囲気の違ったキャラでイラストで見れて嬉しかったです。お菓子職人以外にもさまざまなライトノベルの仕事に携わっている三弥カズトモ先生を影ながら応援させていただいております。

			　担当編集の工藤様。この巻からのお付き合いになりますが、一緒にこのシリーズを盛り上げていきましょう！

			　モンスター文庫編集部と関係者の皆様。デザインを担当して頂いたレボデザイン様、ここまで読んでくださった読者様にたくさんの感謝を！　ありがとうございました。
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